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第一話　嵐子の特別な一日







「ふぁあ……」

　寒い冬の朝。俺おれ、砂さ戸ど太た郎ろうは、目を覚ました。

　寝ぼけ眼まなこでベッドを確認する。

　誰だれもいない。

「今日は誰も俺のベッドに忍び込んでないようだな――と思いきや！」

　サラサラの髪を肩ぐらいまで伸ばした小柄な女性と、ふんわりした感じの髪を後ろで結った穏やかな顔立ちの女性。俺の姉貴である砂戸静しず香かと、母親である砂戸智とも子こ。

　姉貴と母さんは俺のベッドの縁ふちに両りよう肘ひじを乗せ、なんか幸せそうな表情で俺の顔を覗のぞき込んでいた。

「ああ……太郎ちゃんの寝顔は天使のようにかわいいよぉ、眺めてるだけでムラムラしちゃうよぉ……」

「本当に、太郎さんはどうしてそんなにカッコいい＆カワイイのでしょうか……世界七不思議の一つです……」

「おまえら！　人の部屋でなにしてやがる！」

　俺は上半身を起こし、怒鳴り声を上げた。

「また俺のベッドに忍び込もうとしてやがったのか!?　もういい加減にしろっ！」

「ちがうよぉ、太郎ちゃん」

「そうです、今日は違うんです」

「なにがちが――」

　そこで、俺は気付いた。

　俺の部屋に、奇妙な垂れ幕がかかっていることに。

　その垂れ幕には、

『第十回　世界太郎ちゃんサミット会場』

　と書かれていた。

「…………」

　俺は微妙な表情でその垂れ幕を眺めていた。太郎ちゃんサミットだと？

　姉貴と母さんはにこにこしながら、

「今日はね、太た郎ろうちゃんサミットの開催日なの」

「ええ、そうなんです」

「……当たり前のように太郎ちゃんサミットとかいう謎なぞの言葉を使わないでくれ」

「太郎ちゃんサミットはね、太郎ちゃんに関するいろいろな問題を二人で話し合う場なんだよー」

「そうなんです。で、今回は記念すべき第十回ということで、太郎さんの部屋を会場にすることに決めたんです」

「そんなこと許可した覚えはねえ……」

「それでね、ちょっと話し合いのしすぎで疲れたから、太郎ちゃんの寝顔を見てエナジーを回復してたのっ」

「太郎さんの寝顔のおかげで、徹夜の話し合いの疲れが吹っ飛びましたっ」

「徹夜で話し合ってたんだ……へえ……」

　もう、あまりにアホらしくて言葉が出ない。

　姉貴と母さんは垂れ幕の下、テーブルを挟んで座っている。テーブルの上にはなんか書類っぽいものが並んでいた。

「……じゃあ、肉親どうしの結婚を認める法案を通す計画は、とりあえず現状ではどうしようもないので保留ということで……」

「そうですね……悔しいですが、しかたないです……」

「あと、太郎ちゃんに接触する女性すべてに陰湿な嫌がらせをしかけ、『太郎』という名前を聞いただけで自動的に嘔おう吐としちゃうほどのトラウマを植え付けるという計画も、残念ながら却下ということでいいね？」

「はい。実行したいのは山々ですが、そんなことをしてしまっては太郎さんに嫌われてしまいますものね……そんな事態になったら、私はもう生きていけません……」

　なんか、ぼそぼそと物騒なことを言っているような気がするが、奴やつらがアホなのはもうしょうがないことなのでスルーする。

「それと、静しず香かさん。一つ言っておかなければならないことがあります」

　母さんは姉貴をまっすぐ見つめ、告げた。

「静香さん。最近、太郎さんのベッドに侵入する回数が多すぎませんか？　ほとんど毎日じゃありませんか。自じ重ちようしてください」

「……それはお断りだよ。太郎ちゃんのベッドに忍び込む行為は、わたしの本能であり習性なんだから」

　姉貴はきっぱりと言った。

　母さんは表情を厳しくして、

「それはずるくありませんか？　私は朝ごはんを作らなければならないから、ゆっくりと太た郎ろうさんのベッドに忍び込む時間がありません。これは不公平です」

「それはこっちのセリフだよっ！」

　姉貴は立ち上がり、叫ぶように言った。

「お母さんこそ、毎日毎日太郎ちゃんの食べる料理を作って……そんなの卑ひ怯きようだよっ！　愛する人に手作りの料理を食べてもらって、それをおいしいと言われる……それがどんなに幸せなことか……くっ……！」

「それは確かに幸せですけど、私だって太郎さんのベッドに忍び込みたいです！　とゆーわけで、月水金土日は私がベッドに忍び込む日ということにして――」

「絶対に認められないよっ！　あと多すぎるし！　わたしが忍び込む日が火木だけになっちゃってるよ！」

「いままでさんざん忍び込んできたんだから、いいじゃありませんかっ！」

　母さんも立ち上がり、姉貴と激しく睨にらみ合う。

　攻撃的な気配が部屋を包む。

　や、やばい、このままではまた乱闘に……

「ふ、二人とも落ち着け！　アホなことでケンカするな！」

　言うと、二人はハッと我に返った顔をした。

「そう……今日は太郎ちゃんサミット。平和的に話し合う日だったね」

「そのとおりです。暴力ではなにも解決しません」

「意見が分かれたときは……アレで決着を付けることになっていたよね？」

「はい、アレで決着を」

　アレ？　アレってなんだ？

　首をかしげる俺おれの前で、二人はなにやらカードの束たばを取り出した。

　トランプかと思ったが、そうじゃないようだ。カードの裏に『太郎』の文字が印刷されていたから。

　姉貴と母さんは、表にしたカードをテーブルの上に並べる。並べ方にはなにやら規則があるようだった。

　そしてカードの表には――すべて、俺の姿が写った写真が使われていた。

　様々なアングルから撮とられた俺の写真。画像ソフトで加工でもしたのか、カードの中の俺には大きな角が生えていたり背中に青い翼があったりしている。カードの下のほうには数字が書いてあり、数字の横にはちょっとした説明文のようなものが付与されていた。

「お、おい……その気持ち悪いカードはいったいなんだ？」

　尋たずねると、姉貴はにぱっと満面の笑みで、

「これはね、『太た郎ろう王おうカード』だよっ！」

「た、太郎王カード？」

「うん。わたしとお母さんで作った、オリジナルのカードゲームなんだよ～。最近、二人のあいだで争いが起こったときは、これで決着を付けることにしてるの！」

「ちなみに、太た郎ろう王おうカードは今回のもので第七弾を数えます！」

「…………」

　俺おれは呆ぼう然ぜんとしてしまっていた。どうでもいいけど、『太郎王』の『王』ってなんだよ。

「さあ、お母さん！　デュエル開始だよ！」

「はい！　まずは私のターン！　ブルー太た郎ろうさんドラゴンを召しよう喚かんです！」

「くはぁ！　ライフポイントが１０００も減ったよ！　でもわたしだって――」

「…………」

　こいつらはもうダメだ……俺はいろいろ諦あきらめた気持ちで、部屋を出て行った。




　今日は二学期最後の日――つまり終業式だった。

　体育館に全校生徒を集めて行われた終業式のあとは、教室でホームルーム。

「では、成績表を渡しますので、出席簿の順に教壇まで取りに来てください」

　と言ったのは、俺たちのクラスの委員長、綾あや瀬せ川がわ霧きり乃のさんだった。長い髪を三つ編みにし、メガネの奥の怜れい悧りな瞳ひとみで教室を見回している。

　委員長は教壇に立ち、クラスメイトに成績表を渡す。本来この役目は担任の教師がやるはずなのだが、うちのクラス担任――通称マッチョ中なか山やまは、教壇の横で腕立て伏せをすることに夢中なご様子だった。彼は生徒よりも自分の筋肉のほうが大事な人なのだ。教師として、いや人として終わっている。

　成績表を渡し終えた委員長は、担任の代わりにホームルームを締しめ、自分の机に戻った。これにて二学期は終了。明日から冬休みだ。

「太郎」

　俺の名前を呼んできたのは、金髪で小柄な男子。俺の親友である葉は山やま辰たつ吉きちだった。

　辰吉は人なつっこい笑みを浮かべながら、

「おまえ、成績表どうだった？」

「成績表？　ああ――」

　と、答えかけたところで、

「た……辰吉くん！」

　一人の女子が、背後から辰吉の名前を呼んだ。

　髪をツインテールにした、スポーティな体型の女子だった。彼女は間ま宮みや由ゆ美みさん。辰吉に片思いしている女の子だ。あと、間ま宮みや流りゆうマッサージ術とかいう謎なぞのマッサージ術の使い手でもある。

　辰吉は背後を振り向き、

「由ゆ美み？　なんか用か？」

「辰たつ吉きちくん、あの……」

　間ま宮みやさんは少し顔を赤らめながら、

「も、もしよかったら、今日……わたしといっしょに過ごさない？　で、でで、できれば朝ま――」

「た、太た郎ろう、俺おれちょっと用事を思い出したから先に帰るわ！　じゃあ！」

　辰吉は逃げるように教室から出て行った。

「た、たつ――」

　間宮さんは辰吉が去っていった方向に手を伸ばすような格好で、切なそうな表情を浮かべる。そっとため息をついたあと――なぜか、俺を睨にらみつけてきた。

「砂さ戸どくん……あなたのせいで辰吉くんに逃げられたじゃない。どうしてくれんのよ？」

「ええ――っ!?」

　俺は驚きながら、

「な、なんでだよ!?　俺はなんも関与してなかっただろうが！」

「本当にムカツクわ、この変態……」

　間宮さんはさらに眼光を鋭くする。完全に八つ当たりだった。

「う、うう……はあ、はあ、はあ……」

　その憎ぞう悪おのこもったまなざしに、俺のドＭ体質が反応してしまう。俺は、身内以外の女性に罵ののしられたり冷たくされたり殴られたりすると気持ちよくなってしまうという、ある意味奇跡的なほど気持ち悪い体質を持った人間だった。

「ふん。いまはあなたと話している時間はないわ。早く辰吉くんを追いかけないと――だって、今日は特別な日なんだから……」

　言って、間宮さんは教室を出て行く。

　俺はホッと安あん堵どの息を吐いた。

　それにしても、今日の間宮さんはいつにも増して積極的だったな……そんなことを思いながら教室を出て、階段のほうに向かう。

　三階に下りたところで、

「あ……」

　こちら――階段のほうに歩いてくる、石動いするぎ美み緒お先輩を見かけた。

　綺き麗れいな亜あ麻ま色いろの髪に、処しよ女じよ雪せつのような白い肌。麗うるわしい桜色の唇。そして宝石のような美しい瞳ひとみ。石動先輩は、アイドルも裸足はだしで逃げ出すような完全なる超美少女だった。

　先輩は廊下を歩きながら顎あごに手を当て、なにやら考え込んでいる様子。

「……そうね、ツリーは七つか八つぐらい用意して、あとは短たん冊ざくも……」

　なんかぶつぶつ言っている。階段のところにいる俺にはまったく気付いていない。

「こりゃあグズグズしちゃいられないわ。一刻も早く準備しないと――」

　先輩は言うと、すぐ近くにあった廊下の窓を開けた。そして。

　一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく――その窓から飛び降りた。

「ええええっ!?　な、なにしてんの!?」

　俺おれは慌あわてて窓から外を見る。

　三階の窓から飛び降りた先輩は、壁のちょっとした出っ張りに一瞬だけ足先を置いて落下の勢いを殺すと、そのまま地面に着地した。それから、何事もなかったかのように校門のほうにダッシュしていく。恐ろしいほどの身体能力だった。

「…………」

　な、なんか急いでるようだったけど……窓から飛び降りなくても……

　俺はあんぐりしながら先輩の背中を見つめていた。




　先輩の突飛な行動に呆ぼう然ぜんとしたまま、昇降口を出る。

　いつものように第二ボランティア部の部室に向かう。

　部室の扉を開けると、指通りの良さそうな髪をショートカットにした少女が立っていた。印象的な大きな瞳ひとみで俺を見つめ、言う。

「あ、タロー」

　彼女は、クラスメイトであり第二ボランティア部の部員でもある結ゆう野の嵐あらし子こだった。

「あのね、ついさっき美み緒おさんからメールが来て、今日の部活は中止にするって。なんか、明日に向けてやらなければならないことがあるとか……」

「ああ……」

　まあ、なんとなくそうなんじゃないかとは思っていた。窓から飛び降りたあとの先輩は明らかに校門のほうに向かってたし。

「みちる先生にももう連絡したから」

「そっか」

　俺はそう言ってから、結野のほうを見て、

「じゃあ、ここにいてもしょうがないから、帰るか」

「あ……うん」

　結野はこくりとうなずいた。

　――二人で部室を出て、帰り道を歩く。

　気温はかなり低く、吐く息は白い。

　俺はグレイのコート、結野はえんじ色のコートを制服の上に着込んでいた。結野はさらにピンク色のマフラーを巻いている。

　俺は結野の肩に触れないよう、注意しながら歩く。結野は男性恐怖症で、男性の体に触れると反射的にその男性を殴ってしまうという習性があった。

　しばらくして、隣を歩く結ゆう野のがこっそりという感じでアクビをした。

「寝不足か？」

「え？　う、うん、ちょっとね」

　結野は少し慌あわてたふうに、

「最近ちょっと夜よ更ふかしが多くて。昨日もほとんど徹夜だったし……」

「徹夜？　いったいなにをやってるんだ？」

「そ、それは、その……」

　結野は言いながらうつむく。そのあとを続けるつもりはないようだった。俺おれは首をかしげた。

　なんとなく黙り込みながら、とぼとぼ歩く。

　そのあいだ、結野はチラチラと俺を見上げてきた。しかし、目が合うとさっと顔を下げる。なんか様子がおかしい。

　しばらくすると、

「……きょ、今日、もしよかったら……こ、このあと、二人でいっしょに……」

　結野は俺から顔を背そむけ、なにやら小声でごにょごにょつぶやきはじめた。あまりに小声だったのでなにを言っているのかはわからない。

「結野？」

　呼びかけると、

「は――はいっ！」

　結野は背筋をぴんっと伸ばし、こちらに顔を向けてきた。

　俺はその不自然なリアクションにちょっと驚きながら、

「い、いや……なんか一人でぶつぶつつぶやいてたから、気になって……」

「あっ、うん……ごめん……」

　結野は顔を赤くしながら告げる。

「ちょっと予行練習してただけというか、えっと……」

「予行練習？」

「な、なんでもない！」

　言いながら、結野はぶんぶんと頭を左右に振った。

　どうしたのだろう。微妙に挙動不審だ。

　と――

「タロー」

「ん？」

　結野は大きな瞳ひとみで俺を見上げてきた。薄い唇をキュッと引き結び、真剣な表情で俺の目を見つめている。細い顎あごが小こ刻きざみに震えていた。

　俺おれと結ゆう野のはその場で立ち止まる。なんか、結野の普段とは違う雰ふん囲い気きに少し圧倒されてしまっていた。

「あ、あのね……」

　結野は決然とした口く調ちようで、

「タロー……このあと、時間ある？」

「このあと？　このあとはコンビニのアルバイトだけど。九時まで」

　と、告げる。

「普段は五時からなんだけど、今日はほかのアルバイトの人たちがなんか用事があるとかで誰だれも入ってくれなくて。で、ちょっと早めに出てくれないかって店長に頼まれたんだ。そういうわけだから、あと三時間くらいしたらバイトに行かないと……」

　素直にこのあとの予定を言うと――

「…………」

　結野は辺りの大気を澱よどませるほどの負のオーラを放はなちながら、驚くほど見事に、がっくり肩を落とした。

「ゆ、結野!?　ど、どうしたんだよ!?」

「ううん……なんでもない……」

　結野は俺に背を向け、完全に意気消沈した声で告げる。なんでもないという言葉がこれほど嘘うそくさく聞こえたのは生まれてはじめてだ。

「そっか……アルバイトなんだ……」

「あ、ああ」

「そうなんだ……」

「は、はい……」

「…………」

「…………」

　結野の劇的な変化について行けず、おろおろしていると、

「じゃ、じゃあ」

　結野はこちらに振り返り、気を取り直すように、

「アルバイトの時間まででいいから、ちょっとだけわたしと――」

　そこまで言って、結野は言葉を止めた。

　結野は、ぽかんとした表情で、俺の背後のほうに視線を向けていた。

　訝いぶかしく思った俺は、背後を振り向いて結野の視線の先を見てみる。

　なんか……『変なの』がいた。

　大きな卵に機械の手足をくっつけたような形をしている、奇妙なロボットっぽいものが、電柱の裏に隠れながらこちらのほうを見ていたのだ。

「な、なな、なんだありゃ!?」

　こそこそしている様さまはまるで人間のよう。が、身長が二メートル近くあり横幅もけっこうあるので、自分の体をまったく隠せていない。

　俺おれと結ゆう野のがじーっと見ていることに気付いたのか、その変な物体はうろたえたように体を震わせた。そして。

　猛烈な勢いで、俺のいるほうに突っ込んできた。

「――っ!?」

　変な物体はその両腕で俺の体をがっしりと掴つかむ。

　それと同時、変な物体の背中から、なんかジェット噴射のようなものが出た。

「え、えええええ――っ!?」

　俺は絶叫を上げる。

　変な物体は――飛んだ。

　俺をがっしり両腕に抱きしめ、飛ひ翔しようしたのだ。

「な、なんですかこれはあああああ――っ!?」

「タ、タロー！」

　結野の姿が急速に小さくなっていく。

　俺はなぜか空を飛ぶ羽目となってしまった。




　変な卵形の物体に抱きかかえられたまま、俺は空を移動する。

「ひいいいい！　こ、怖い！　そしてすげえ寒い！」

　俺はガクガク震えながら叫んだ。

　やがて、変な物体は、ゆっくりと下降していった。

　すとん――と、着地する。

　そこは、見慣れない公園だった。

　かなり広くて綺き麗れいな公園だ。遊具も一通り揃そろっていて、子供たちに人気のありそうな公園だと思った。

　変な物体が俺の体を解き放はなつ。

　そして、変な物体の卵形の部分の真ん中当たりがぱかっと割れ、なんかフードを脱ぐような感じで背後に開いた。

　俺は目を見開く。その変な物体の中には、人が入っていた。

　その人は、変な物体から降り、俺を見上げてきた。

　頭の左側で髪を結んだ、小学生のような幼い外見をした少女。彼女は――

「ひ、柊ひいらぎさん？」

　彼女は、同じ高校の先輩で発明部に所属している天才少女、柊ひいらぎノアさんだった。

「ひ、柊さんだったのか。なるほど、これは柊さんの発明……」

「…………」

「でも、どうして柊さんは俺おれをここに……」

　俺と向かい合う柊さんは、なにも言わずうつむいている。

「あ、あの……柊さん？」

　柊さんは唇をきつく結び、全身を硬くしている。なんか、ちょっと顔が赤くなっていた。怒っているようにも見える態度だったので、俺は少しうろたえた。

　しばらくして、

「や、約束……」

　柊さんはうつむいたまま、必死な様子で言葉を落とした。

「約束、覚えてるですか？」

「約束って……」

「砂さ戸どくんは、ノアと約束したです。ノ、ノアと、いっぱいいっぱい遊んでくれるって」

「あ……」

　その約束は――覚えている。

　天才だった柊さんは、子供の頃ころから大人おとなたちに囲まれ、ずっと憧あこがれていた子供らしい遊びをすることができないでいた。俺はそんな柊さんに、俺でよければいくらでも遊びに付き合ってやると約束したのだ。

「だから、俺を公園に……」

　言うと、柊さんはこくりとうなずいた。小さな子供のような仕草で。

　俺はちょっと呆あきれながら、

「だったら、最初からそう言ってくれればよかったのに。俺を空くう輸ゆする前に」

「……ノアも、はじめはそうしようと思ってたです」

　柊さんはちょっとあたふたした様子で、

「で、でも、どうしても言い出せなくて……それで、砂戸くんのあとをつけて機会をうかがっていたら、砂戸くんに見つかってしまったです。で、すんごく焦ってしまって、思わず拉ら致ちしてしまったです」

「思わず拉致って……まあいいけど……」

　いや、よくないか。

「お、怒ってるですか？」

　柊さんはおずおずと言ってから、上うわ目め遣づかいで俺を見てくる。

「強引にこんなところに連れ出して、砂戸くんの迷惑も考えないで……」

「いや、怒ってないですよ」

　確かに驚いたことは驚いたが、まあ、こういうアクシデントにはもう慣れてしまっている。

　それに……

「わかりました」

　約束は、守らなければならない。

「約束通り、いっぱい遊びましょう。俺おれも、柊ひいらぎさんと遊びたいです」

　俺は笑顔で言って、柊さんの頭を優しく撫なでる。アルバイトの時間まで、柊さんと思いっきり遊ぼうと決めた。

「あ……」

　柊さんは驚いたように小さな声を上げると、さらに顔を赤くしてまたもやうつむいてしまった。

　俺はその様子を見てハッと気付くと、

「あ……す、すみません！」

　慌あわてて柊さんの頭から手を離す。

　柊さんの外見が子供っぽいせいか、ついつい子供にするように頭を撫でてしまった。この失敗はこれで二度目だった。

　と――

「……いいです」

　柊さんは囁ささやくような声で言った。

「砂さ戸どくんになら……頭を撫でられても、いいです」

　赤い顔のまま顔を上げ、言う。

「ほ、ほかの誰だれかだったらイヤです。でも、砂戸くんだったら、イヤじゃないです」

　それから、照れたようにほほ笑んだ。

　俺はその言葉に微妙にうれしくなったり恥ずかしくなったりしながら、

「それは……どうも……」

　と、もごもご言った。

　そのとき、寒風が俺たちのあいだを通り抜けた。

　俺は身を縮め、

「おお、寒い……」

「さ、寒いです」

　柊さんは両腕で自分の体を抱きしめるようにしている。

　機械から降りた柊さんは制服姿。コートもマフラーもなにも着込んでいない。寒いのは当たり前だった。

　俺のコートを貸してあげたほうがいいかな、そんなことを思いながら柊さんのほうを見ていると、

「――ハッ!?」

　柊ひいらぎさんは急に表情を強こわばらせ、俺おれから距離を取った。

　えっ、どうしたの？

「さ、砂さ戸どくん……」

「はい？」

「も、もしかしていま、『寒そうだね。だったら俺があたためてやるよ』とか言ってノアの体をぎゅーっと抱きしめようとしたですかっ!?」

「へ？」

「このまえ研究用に読んだ少女漫画『ダンディ坂さか村むらの女の子ゲッツ☆』にそんなシーンがあったですっ！　イケメン王子様的男の子が主人公である気弱な女の子をいきなり抱きしめるシーンが！　砂戸くんはいまそれを実じつ践せんしようとしたですね!?　し、知らなかったです、砂戸くんがそんなに積極的だったなんて……」

「あ、あのお……」

「こ、公衆の面前でそんなこと……とっても恥ずかしいです。でも、砂戸くんになら……」

　つぶやくと、柊さんはぎゅっと両目をつぶり、全身を緊張させた。白い肌が見事に赤く染まっている。

「いや、えーっと……」

　俺は頬ほおをぽりぽり掻かきながら、

「俺はただ、柊さんが寒そうだったから、コートを貸してあげたほうがいいのかなって迷ってただけで……」

「ほえ？」

　柊さんは目をぱちくりさせ、

「そ、そうだったですか？　ノアの早とちりですか？」

「は、はい」

「…………」

「…………」

　なんか、気まずい感じになってしまった。

「と、とにかく！」

　俺は変な空気を振り払うように、大声で言う。

「ま、まずは……なにをして遊びましょうか？」

「えっと……」

　柊さんは少し考えたあと、

「まずは――キャッチボールがいいです」

「了解」

　俺おれは笑いながら告げる。

　柊ひいらぎさんは卵形の機械からグローブを二つとボールを出した。グローブを一つ受け取る。

　十メートルほどの距離を開け、俺と柊さんは向かい合った。

「えへへ……」

　柊さんから笑い声がこぼれる。

「砂さ戸どくんとキャッチボール……とってもうれしいです……」

　柊さんはかなりたどたどしい動作でボールを持った右腕を振り上げる。

　柊さんはこれまであんまり体を動かしてこなかっただろうし、ボールをちゃんと投げることは難しいだろうな……俺はそんなことを思いながらグローブを構える。

「砂戸くん、いくですよっ」

「はい、いつでもどうぞ」

　言ってる途中に、ふと気付いた。柊さんが持っているボールが、普通とはちょっと違っていることに。

　普通の野球ボールに似せてはいるのだが、なんだかちょっと金属っぽい光こう沢たくがあって、ところどころに小さな突起物があったりする。

　首をかしげると同時、柊さんの右手からボールが離れる。

　予想通り、ボールはへろへろだった。

　あの軌道では、こちらに辿たどりつく前に地面に落ちてしまうだろう。

　そう思っていたのだが、

「へ……？」

　ボールが――急に加速した。

　まるで後ろにジェット噴射でも付いているかのように、ボールは不自然な加速をして――しかも俺のほうに軌道修正しながら――鬼のような勢いで突っ込んでくる。

「ちょ、ちょっと……」

　避よけることは不可能だった。

　急加速したボールは、

「おばなぷ――っ!?」

　思いっきり、俺の顔面を陥かん没ぼつさせた。

　俺は地面にもんどり打って倒れながら、

「あ、あああああ、あひょーっ！　美少女の投げたボールはデリシャアアアアス！」

　どへえどへえと異様なほど気持ち悪い笑みを浮かべていた。

「はあ、はあ、はあ……ひ、柊さん、そのボールは……？」

「これは、ノアが発明した特殊なボールです」

　えっへん、と薄い胸を張りながら告げる。

「キャッチボールで砂さ戸どくんに迷惑をかけたくなかったから、このボールを開発したですっ！　このボールは自動で相手のところに飛んでいくですから、相手に迷惑をかけることは絶対にないです！」

「す、すでにかなりの迷惑をかけられていますが……はあ、はあ、はあ……」

「あっ、砂戸くん」

「な、なんですか？」

「そのボールは相手のグローブの中におさまるまでずっと飛び続けるですから、ぼけっとしてると危険です」

「え？」

　嫌な予感を覚えて顔を上げると――

　柊ひいらぎさんの発明した機械ボールが、再び俺おれのほうに向かってきていた。

「ひょえええええええええ――っ!?」

　轟ごう音おんを立てながら迫り来るボールが、俺の頬ほおを殴った。

「おじゃぱめんっ!?」

　さらにもう一度。さらにさらに。

　ボールはなぜかスピードを増しながら、俺の全身を容よう赦しやなく打ち付けた。

「あ、っばやあああああああほげえええ――っ！　とどまることを知らない悦楽スパイラルでオレの肉体はもうとんでもないことになっちゃってるうううう！　ヘイヘーイ！　ヘヘヘヘーイ！」

　俺はその場で謎なぞのダンスを踊りながら、ボールさんからの加か虐ぎやくに奇声を上げていた。

「ああああっ!?　さ、砂戸くんがなんかギリギリの顔に!?」

「ヘ、ヘヘヘ、ヘーイ！」

　――バッテリーが切れたとかでようやくボールの動きが止まったときには、俺はもう快楽の暴走で痙けい攣れんしちゃっていた。

「さ、砂戸くん！　大丈夫ですか!?」

「お、おふう……柊さん……」

「はいです！」

「遊びに妙な発明を使うのは……やめていただけませんか……」

「わ、わかったです」

　惨劇を目の前にした柊さんは、とても一生懸命な様子でうなずいていた。

　次は、普通のボールでキャッチボールをすることにした。

　予想通り、柊さんはうまくボールを投げたり取ったりすることはできなかった。それでも、柊さんはすごく楽しそうに見えた。無邪気な子供のように笑っていた。

　俺おれはゆっくりとボールを投げる。柊ひいらぎさんは真剣な面おも持もちでグローブを構える。

　が、ボールはグローブの縁ふちに当たり、遠くに転がっていく。

　柊さんは「待つです！」と言いながらボールを追いかけていき――その途中で、派手に転倒した。

「ひ、柊さん!?」

　俺は慌あわてて柊さんのところに駆け寄る。

「ううう……い、痛いです……」

　柊さんは地面に腰を落とし、片かた膝ひざを立てた状態で、うるうる涙目になっている。近くで見ると、膝ひざが少しすりむけていた。

「大丈夫ですか？」

　言いながら、すりむけた膝を見つめる。血もあまり出ていないようだし、大したことはなさそうだ。よかった。

「だ、大丈夫です――ハッ!?」

　柊さんは、愕がく然ぜんとした表情で俺を見上げる。どうしたのですか？

「さ、砂さ戸どくん、いま……『膝、痛そうだね。しょうがないから俺が舌で舐なめて消毒してやるよ』とか言って、ノアの膝をペロペロ舐めるつもりだったですねっ!?」

「……なぜ、そんな変態的な行為を？」

「それから『膝ひざ以外にも舐なめてほしいところがあるんだろ？　素直になれよ』とか言って、ノアの体中を舐め回し……」

「柊ひいらぎさん、あの……」

「このまえ研究用に読んだ恋愛小説『俺おれのチョモランマに跪ひざまずけ！』にそんなシーンがあったです！だから、砂さ戸どくんも同じことを――」

「しません。絶対に」

　俺はきっぱりと告げた。

「あ……し、しないですか？」

「はい」

　というか、それは本当に恋愛小説だったのですか？　官能小説の間違いじゃないのですか？

　恥ずかしくなったのか、柊さんは耳まで真っ赤になっていた。スカートをぱんぱんと両手で払い、立ち上がる。

　それから、さっきの自分の言動には触れるなというオーラを全身から放はなちながら、

「つ、次は、ジャングルジムで遊びたいです」

　と、言った。

　俺は訝いぶかしく思いながらも、なにも訊きかず、うなずいた。

　ジャングルジムで遊ぶ。その次はブランコ。その次は滑すべり台。

　柊さんといろんな遊びをした。

　最初はただ付き合っていただけのような感じだったが、次第に俺もなんだか楽しくなってきて、自然とはしゃいだりしてしまっていた。

　公園に来てから二時間近く経たっただろうか。

　遊び疲れた俺たちは、肩で息をしていた。

「ふう……がっつり遊びましたね」

　荒れた呼吸を整えながら言う。動いているうちに体が熱くなったので、コートは脱いで鉄棒にかけていた。

「ハァハァ……こんなに体を動かしたの、はじめてかもしれないです」

　柊さんは笑いながら言った。

　それから、空を見上げるようにして、独ひとり言ごとのように、

「すっごく……楽しかったです……」

「俺も楽しかったですよ。公園で遊ぶのは久しぶりだったし」

　にかっと笑顔を向ける。本当に楽しかった。

　柊さんは、なにも言わず、ただ俺の顔を見つめている。

　なぜだろうか――その顔が、次第に赤くなっていった。

　それを隠すようにうつむき、

「……砂さ戸どくんといっしょにいると、楽しいです」

　軽く握った右みぎ拳こぶしを胸に添えるようにして、つぶやく。少し声を震わせながら。

「楽しくて、楽しくて……胸が、痛くなる……」

「え？」

　胸が痛くなる？

　大丈夫だろうか、慣れない運動で肺や心臓が驚いてしまったとか……

「どうしてこんなに胸が痛くなるのか……ノアには、よくわからないです。こ、この痛みの正体が、世間一般で言うところの、えっと……そういう感情なのかどうかも、まだ……」

　柊ひいらぎさんはなんだか泣きそうになっているように見えた。意味がわからず、俺おれはおろおろした。

「だから、少女漫画や少女小説や雑誌やネットや……いろんなものを見て研究したですけど、でも、やっぱりよくわからないです……ノアにとっては、はじめての経験ですし……」

「…………」

「わからない、けど……ノアは……」

　柊さんは顔を上げ、これまで見たことのないような真剣な目で、俺を見つめる。

「ノアは――」

　そのあと、なにかを言いかけて――ハッと我に返ったような顔になる。

「や、やっぱり違うですっ！」

　ぶんぶんと頭を左右に振る。

「ど、どうして、天才のノアがよりによってこんな変態なんかを……理屈にあってないですっ！　砂戸くんは変態なのに！　すんごい変態なのにっ！　それはもう清すが々すがしいほど気持ち悪い奴やつなのに！　頭が良くて論理的なノアは、もうちょっとマシな相手を選ぶはずです！　絶対に！」

「ひ、柊さん、どうしていきなり俺を罵ば倒とうして……はあ、はあ、はあ……」

　俺はちょっと気持ちよくなってしまっていた。

「どっちにしろ……もう少し、研究が必要です。もう少し……」

　柊さんはつぶやくように言った。

　俺は首をかしげる。と、そのとき、公園にある時計が視界に入った。

「そうだ、このあとバイトがあるんだった」

　あんまりゆっくりはしていられない。

「柊さん、あと、なんかやりたい遊びありますか？」

　と、俺は柊さんに尋たずねる。柊さんがもう満足ならお開きにするつもりだったが、

「あるです――もう一つだけ」

　柊ひいらぎさんははっきりと告げた。

「なんですか？」

「おままごと、です。ノア、砂さ戸どくんとおままごとがしたいです」

「おままごとか……でも、おままごとをするには、最低でも茣ご蓙ざみたいなのが必要だな……」

　それに、これまでの遊びは体を動かすものだったからよかったけど、おままごとはあんまり動きがない遊びだ。それをこの寒空の下でやるのは大変なような気がした。汗を掻かいたあとだし、二人とも風邪を引いてしまうかも。

「大丈夫ですっ！」

　柊さんは得意げに言うと、ポケットからリモコンのようなものを取り出した。

　そこにあったボタンを押すと――

「おわっ!?」

　公園の地面が、割れた。

　地面に線のような亀き裂れつが入り、それが左右に開くようにして次第に広がっていく。唖あ然ぜんとする俺おれの目の前、公園の地面に、一辺が五メートルほどの正方形の穴ができあがった。

　その穴の下方から、なにかがせり上がって来る。

　それは、小屋のような小さな家――のように見えた。

　俺は激しく驚きながら、

「ひ、柊さん、これは……」

「これは、おままごとをするためにノアが造った、特製おままごとハウスです！」

　柊さんはにっこりほほ笑みながら、告げた。

「おままごとをするために造ったって……」

　公共の施設である公園にこんなものを……いいんだろうか？

「さぁ、砂戸くん。この中でいっしょにおままごとをするです」

「は、はあ……」

　俺が曖あい昧まいにうなずいた、そのときだった。

「――っ!?」

　公園の入り口のほうから、なにやら殺気を感じた。超一流の殺気を。

　慌あわててそちらに顔を向ける。

　そこには、肩で息をしながら、なんか鬼気迫る表情でこちらを見つめている少女がいる。

　あれは――

「ゆ、結ゆう野の？」

　間違いなく、結野だった。

　結野は息を整えながらこちらに歩み寄ってくる。

「結ゆう野の……どうしてここに……」

「タローが飛んでいった方向に走って……あとは、聞き込みで……」

「おまえは……」

　柊ひいらぎさんは、結野を睨にらみつけるように見ながら、

「確か、結野嵐あらし子ことかいう奴やつですね。砂さ戸どくんのクラスメイトで、第二ボランティア部の……」

「柊さん、どうして結野のことを……」

「ノアは、いろいろとリサーチ済みなのです。砂戸くん近辺のことは」

　柊さんは、結野のほうに顔を向けたまま、言った。

「はい、そうです。結野です」

　結野は柊さんをまっすぐ見つめ、告げる。

「タローと同じ中学出身で、同じクラスで、同じ部活で、タローの家で家族といっしょに夕飯を食べたことがあり、タローの部屋に入ったことがあり、タローと二人っきりで動物園や映画館に行ったことがある、結野嵐子です」

　……ゆ、結野？　その奇妙な自己紹介はなんですか？

　俺おれはもう首をかしげるしかなかったが、柊さんは、

「くっ……！」

　なぜか、ダメージを負おったような顔をした。

　結野に向き直り、睨みつける。

「おまえ……なんか、ムカツクです。すごくムカツクです。ノアの障害になるような予感がするです」

「それは……お互い様かもしれませんね……」

　二人は激しく睨み合っている。なんか怖い。二人ともすごく怖い。

「柊先輩……いきなりタローを連れて行っちゃうなんて、酷ひどいじゃないですか。拉ら致ちなんて、あまりにも非人道的すぎます」

「うるさいです！」

　と、柊さんは怒鳴り声を上げる。

「砂戸くんはノアと約束してくれたです！　いっしょに遊んでくれるって！　だから公園に連れてきただけです！　おまえこそ、ノアと砂戸くんの楽しい時間に乱入してきて――」

「どうして、今日だったんですか？」

「え……？」

「タローと遊ぶ約束をした。その約束の日に、今日を選んだ。それはなんだか打算的な気がします。柊先輩は、今日という日をタローといっしょに過ごしたかったから、今日まで約束を……」

「ち、違うです！」

　柊ひいらぎさんは顔を真っ赤にしながら叫んだ。

「たまたまです！　たまたま今日がそーゆう日だっただけで……ノアもあとから気付いたと言っても過言ではなくて……」

「露ろ骨こつな嘘うそをつかないでください！」

「う、うっさいです！　おまえは本当にうるさいお邪魔虫です！　早く帰れです！」

「いいえ、帰りません！　タローといっしょでなければ！」

「帰れです！」

「帰りません！」

「ま、まあまあ二人とも……」

　俺おれは見かねて仲ちゆう裁さいに入る。

「ちょっと落ち着いてくれよ。結ゆう野のもそんなに興奮しないでくれ。俺と柊さんは、ただ遊んでただけなんだから」

「タローは……」

　結野は悲しそうに俺を見上げてくる。

「柊先輩の肩を持つの？」

「いや、そういうわけでは……」

「じゃあ……砂さ戸どくんは、この女の味方をするですか……？」

　柊さんが泣きそうな目を向けてくる。

「いや、そういうわけでも……」

　板挟み。

　見事なほど板挟みだった。

「と、とにかく！」

　俺は変な汗を流しながら、

「おままごと！　そうだ、おままごとをしよう！」

　と、ことさら大声で言った。

「俺と柊さんはいまからおままごとをするところだったんだ！　この特製おままごとハウスで！　だ、だから結野もそれに加わってくれよ！」

「特製おままごとハウス……ええっ!?　ど、どうして公園の真ん中に家があるの!?」

　結野はいま気付いたという様子で、おままごとハウスを見上げている。

「砂戸くん……ノアは、砂戸くんと二人だけでやりたいです……」

「そんなこと言わずに……二人だけでやるより、三人でやるほうが楽しいですし」

　不満そうに頬ほおをふくらませる柊さんに告げる。

「み、みんなで平和に仲良くおままごとをしよう！　ラブ＆ピースの精神で！」




　というわけで――

　俺おれと柊ひいらぎさんと結ゆう野の、三人でおままごとをすることになった。

　おままごとハウスのドアを開け、中に足を踏み入れる。

「おお……」

「す、すごい……」

　俺と結野は感嘆の声を上げた。

　おままごとハウスの内部は、予想以上に立派だった。

　床にはカーペットが敷しかれていて、ベッドとテーブルと椅い子す、簡単なキッチンまであった。小さなクローゼットも。窓だってある。暖房も効いているようで、かなりあったかい。ほとんどワンルームのアパートだった。こんな部屋を使っておままごとをするなんて、なんかすげえな。

「じゃあ、俺が父親役、柊さんが母親役……で、結野が娘役という設定ではじめよっか？」

　そう俺が言うと、

「異議あり！」

　結野が挙手しながら言った。

「柊先輩は、なんとなく母親役という感じがしないから、母親役はわたしがやったほうがいいと思う」

「そんなことないですっ！」

　柊さんは怒ど濤とうのような勢いで言い返した。

「母親役は……砂さ戸どくんのお嫁さんの役はノアがやるです！」

「いいえ、わたしがやります！　そのほうがリアリティがあります！」

　結野は柊さんを見下ろし、

「こう言うと失礼かもしれませんけど、柊先輩は体型的には完全にお子ちゃまです。だから、柊先輩にはおとなしく子供役をやってもらって……」

「お、お子ちゃま!?　いまお子ちゃまと言ったですか!?　低ＩＱのエテ公のくせに！」

「エ、エテ公!?　それはあんまりじゃないんですかお子ちゃま先輩！」

「落ち着けえええ！　二人とも落ち着けえええええ！」

　またもやヒートアップしてしまった二人をなんとかなだめる。この二人は本当に相性が悪いんだな。いったいどうしてだろう。

「じゃ、じゃあ、ここは公平にジャンケンで決めよう。勝ったほうが母親役ということで」

　そしてジャンケンの結果――

「やった！　わたしの勝ち！」

「ぐ、ぐぐぐ……」

　結ゆう野のが勝利し、母親役は結野がやることになった。

「では、わたしがタローの奥さん役をします。さ、タロー。はじめよっか」

「あ、ああ」

　結野はとても上機嫌。対して、柊ひいらぎさんは憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうだった。

　――おままごとは、朝、俺おれが起きるところからはじまるということになった。

　ベッドの上で横になり、目をつぶる。

　奥さん役の結野が俺を起こしに来て、

「もう朝ですよ。早く起きて」

「ううーん、もうちょっと……」

「もう。ダメよ、会社に遅刻しちゃうでしょ」

「わかったよぉ……」

　俺はしぶしぶといった様子で、目を開けた。

　と――

　思っていたよりもすごく近くに、結野の顔があった。来ていたコートを脱ぎ、制服の上からエプロンを着ている。ちなみに、エプロンはおままごとハウスに用意されていたらしい。

　結野は少し照れた顔をしながら、俺の顔を覗のぞき込んでいる。

　びっくりしている俺と目が合うと、「えへへ……」と笑って顔を離した。

　そして、両手を腰の後ろで組むような格好で、

「なんか……ちょっと、幸せかも……」

　独ひとり言ごとのように言って、くるっと俺に背を向ける。

「いまから朝ごはん用意するから、ちょっと待っててね――あ、ああ、あなた」

　そう告げると、結野は湯気が出そうなほど顔を真っ赤にしながら、両手を自分の頬ほおに触れさせ、「あ、あなたって、言っちゃった……」と、なんかやたらとうれしそうな声でつぶやいていた。

「あ、ああ、わかった」

　俺はうなずき、上半身を起こした。

　テーブルを挟み、二人で椅い子すに座る。結野はにこにこしながら俺を見ている。

　そのとき。

　ばあん、と勢いよくドアが開いた。

　ここで娘役である柊さんの登場か。これから朝の団らんというわけだな。

　そう思っていたのだが――

　柊さんは座っている結野を見下ろすと、

「奥さん、はじめましてです」

　どこか横おう柄へいな口く調ちようで言った。

　結ゆう野のは困惑した表情で、

「え、えっと……あなたは、わたしたちの娘よね？　それなのに、わたしのこと奥さんって……」

「娘？　なにを言ってるですか？」

　言って、柊ひいらぎさんは俺おれの腕に抱きつくと、

「ノアは――砂さ戸どくん、いや、太た郎ろうの不倫相手です！」

「ええっ!?」

　俺は思わず声を上げた。柊さんは娘役じゃなかったの？

「ちょ――柊先輩！」

　結野は立ち上がり、大声を張り上げた。

「不倫相手ってなんですか!?　柊先輩はジャンケンに負けたんですから、おとなしく娘役をやってください！」

「ふん。確かにノアはジャンケンに負けて、奥さん役を譲ゆずったです。でも、だからといって、娘役をやるとは一言も言ってないです！」

「そんな！　ずるいですよ！」

　結野はむーっと眉まゆを逆立て、叫ぶ。

「柊先輩は娘役をやってください！」

「太郎！　愛いとしのマイダーリン！　とっても会いたかったです！」

「勝手に話を進めないでください！　こんな設定は無効です！」

「そうですか。じゃあ、おままごとを最初からやりなおすですか？　でも、そのときは役柄も交代なので、砂戸くんの奥さん役はノアがやることになるです」

「メ、メチャクチャです！」

「それが嫌ならこの設定で続けるしかないです。どうするですか？　ノアはどっちでもいいですよ？」

「く、くううう……」

　結野はしばらく柊さんを睨にらみつけたあと、

「ぞ……続行します」

「わかったです」

　柊さんはにやりと不敵な笑みを浮かべる。

「奥さん、改めてご挨あい拶さつを。太郎の不倫相手のノアです。今日は、いろいろ奥さんと話し合うためにこの家にやってきたです。これ、つまらないものですが……」

　言って、柊さんは石ころを結野に手渡す。本当につまらないものだった。

　結野はその石ころを手で弾はじくと、

「あなたっ！」

　と、俺おれのほうに顔を向けた。

「ふ、不倫相手ってどういうことなの!?　ちゃんと説明して！」

「えっと……そんなこと言われても……」

「言葉の通りです。太た郎ろうとノアは不倫してるです。もう、三年も前から」

「さ、三年も!?」

　結ゆう野のが顔を青ざめさせながら叫んだ。なんかノリノリだな。

「あなた……ひどい、ひどいわっ！　どうして不倫なんて……」

「奥さん。それは、あなたのせいですっ」

　柊ひいらぎさんはびしっと結野を指さし、言った。

「え……わ、わたしの……？」

「そうなのです」

　柊さんはうなずき、

「太郎は、奥さんからの酷ひどい暴力に悩んでいたです」

「ええっ!?　わ、わたしの暴力……」

「そうです。その暴力のストレスに耐えきれなくなった太郎は、人生に癒いやしを求め、そして……ノアというオアシスにたどり着いたです」

「そ、そんな話はでたらめです！　わたしはタローに暴力なんか……」

「では、太郎に優しく触れてみてくださいです」

「へ……？」

「暴力に慣れきってしまった奥さんは、もう太郎に優しく触れることはできなくなってるです」

「優しく触れるって……それは……」

　結野は困った顔をする。当たり前だ、結野は男性恐怖症で、触れた男性を殴ってしまうのだから。

　困り顔の結野を、柊さんはとても悪い顔で眺めていた。ああ、柊さんは結野の男性恐怖症のことをすでに調べていたんだな。だから、こんないじわるを……

　柊さんは両腕を組み、勝ち誇った表情で、

「やっぱりできないですね。もう奥さんは、暴力でしか夫とコミュニケーションをとれなくなってしまったです。そんな関係が、夫婦といえるですか!?」

「く……」

　結野は悔しそうに呻うめく。

「そんな……そんなこと……」

　結野はぷるぷる全身を震わせている。

　なんだか、嫌な予感がした。

「そんなことないもん！」

　結ゆう野のはヤケクソ気味に叫び、

「わ、わたしたちは夫婦だから――触れることぐらい、普通にできるんだから！」

　がしっと、俺おれの腕に触れてきた。

「ゆ、ゆうの!?」

「あ……」

　結野が硬直する。

　おびただしい量の汗を掻かき、両目が高速で泳ぎ――

「い、いやあああああああああ――っっ！」

「どめすでいっぐ――っ!?」

　結野の打ち下ろし気味の右みぎ拳こぶしが、俺の顔面を貫いた。

「こここ、こわい！　おとこのここわいよぉおぉ――っ！　ふえええええん！」

「お、おげばああっ！　げべぼっ！　これでいいのばああ！」

　結野は俺に馬乗りになるような格好で、容よう赦しやなく拳こぶしを叩たたき込んでくる。

　平和だったはずの朝の団らんが、どうしてこんなことに……

　俺はあまりの悦楽に声を発することもできず、ただただ悶もん絶ぜつしていた。

「ひどい……ひどい家庭内暴力ですっ！　太た郎ろう、こんな鉄てつ拳けん嫁よめとは一刻も早く離婚して、そしてノアと再婚するです！」

「あ、あひぃ、うひぃ、ひゅうう……」

　柊ひいらぎさんは俺を抱きかかえるようにしながら、キッと結野を睨にらみつける。

　我に返った結野は、しばらくうろたえていたが、

「ふ、ふんっ！」

　まっすぐに柊さんを見つめ返し、

「甘いですね、不倫相手のあなた」

「な、なにが甘いですか！」

「うちの旦だん那なをよく見てみなさい！」

「え？」

　柊さんはじっと俺を見つめる。快楽に溺おぼれ、笑みを浮かべる俺を。

「とても気持ちよさそうでしょう？」

「それは、そうですけど……」

「つまり、そういうことなのよ」

「……？」

「うちの旦那は――」

　結ゆう野のは大声で、きっぱりと告げた。

「痛いのが気持ちいい、変態野郎なのよっ！」

「ぬあ……!?」

　柊ひいらぎさんは両目を大きく見開き、

「お、おまえ、その設定までおままごとに持ち込んでしまうですか!?」

「うちの旦だん那なは奥さんに殴られるのが大好きなドＭの変態なの！　だから、わたしに殴られてとても喜んでいるのよ！　つまり、これはただの暴力ではなく、夫婦間のコミュニケーションというわけなんです！」

「自分で言ってて恥ずかしくないんですか!?　おまえは自分たちが変態ＳＭ夫婦と告白してるですよ!?」

「か、構わないわ！　だって……わたしは、そんな気持ち悪い夫でも、愛しているのだから！」

　結野。なんか、いろいろ酷ひどくないか？

「ぐ……開き直ったですね……」

「それに……」

　結野は柊さんを見下ろし、

「あなた、見たところ小学生くらいに見えるけど……そんな年齢で、わたしの夫と不倫なんかできるの？」

「しょ、小学生!?」

　柊さんは顔を真っ赤にして怒りながら、

「ノアは小学生じゃないです！　バリバリのキャリアウーマン――という設定です！」

「そうなの？　どう見ても小学生にしか見えないんだけど。まあ、うちの夫はマゾヒストだけど、小さな女の子に興味があるという種類の変態ではないから。児童ポルノ法とかは守る人だから。そーゆーわけで、あなたと不倫関係になるというのは無理があると思うの。残念ながら」

「むきいいい……」

　柊さんはさらに顔を赤くしながら、

「こ、ことあるごとに、ノアの体型を馬ば鹿かにして……も、もももう、ゆるせないです」

　呻うめくように言うと、ポケットからなんか錠剤の入った瓶びんを取り出した。

「そんなに体型のことを言うなら、もうこの手段に出るしかないです……」

　柊さんは瓶から錠剤を取り出す。

「これを使えば……あの怪物を召しよう還かんしてしまうことになるです。副作用もあるですし。だから、ノアはもう二度と使いたくなかった。でも、こんなに体型のことを馬鹿にされたら、もう使うしかないです。すべておまえのせいです」

「えっと……そ、それはなんなんですか？」

　結ゆう野のが素に戻って尋たずねる。柊ひいらぎさんの鬼気迫る雰ふん囲い気きにちょっと怖くなってしまったのだろう。

「これはノアが開発した発明品。この錠剤を飲んだら……その結果は、おまえ自身の目で確かめればいいです」

　言って――

　柊さんは、その錠剤を口の中に入れた。

「……うぐっ！」

　おなかを抱え、腰を折る柊さん。全身からすごい量の汗が流れている。

「ひ、柊さん!?」

「柊先輩!?」

　尋常じゃないその様子に驚いた俺おれと結野は、慌あわてて柊さんに近づいた。

　と――

「へ……？」

「え……？」

　俺たちの目の前で、柊さんの体が――縦に伸びた。

「は……く……う、ううう……」

　全身から湯気を立ち昇らせる柊さん。

　俺と結野は唖あ然ぜんとした表情で柊さんを見つめる。

　柊さんは――

　見事な八頭身美女となっていた。

　いや、八頭身になっただけではない。

　その、なんというか、胸的なものがすごく……

「お、大きい……」

　結野が戦せん慄りつしたようにつぶやく。そう、柊さんは身長が伸びただけではなく、胸も大きく成長していた。胸と、あとお尻しりも。

　いまの柊さんは、ボン、キュッ、ボンな感じの、完かん璧ぺきなモデル体型だった。

　体が急激に成長したというのに、着ている服はいままでの制服のまま。そういうわけだから、スカートが超ミニな感じになっていて、おへそは丸出しになっていて、大きな胸は制服の前を破こうとするほどに自己を主張していて……一言で言うと、すごくエロティックでございました。

「ふふふふ……」

　柊さんは不敵な笑みを浮かべている。腰に片手を当て、

「結野嵐あらし子こ」

「は、はい！」

「おまえに質問するです。いまのノアは、小学生に見えますか？」

「み……見えません……」

　と、結ゆう野のは反射的な感じに答えていた。

「うふっ」

　柊ひいらぎさんはにまりとほほ笑むと、

「砂さ戸どくん！」

「わっ!?」

　がばっと俺おれの腕に抱きついてきた。

　柊さんの豊満な胸の感触が腕に伝わり、俺はドギマギしてしまう。

「ひ、柊さん、その姿はいったい……」

「さっきノアが飲んだ錠剤……あれは、ノアが開発したナイスボディ薬だったのです」

「ナ、ナイスボディ薬？」

「そうです。これを飲んだら、どんな幼児体型の人もナイスボディになるという魔法の薬。効果時間はあんまり長くないですが、この薬が効いているあいだは、ノアは超ナイスボディです！」

　柊さんはうれしそうに俺に腕を絡からめてくる。












　妖よう艶えんな笑みを浮かべる柊ひいらぎさん。体が成長した柊さんは、ちょっと尋常じゃないレベルの美女となっていた。大人おとなな感じの色いろ香かに、俺おれは頭がくらくらした。

　柊さんはもう抱きつくくらいに俺に密着してきて、

「ナイスバディとなったノアにはもう欠点はないです。どっかの誰だれかさんみたいに、触れただけで殴ったりもしないです。砂さ戸どくんに……いろんなところを、触らせてあげることが、できるです……」

「ふ、ふぬぬぬぬ……」

　結ゆう野のは顔を真っ赤にしながら唸うなっている。

　柊さんは上気した顔で俺を見上げてくる。やわらかい体をくっつけてくる。俺は、なんかいろいろ耐えられなくなっちゃうような怖さを感じて、柊さんから顔を逸そらした。

　そこで、気付く。

「……あれ？」

　窓から見える空が、いつの間にか雨雲で鉛なまり色いろになっていることに。

「おかしいな。さっきまでは普通にいい天気だったのに……」

　困惑しながらつぶやく。

　と――

「く、来るです……」

　柊さんが青い顔で言った。

「へ？　来るって……」

「あ、あの怪物が来るです……」

「怪物？　そういえば、さっきも怪物を召しよう還かんとかどうとか言ってたような……」

　空が光った。雷だ。

　雷鳴が連続で轟とどろく。不自然なほどに連続で。

　なんだか不気味な雰ふん囲い気きに、俺はわけもわからずうろたえていた。

　そして――

　爆発音が、響いた。

「おおおう!?」

「きゃあっ！」

「ひょわっ！」

　俺と結野と柊さんはそれぞれ悲鳴を上げ、反射的に目をつぶる。爆風が、真上から俺の体に叩たたきつけられる。

　目を開けると、

「え……？」

　おままごとハウスの屋根が、消し飛んでいた。

「な……」

　屋根がなくなったことによって、頭上には空が広がる。

　俺おれは両目を見開く。おままごとハウスの上、空の一点に――あり得ないものが浮かんでいた。

「あ、あれは……」

　愕がく然ぜんとつぶやく。

　両手を横に伸ばし、両足を垂らしたその姿は、まるで天に刻まれた十字架のよう。

　空中に浮かぶ人型。その人物には、見覚えがあった。

　あれは……

　日ひ村むら雪ゆき之のじ丞ようだった。

　柊ひいらぎさんと同じ発明部に所属していて、柊さんの助手みたいなことをしている桜さくら守もり高校の生徒だった。学年は俺と同じ一年。

　日村は小柄で華きや奢しやな感じの美少年……だったのだが、いまの彼にその面おも影かげはあんまりない。なんか、般はん若にやのような顔をしていた。

「きいいいいいさあああまああああああああああ……」

　なぜか浮遊している日村は、地獄の底から響いてくるような声で叫ぶ。

「その悪魔の薬はああああああ二度と使うなとおおおおおおおおお言っただろうがああああああああ――――――っっっ！」

　その日村の怒声に呼応するように、雷が数本地面に落ちる。

「その薬を使う者にはあああああああ死あるのみいいいいいいいいい！」

「ぬおおおお――っ!?」

「きゃあああ――っ！」

　俺と結ゆう野のは再び悲鳴を上げた。

「ひ、日村!?　え、どうしてあいつここに……とゆーか、なんで浮いてんの!?」

「怪物です……奴やつは怪物です……」

　柊さんは震えながらつぶやく。

　俺は目をぱちくりさせながら、

「か、怪物って、日村のことなんですか？」

「そ、そうです……あいつ、いつもはノアに従順なのに、ノアがこの薬を使うと、人格が変わるくらいに怒り狂うです。そして、変態エネルギー発生装置を使って、薬を使ったノアのところにやって来て、メチャクチャに暴れまくるです……奴の怒りは、薬の効果時間が終わるまで続くです……ああ、恐ろしい……」

「なるほど……」

　俺は妙に納得した気分でうなずいていた。

　奴やつは生きつ粋すいのロリコン野郎。つまり、幼児体型が大好きな人間なのである。

　そんな奴にとって、柊ひいらぎさんが開発したナイスバディ薬は、世界を滅ぼす悪魔の薬といっても過言ではないだろう。

　だから、どこかで薬が使用されたことを察知すると、変態の本能でその場所へ向かい、薬の使用者を攻撃するのだ。

　どうやって薬が使われたことを察知しているのかは不明だが、きっと変態的第六感のなせる技なのだろう。

　ここにいてはやばいと思った俺おれたちは、慌あわてておままごとハウスから出た。

　その瞬間、俺たちの周囲に雷の矢が降り注いだ。

「ぎょばあああああ！」

「ふええええええん！」

「ひょええええええ！」

　俺たちは完全に泣き叫んでいた。ダメだ、人知を超えている。

　日ひ村むらは、全身から変なオーラを放はなちながら、ゆっくりと下降してくる。そして怯おびえる俺たちの前に降り立った。

　白目をむきながら、口を開く。

「ロ、ロリ！　ロリロロロロロリ、ロロリロリロロリリロリ！　ロリロリロリ、ロリイイイイイイイイ！　ロオオオリイイイイテラニシイイイイ――ッッ！」

「も、もう言語中ちゆう枢すうまでおかしくなってしまってるです。言葉で説得することすら不可能です」

「そ、そのようですね……」

　俺は唾つばを飲み込みながら言った。

「このままでは、ノアたちは比ひ喩ゆではなく死んでしまうです！　だから……砂さ戸どくん、お願いです！」

「はい？」

「日村の変態性に対抗できるのは、砂戸くんの変態性だけです！」

　言うと、柊さんは大きなバックルのついたベルトを俺の腰に回した。これは、以前俺が使ったことのある、変態エネルギー発生装置だった。なんとゆーか、世界観を狂わせるほどの危険な装置だった。

「えーっと……柊さん？」

「砂戸くん。みんなの命を救うため、日村と戦ってほしいです」

「な――あ、あんな化け物と!?　無理です、絶対に無理です！」

「大丈夫です！　砂戸くんなら！」

　柊さんはそう告げると、俺の体をぽんっと軽く押した。

　押された先、そこにいたのは結ゆう野のだった。俺おれの体が結野の体にぶつかる。

　俺はぎょっとした。結野がみるみる涙目になっていく。

「――こわっ、い、よぉおおっおっ！」

「どひいいいいいいい――っ！」

　結野のフルスイング鉄てつ拳けんが俺の体を吹っ飛ばした。

「き、きもちいいよぉ！　はあ、はあ、はあ――ハアフオルアアアアアアッ！」

　美少女に殴られた快楽が、変態エネルギーに変換されていく。全身に力がみなぎる。

　俺も、日ひ村むらと同じように、全身から変なオーラを放はなっていた。

「ふおおおおお……」

　俺は日村に相対した。口を開く。

「エ、エム！　エムエムエムエムエム！　エエエエム、エムム、エムエムエムウウウウウウウ！　ドドドエムウウウウ――――ッッ！」

　俺の言語中ちゆう枢すうもおかしくなってしまっていた。

「ロリイ……」

　日村は俺の姿を認めると――人間ではあり得ない速度で、俺のほうに突進してきた。

「――っ!?」

　日村が右みぎ拳こぶしを振り上げる。

　俺も右拳を振り上げる。

「ロリイイイイイイイ！」

「エムウウウウウウウ！」

　二人の拳こぶしが衝突した。衝撃波が大気を歪ゆがませる。

「ロオオリイイイイイイイ！」

「エエエムウウウウウウウ！」

　今度はハイキック。またもや同時だった。さきほどよりもさらに大きな衝撃波が巻き起こり、公園の地面にひびが入る。変態モンスターとなったいまの俺たちの打撃には、ダイヤモンドを軽く粉砕するほどの威力があった。たぶん。

　ざっ――とお互い半歩ほど後ずさる。

　睨にらみ合う。

　そして、

「ロリ……ロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリロリ――！」

「エムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエムエム――！」

　俺おれと日ひ村むらは叫び声を上げながら、両方の拳こぶしを神速で繰り出した。

　二人の拳の速度、威力はほとんど互角。すべての拳は約束されたように真正面から衝突する。だが。

「エ……エム……」

　押されているのは――俺のほうだった。

　速度も威力も互角。だが、その拳に込めているものに差があった。

　日村の幼女への深い愛情、それを奪われようとしていることへの激しい怒り。その感情が、日村の拳を重くしているのだった。

　このままでは……

「エムウウ!?」

　均衡が崩れる。

　日村の拳の威力に負けた俺の拳が、大きく弾はじかれてしまったのだ。

　やばい――そう思ったときにはすでに、日村の無数の拳が俺の全身に叩たたき込まれていた。

「エムアアアアアア――ッ！」

　俺は叫び声を上げながら吹っ飛ぶ。

「エ……ム……」

　なんとか上半身を起こす。

　日村は追撃するため、俺のほうに迫ってきている。ダメだ、逃げられない。

　日村が大きく拳を振り上げた。

　そのとき――

「だ――だめえええっ！」

　叫びながら、日村の前に立ちはだかる人影が。

「――っ!?」

　結ゆう野のだった。

　結野は両手を広げ、俺の前に立ち、日村の攻撃から俺を守ろうとしたのだ。

　頭の芯しんが一気に冷える。

　このままでは、結野は日村の拳に……

　そう思った瞬間――俺の中でなにかが爆発した。

「ロ、ロリ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げたのは、日村。

　それは、俺が神速をさらに超えた超神速の動きで日村の眼前に移動し、結野に叩きつけられようとしていた日村の拳を片手でがしっと掴つかんだからだった。

「エムゥ……」

　俺おれの全身からは蒸気が立ち昇っている。この蒸気はＭ身み煙けむり……マゾヒストが本気で戦うときその体から発せられると言われるものだった。

　俺は左手で日ひ村むらの拳こぶしを掴んだまま、右みぎ拳こぶしに変態エネルギーを収束させ――

「エムウウウウウウウウウ――――ッッ！」

　渾こん身しんのアッパーを放はなった。

「ロリータアアアアア！」

　日村は断末魔の悲鳴を上げながら吹っ飛んでいった。背後にあった鉄棒を押しつぶしながら、地面に倒れる。鉄棒にかけてあった俺のコートが、ふぁさりと日村の顔を覆おおった。

「……勝った」

　俺は拳を振り上げた格好で、つぶやく。

　結ゆう野のは両手を広げた姿のまま、ぽかんとしている。

　俺はそんな結野に優しい瞳ひとみを向け、

「結野……ありがとう。結野のおかげで、あいつに勝つことができたよ」

「へ？　え、えっと、それは……どういたしまして……」

　結野は状況についていけないのか、まだ呆ぼう然ぜんとしたままだった。

「砂さ戸どくんっ！」

「おおう!?」

　柊ひいらぎさんが、飛びつくようにして俺に抱きついてきた。

「砂戸くんのおかげでたすかったです。本当にありがとうです。やっぱり砂戸くんは……頼りになるです……」

　ほんのり頬ほおを赤く染めながら言ってくる。隣の結野はなぜか不機嫌そうな顔で、柊さんを睨にらんでいた。

　と――

「あ、あくう……っ！」

　柊さんが、両腕で自分の体を抱きしめるようにしながら、呻うめいた。

「ひ、柊さん？」

「柊先輩？」

　柊さんの体が――どんどん縮んでいく。

　そして、柊さんはいつもの幼児体型に戻ってしまった。

「はああ……薬の効果が切れてしまったです……」

　ちょっと残念そうに告げる。

　次の瞬間、

「――っ!?」

　柊さんは、顔を真っ青にした。

「柊ひいらぎさん？どうしたんですか？」

「こ、この薬には……副作用があるです……」

　柊さんは両手でおなかを押さえながら、苦しそうにつぶやく。

「く、くく、薬の効果が切れたあと、地獄の腹痛が一日中――はううっ!?」

　柊さんは涙目でびくりと震えると、

「きょ、今日のところは――これで失敬するですうううう！」

　叫びながら、公園の出入り口のほうに全速で走っていった。

　柊さんの姿が見えなくなる。

「…………」

「…………」

　残された俺おれと結ゆう野のは、なんかぽかんとしてしまっていた。

　顔を見合わせ、言う。

「なんか……大変だったな……」

「う、うん、すごく大変だった……」

　まあ、みんな無事でなによりだった。俺は倒れている日ひ村むらのほうは見ないようにしながら、そう思った。

　俺と結野は、おままごとハウスの中に置いてあった自分たちの鞄かばんを取り出した。

「よかった……中身、無事だ……」

　結野は鞄の中を見つめながら、ホッと安あん堵どの息を吐く。なにかよっぽど大切なものでも入っていたのだろうか。

　結野は、

「いろいろあって大変だったけど……やっと、二人きりに……」

　なにやらごにょごにょつぶやいていた。その横顔は微妙に赤く染まっている。

　そして、結野はぺたぺた髪の毛を撫なでるように触ってから、

「タ、タロー……」

　意を決した表情で、俺を見上げてくる。

「わ、わたしね……タローに渡したいものが……」

「あ……」

　俺は思わず声を上げる。

　俺の視線の先には公園の時計があった。その針が差す時間は……

「やばい！　もうバイトの時間過ぎちゃってるじゃねえか！」

「あの……」

「悪い、結野！　俺バイトに行かなきゃいけないんだ！」

「ちょ、ちょっと待って、わたしタローに用事が――」

「すまん、また今度にしてくれ！　明日部室で会ったときにでも。それじゃあ！」

「明日じゃ意味がな――」

　俺おれは、なんか必死な表情をしている結ゆう野のをその場に残し、公園から去った。




　完全に遅刻だったが、店長は寛容な精神でゆるしてくれた。すげえ怒られるんじゃないかと思っていた俺は、ホッと安あん堵どの息を吐いた。

　レジカウンターに立ちながら、客を待つ。

　俺の隣に立つ店長の道どう明みよう寺じさんは――

　なんか、商品であるスティックノリを左手に握りながら、クネクネ動いていた。

「あの……店長、いったいなにをやってるんですか？　若干気持ち悪いんですけど」

「ああ、砂さ戸どくん。僕がいまやってるのはね、リャンカちゃんが歌をうたっているときの振り付けなんだよ。キラッ☆」

「リャンカちゃん？」

「ご存じ、ないのですか!?」

「はい、存じ上げてないです……」

「リャンカちゃんというのは、いま僕が夢中になっているアニメに出てくるヒロインの一人でね……それはそれは愛らしいんだよ……」

　店長はうっとりした表情で言った。そして、また振り付けを再開する。左手に握っているスティックノリはどうやらマイクの代わりらしい。

　店長は踊りながら、

「性格も外見もすごく僕の好みで……あと、ひんぬーなのもいい！　ひんぬー最高！」

「ひんぬー？」

「貧乳のことだよ。キラッ☆」

「じゃあ、最初から貧乳と言えばいいのでは……」

　呆あきれながらつぶやく。あと、『キラッ☆』って言うたびになんか決めポーズらしきものを見せてくるのが微妙にうざかった。

「あ、そうだ。貧乳といえば、俺が入ってる部活の部長も、すごい貧乳なんですよ。そのことを本人も気にしてるらしくて――」

「砂戸くん。僕はいま、二次元の話をしているんだよ」

「す、すみません……というか、そんな真剣な顔で怒らなくても……」

　相変わらず、この人はちょっと頭がおかしいな……

　レジカウンターに客が近づいてくる。

「あ、いらっしゃいませ。――では、二点で六百三十円に……あ、あの、店長……」

　俺は隣に立つ店長にこそっと告げる。

「せめてお客様が目の前にいるときは、その奇妙な踊りをやめてください……」

「キラッ☆」

「いや、それはもういいから……」

　俺おれは深く深くため息をついた。




　アルバイトが終わったあと、俺は自宅への道を歩いていた。

　空には星が瞬またたいている。寒風の中、俺はとぼとぼ歩みを進める。

「はあ……つ、つかれたぁ……」

　公園での超絶バトル。そのあとの長時間アルバイト。俺はもう疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。

　しかも、コートを公園に置いてきてしまったので、かなり寒い。

　制服のポケットに両手を突っ込みながら、寒さに身を震わせる。

　自宅付近までたどり着いたところで――

「……ん？」

　誰だれかが、俺の家の玄関の前に立っているのを見つけた。

　人が近づいてくる気配に気付いたのか、その人物はうつむき加減だった顔をゆっくりと上げた。

　俺は目を見開いた。












「え……？　結ゆう野の？」

　そこに立っていたのは、結野だった。

「あ、タロー……アルバイト、お疲れさま」

　結野は少し緊張した感じで、そう言った。寒さのためか、鼻の頭と頬ほおが赤く染まっている。

「結野……おまえ、どうしてここにいるんだ？　もしかして俺おれを待ってたのか？」

「う、うん。ちょっとタローに用事があって。だから、アルバイトが終わる時間ぐらいからここで待ってたの」

「ここでって……寒かっただろ？」

「ううん、大丈夫」

　言って、結野はやわらかくほほ笑んだ。

　いや、大丈夫じゃないだろ。絶対寒かったはずだ。

「家ん中、入るか？」

「もう夜も遅いし、迷惑だからやめとく。それに、すぐ済む用事だし……」

　すぐ済む用事だったら、なにも今日じゃなくても明日でもよかったのでは。そう思っていると、結野は両手で持っていた小さな紙袋を俺の目の前に掲かかげた。

「へ？　これは？」

「え、えっと、あのね……」

　結野は俺から顔を隠すようにうつむいている。

「ク、クリスマスプレゼント」

「え……？」

　クリスマスプレゼント？

「今日、クリスマスイブだから……いつもお世話になってるタローに、プレゼントをあげたくて……」

「あ……」

　俺は呆ぼう然ぜんとしながら、言う。

「そっか、今日は十二月二十四日……クリスマスイブだったのか……」

　結野は少し呆あきれた顔をして、

「タ、タロー、今日がイブだって気付いてなかったの？」

「あ、ああ……なんか、うっかりしてて……」

　結野は「まあ、タローらしいと言えばタローらしいけど……」とつぶやき、苦笑した。

　俺は結野から紙袋を受け取った。

「あ、ありがとう……」

「……うん」

　なんかすごく予想外のことだったので、俺おれはけっこう驚いてしまっていた。いや、もちろんうれしいのだけれど……

　驚きでなにも考えられないまま、紙袋に手を入れ、プレゼントを取り出す。

　紙袋の中に入っていたのは、あたたかそうなマフラーだった。

「マフラー……」

「うん。い、一応、手編みなんだけど……はじめてだったから、あんまり上じよう手ずにできなくて……」

　結ゆう野のは照れ隠しのような笑みを浮かべる。

「すごく時間もかかっちゃったし。今日の朝、やっと編み終わったの」

「わざわざ手編みで……」

　やわらかい手触りのマフラーを見下ろす。なんか、すごくうれしかった。

「結野、本当にありがとうな。大切に使わせてもらうよ」

　言いながら、早速マフラーを首に巻いた。

　予想通り、とてもあたたかかった。

「すげえあたたかいな、うん」

　俺はほほ笑みながら言う。

「あ……」

　結野は、マフラーを巻いた俺をしばらく見つめたあと、

「うわぁ……なんか、すごくうれしい……」

　両手の先を鼻の頭に当てながら、思わずというような感じでつぶやく。ちょっと涙ぐんでいるように見えるのは、俺の気のせいだろうか。

　その仕草と表情に――俺はドキリとしてしまっていた。

　速くなった鼓動に動揺する。

　顔が火ほ照てるように熱くなっていた。

「タロー？　どうしたの？」

　固まってしまった俺を訝いぶかしく思った結野が、首をかしげながら尋たずねてくる。

「えっ!?　い、いや、なんでもない!?」

　俺は激しく首を左右に振りながら言った。

　そして、

「結野、悪い……」

「え？」

「俺、プレゼントとかなんも用意してなくて……」

「そんなこと全然気にしなくていいよ……プレゼントを受け取ってくれただけで、充分だから。充分に……うれしかったから……」

　と、結ゆう野のは晴れやかな笑顔で告げる。少し恥ずかしそうにしながら。

　ますます――鼓動が速くなった。

　なんだろう。全身がじんと熱くなっている。

　俺おれはもうなにも言えず、ただ結野の顔を見つめていた。

　結野も俺をじっと見ている。両目を大きく見開き、顔を赤く染めながら。

「結野……」

「タロー……」

　そして――

　携帯電話の着信音が響いた。

「おうっ!?」

「わっ!?」

　ただ着信音が鳴っただけだというのに、俺と結野は大げさなほど驚いた。

　俺と結野の距離はいつの間にかかなり近づいていて、それが急に不自然に思えて、俺たちは飛とび退のくように距離を取った。

　ドキドキしたまま、電話に出る。

「も、もしもし」

『太た郎ろうちゃあああん！』












「あ、姉貴？」

『太た郎ろうちゃあああああん！　早く、早く帰ってきてよお！　そうですよ太郎さん、私たちずっと待って――お母さん、いきなり乱入して来るなだよ！　いいじゃないですか、静しず香かさん！　とにかく太郎ちゃん早く帰って来てええええええ！　早く帰って来てくれないと、私たち死にますううううう！』

「わ、わかったよ！　もうちょっとしたら家に着くからぎゃーぎゃー騒ぐな！」

　俺おれはため息をつき、電話を切る。

「悪い、結ゆう野の……アホ姉貴とアホ母さんがなんか早く帰ってこいって……」

　早く帰らないと、あいつらはなにをするかわからない。最悪、俺といっしょにいる結野に危害が加えられるという恐れもあるのだ。

「うん、すごく聞こえてきてた……」

　結野は微妙にガッカリした顔で言う。

　深くため息をつき、

「なんか……今日は、いいところで邪魔されてばっかりだな……」

　と、小さな声でつぶやいている。

「んじゃ、行くか」

　俺は先に歩き出しながら、言った。

「え？　どこに？」

　結野はそう尋たずねてくる。

　俺は顔だけ振り向かせながら、

「せめて、家まで送ることぐらいはさせてくれよ。そんぐらいの時間だったら、姉貴と母さんも待っててくれるだろ。たぶん」

　と、言った。

　結野は数秒ほど固まったあと、

「う――うんっ！」

　うれしそうに言って、俺の隣に並んできた。




「ただいまー」

　結野を送ったあと、自宅に戻った。

　玄関のドアを開けると――

「太郎ちゃん、お帰りなさいっ！」

「太郎さん、お帰りなさい！」

「ぬお――っ!?」

　姉貴と母さんが、突撃するような感じで俺に抱きついてきた。

　二人はにこにこしながら、片方ずつ俺おれの手を引っ張る。

「さあさあ太た郎ろうちゃん、こっちにおいでませ～！」

「太郎さん、こっちですこっち！」

「ちょ……な、なんだよ？」

　ダイニングに連れ込まれる。

　ダイニングのテーブルの上には、

「お、おお……」

　とても豪勢な料理が並んでいた。

「すげえ料理だな……」

「うん！　だって、今日はクリスマスイブだもん！」

「そうですよ太郎さん！　お祝いするのは当然です！」

「ああ、そうか……でも普通、こういうお祝いは明日のクリスマスにやるもんじゃねえのか？」

「普通はそうかもしれないけどね、でも……」

「でも、恋人どうしにとっては、イブのほうが大事、みたいなところがあるじゃないですか。だから……」

　姉貴と母さんは微妙に意味ありげな瞳ひとみで俺を見つめてくる。なんか体をもじもじさせていた。

「あー、そう」

　俺は軽くスルーした。

　姉貴と母さんはなんか安心したような顔で、

「けど、よかった……今年も太郎ちゃんといっしょにイブが過ごせてっ！」

「はい、とってもうれしいです！　幸せすぎますっ！」

「……まあ、約一名、かなりＫＹでこの場に不必要なオーバー40の年とし増まがいるみたいだけどね……はっきり誰だれとは言わないけど……」

「……ほんと、これでドチビお邪魔虫なＳ香さんがいなくなってくれれば完かん璧ぺきなんですが……はっきり誰とは言いませんが……」

　姉貴と母さんは殺気を迸ほとばしらせながら睨にらみ合っている。こんな日くらいは仲良くしてくれよ。

「わたし、毎年この時期になるとすっごく不安になるんだよー」

「ええ、その気持ちは私にもわかります」

「もし、太郎ちゃんが『今年のイブは家にはいないから。なぜかって？　そんな野や暮ぼなことは訊きかないでくれよセニョリータ』とか言い出したら……」

「太郎さんがそんなことを言い出しちゃったら、私……あまりにショックすぎて、自分がどうなってしまうか予想もできません……」

　二人は険けわしい顔でうなずき合っている。どうでもいいけどセニョリータってなんだよ。

「……お母さん。もしも太た郎ろうちゃんがそういうことを言ったときに備えて、その状況を脳内でシミュレーションしてみようよ」

「え、ええ。何事にも備えは必要ですからね」

　言ったあと、二人は同時に瞼まぶたを閉じた。

　二人はそのまま黙り込んでいる。本当に脳内でシミュレーションとやらをしているようだった。アホすぎる。

　やがて――

「お、おぶっ！　そ、そそそ、そんな……ごぶっ、太郎ちゃんが、がはっぐふっ、わたし以外の誰だれかとイブを……おばぶっ、過ごす、がばっ、ふばぅ、なんて……どむっ……！」

「い、いやあああ！　そ、そそそ、そんな現実、信じたくありません……あ、あああああ、酷ひどい現実に耐えられなくなった精神が第二の人格を生み出そうと……ああぅ、ぐぐ……！」

「い、い、いいいやだよ、ごばどぁ！　げびっく！　がびょ、どみゅ、げばら……」

「ふふふ……オレは、心に深い傷を負おった智とも子こが生み出した第二の人格、ギャランドゥ高たか松まつ……」

「ちょ――うおおおおおいっ！　二人とも現実に戻ってこい！」

　やばすぎる感じになってしまった二人の肩を必死に揺さぶる。

　姉貴と母さんはハッと我に返ったような顔をし、

「あ……そ、そうだったよ、これはただのシミュレーションだったんだよ！」

「ふう……よかった。危あやうく第二の人格を発現しちゃうところでした……」

　二人はぶはぁと安あん堵どの息を吐いた。やれやれ、本当に世話の焼ける……

　そのとき。

「――ん？」

「これは……」

　姉貴と母さんが同時に表情を強こわばらせた。なんだ？　今度はなんなんだ？

「……なんか、異臭がするよ……」

「……ええ、微かすかですが、確かに……」

　異臭？　べつになにも臭におわないけど……

　姉貴と母さんは――くわっと両目を見開き。

　俺おれのほうを睨にらみつけるように見た。

「へ……？　お、俺？」

　なぜ二人はそんな目で俺を見るのか、わけがわからず首をかしげる。

　二人はぶるぶる体を震わせながら、ゆっくりと人差し指をこちらに向け、

「た、た、太た郎ろうちゃん……」

「そ、そのマフラー……どうしたんですか……？」

　二人が睨にらみつけているのは、俺おれの首に巻かれているマフラーだった。

「え――!?」

　二人の迫力に、思わず体が強こわばる。

「こ、これは、えっと、その……」

　言いよどんでいると、

「ふおおおお！　お姉ねえちゃんＤＮＡ鑑定――っ！」

　姉貴が叫びながらマフラーを注視した。二つの瞳ひとみをビカーッと輝かせながら。

「マフラーに付着しているわずかな細胞、これは……結ゆう野の嵐あら子しこちゃんのＤＮＡ……」

「な、なんで見ただけでＤＮＡ鑑定ができるんだよっ!?　メチャクチャすぎるだろ！」

　続いて母さんが、

「ひゅおおお！　お母さんサイコメトリーッ！」

　と叫びながら、マフラーの先端を握った。

「視みえます……結野さんが徹夜でこのマフラーを編んでいる姿が、はっきりと……」

「おまえらのその謎なぞの能力はいったいなんなんだ!?　頼むからこれ以上人間離れしないでください！」

　ちゃんと当たっているのがなおさら怖い。

「太郎ちゃん！　それは結野さんからもらったマフラーなの!?」

「太郎さん！　正直に答えてくださいっ！」

　姉貴と母さんは激しく詰め寄ってくる。

「う、うう……」

　嘘うそをついても無駄だと思ったので、正直に言った。

「あ、ああ……さっき家の前で会って、もらったんだ……」

　すると――

　二人は顔を真っ青にしながら、全身をガクガクブルブル震わせ、

「て、てててあみのまふらー……も、ももも、もしかして、二人はもう付き合っ……」

「そ、そそそそういえば、たろうさん今日ちょっと帰ってくるのが遅かったです……」

「そ、そそ、その空白の時間に、プレゼントを渡して、そそそそれから、まさか……」

「ふ、ふ、ふたりで、高校生にあるまじきような大人おとなな行為を……そそそそんな……」

　姉貴と母さんは同時に頭を抱え、

「おぶあああああ！　そ、そんなのイヤだよぉ！　げべえ！　どぶすん、じょば……！」

「ふははははは！　ギャランドゥ高たか松まつ参上！　オレのギャランドゥが火を噴くぜええ！」

「……あ、このケーキすげえうまいな」

　俺おれはもう目の前で起こっている事態を完全シャットアウトして、一人黙々と料理を食べることにした。

　そうだ……あとでちょっと、結野にお礼のメールでもするか……

　料理を食べながら、俺はふとそんなことを思った。












第二話　クリスマスの願いごと







　寒い朝だった。

「おお、さみぃ……」

　目が覚めた俺おれは、ぶるると全身を震わせ、枕まくら元もとの時計に目をやった。もう正午近く。

「うお、やべえ」

　昨日夜よ更ふかしをしてしまったせいで、起きるのが遅くなってしまった。冬休みなので授業はもうないのだが、部活があるので、学校に向かわなければならない。

　特に今日は休むわけにも遅れるわけにもいかない。なぜなら昨日の夜に石動いするぎ先輩から『明日の部活は絶対に休むな、遅れるな』というメールが来たからだ。わざわざそんなメールを送ってきたということは、なにかよっぽど大事な用件があるのだろう。先輩にとっては大事、ということだが。

　俺はため息をつき、ベッドを降りようとして――気付いた。

　ベッドの横に、大きな靴下が置いてあることに。

「…………」

　尋常じゃない大きさだった。長さは一メートル以上ある。中になにか入っているみたいで、その靴下はもっこりと横に太くなっていた。

　一見、荷物が入った大きな袋が置いてあるようにしか見えない。それをすぐ靴下だと判断できたのは、上のほうに『これはくつしただよ☆』と親切にも刺し繍しゆうがされてあったからだった。

「なるほど、今日はクリスマスだったな……」

　つぶやき、ジト目でその大きな靴下を見やる。

　プレゼントを靴下の中に入れるのは、クリスマス的風習である。というかサンタクロース的流儀である。なので、この靴下の中には、俺へのプレゼントが入っているのだろう。

　靴下は、なんか微妙にもそもそ動いていた。

　この中になにが入っているのか……そんなもん、簡単に予想することができる。

「姉貴……」

　俺はうんざりしながら言った。ああ、頭が痛い。

「そんなとこに入ってなにやってんだよ……まあどうせ、『クリスマスプレゼントはわたし自身だよ～』みたいなことを言おうと思ってたんだろうけど……」

　と――

「えっ!?」

　ビッグサイズ靴下から、姉貴の頭だけがぼふんっと飛び出てきた。姉貴は大きく目を見開きながら、

「太た郎ろうちゃん、どうしてわたしのクリスマスラブラブプレゼント作戦がわかったの!?　どうして!?」

「わかるに決まってるだろうが……」

　俺おれは頭を抱え、ため息をつく。

　姉貴はシュンとした様子で、

「せっかく、太郎ちゃんを驚かそうと思ったのに……そして愛してもらおうと思ったのに……」

「なんで驚かすことと愛されることがリンクしてるんだ。どうでもいいけど、さっさとこの部屋から出て行けよ。俺は着替えて部活に行かなきゃならねえんだから」

　ベッドから降り、告げる。

「うん、さっさと出て行くねー。お姉ねえちゃん、いま全裸だけど」

「出るなっ！　絶対にそこから出るなよ貴様あああっ！」

　俺は激しく怒鳴り声を上げた。

　靴下から頭だけを出した格好の姉貴は、首をかしげ、

「出ろって言ったり出るなって言ったり、太郎ちゃんちょっとおかしいよー。わけがわかんないよー」

「わけがわかんないのはおまえのほうだろうがっ！」

　全裸って……なにを考えてんだ、こいつは。

　とりあえず、シャツかタオルかを渡して――

「ねえねえ、太郎ちゃん」

　姉貴はにこにこしながら言ってくる。

「なんだよ」

「太郎ちゃんって、寝るときは暖房はつけない人なんだよね？」

「暖房？　ああ、あんまりつけねえな。つけてもタイマーをセットして数時間後には切れるようにしてるが……」

　それがどうかしたのだろうか？

「あと……今日ってすっごく寒いよね？　びっくりするくらいに」

「ああ、すげえ寒い。ここ数日で一番じゃねえかな」

「そうだよねっ。そんな寒い日にね……お姉ちゃんは、早朝から、ずっと全裸で、この中に、いたんだよー……」

　姉貴はにこにこ笑っている。

　が、その笑顔が微妙に引きつっていることに俺おれは気付いた。

　そして次の瞬間――姉貴の全身がガクガクブルブル震えだした。恐ろしい勢いで。

「だ、だからね……な、なな、なんか、体が異常に冷たくなっちゃって……手足の感覚がなくなって……とゆーか、意識が……」

「え、えええええええっ!?　ちょ――あ、ああ姉貴、しっかりしろおおお！」

　俺は慌あわてて姉貴のもとに近づく。大きな靴下の上から肩を抱く。姉貴の肩は氷のように冷たかった。これは冗談なんかではない。

　姉貴はなんか朦もう朧ろうとした表情で、

「あー……なんか、すごく眠いよー……」

「ね、寝るな！　寝たらマジでやばいから！」

「あっ、お父さんだー。久しぶりー」

「姉貴、そっちに行っちゃダメだ！　帰ってこい、大好きな太た郎ろうちゃんのいるところに帰ってこ――――いいいっ！」

　完全に瞳どう孔こうが開いてしまっている姉貴の耳元で、大声を張り上げる。

　いかん、早く体をあたためないと。俺はエアコンのリモコンを操作し、急いで暖房を入れた。が、部屋があたたかくなるまで姉貴の体は持ちそうにない。

「くそ……ええいっ！」

　仕方がないので、俺は姉貴の体をぎゅーっと抱きしめた。こうなったら俺の体温で姉貴の体をあたためるしかない。

「あ、ああ……全身の感覚が無く、もはや視力も失われた状態だけど、なんかすっごく幸せな気分だよー……いま、わたしの身にいったいなにが……？」

　姉貴はいろいろとギリギリなくせに、呑のん気きなことをつぶやいていた。

　そのとき――

「太郎さぁあああ――――んっ！」

　部屋のドアが開き、そこから母さんが飛び込んできた。

　母さんは、赤いリボンを体中に巻いていた。リボンは胸と下腹部を重点的に巻かれていて、なんか水着を着たみたいに見える格好になっている。

　母さんはえへっと笑顔を浮かべ、

「今日はクリスマス！　とゆーわけで、太郎さんにクリスマスプレゼントを持ってきましたっ！　プレゼントは、わた――」

　途中で、言葉が止まる。

　母さんは笑顔のまま、こちらを見つめていた。

　姉貴の体をぎゅっと抱きしめる、俺おれの姿を。

「…………」

　しばらく停止していた母さんは、

「あ、あはは……」

　なんか虚うつろな表情で笑いだした。

「そ、そうだったんですね……た、たた、太た郎ろうさんと静しず香かさんは、いつの間にか両思いの関係になってたんですね……そっか……」

「お、おい、母さん……」

　母さんは胸元を巻いていたリボンの一本を外し、両手で持つ。そして、

「太郎さんはもう静香さんのもの。私と太郎さんが結ばれることはない。だったら……だったら、もう生きている意味もありませえええええええんんんっ！」

　絶叫するように叫ぶと、リボンを自分の首に巻き、両手でぎゅーっと左右に引っ張った。かなり根性のいる自殺方式だった。

「ぬおおおおおおっ!?　か、母さん、いったいなにをやってやがるんだあああ!?」

　俺はトチ狂った母さんのところに駆け寄り、リボンを持つ両手を掴つかむ。

　すると姉貴が、

「あ、ああああっ！　さ、寒いよおお！　体もそうだけどそれ以上にメンタル面が寒いよおおおおおおっ！　このままだと一瞬で凍死しちゃうよおおお――――っっ！」

「し、しっかりしろ！　ほら、抱きしめてやるから……」

「我が人生に一片の悔くいなしどころか悔いありまくりですけど、死んでやりますうう！」

「あああ、こっちを救おうとすればあっちがピンチに、あっちをたすけようとしたらこっちがピンチに……どうすりゃいいんだあああああ――――っ！」

　生きてるってなんなのだろう。俺おれは大声で叫びながらそんなことを思った。




　とりあえず二人とも一命を取り留めたことを確認したあと、俺は制服に着替え、家を出た。部活に出るために。

　外に出た瞬間、俺は首をすぼめた。

「ううう……今日はマジで寒いな……」

　あまりにも寒すぎる。雪が降ってもおかしくないぐらいだ。

「このマフラーがあってたすかったな……」

　つぶやき、首に巻かれたマフラーにそっと触れる。

　昨日結ゆう野のにもらった手編みのマフラー。かなりあったかかった。

　そういえば、家族以外の女の子にクリスマスプレゼントをもらったのは、今年がはじめてだな……ふと、そんなことを思った。

　自宅近くの駅から電車で十五分ほど揺られ、桜さくら守もり駅で降りた。駅から十分ほど歩いたところに、俺の通う桜守高校はある。

　桜守駅の改札を出て、学校への道を歩こうとしたところで、見慣れた人物を見つけた。

「え……い、石動いするぎ先輩？」

　そこにいたのは、第二ボランティア部の部長である、石動美み緒お先輩だった。

「遅いわよ、ブタロウ！」

　先輩は両腕を組み、言った。

　先輩は制服姿ではなかった。私服を着ていたというわけでもない。

　赤色を基調とした帽子に、服。帽子の先端にはふわふわしてそうな綿わたのようなものがついていて、スカートや上着の裾すそもそういうふわふわしたもので装飾されていた。

　その姿は……言うまでもなく、サンタクロースの格好だった。

　そんなサンタ先輩の傍かたわらには――

　なぜか、リヤカーが置いてあった。

　駅を利用する人々が、先輩をじろじろ眺めている。が、先輩は他人の視線などまったく気にしていない様子だった。うーむ、ハートが強い。

「せ、先輩、どうしてこんなところに？　しかも、そんな格好で……あと、そのリヤカーは……？」

「ごちゃごちゃ言わずに、まずはこれを被かぶりなさいっ！」

　言って、先輩が俺おれに向けて投げてきたのは、

「これは……」

　トナカイの頭部を模も倣ほうした、被りものだった。

　立派な角が伸び、先端にある鼻の部分は赤色になっている。真っ赤なお鼻のトナカイさんだ。

「えーっと……」

　俺はトナカイの被りものをマジマジ眺めながら、

「これを俺が被るんですか？　な、なんで？」

「さっさと被らないと、そのトナカイの角をあんたの××の穴に突っ込むわよ」

　俺はおとなしく、被りものをかぶることにした。

「うん、なかなか似合うじゃない！」

　先輩はご機嫌な様子で言う。まったくうれしくない。

「じゃあ、ブタロウ――というか、ブタトナカイ」

　石動いするぎ先輩は華麗な動作で荷台の上に飛び乗り、

「このソリを引きなさい」

「え……？」

　俺は両目をぱちくりさせる。

「ソリって……これはリヤカーなんですが……」

「これはソリよ。サンタクロースが乗るソリなのよ」

　先輩は断固として言い放はなち、

「とゆーわけだから、さあソリを引きなさい。ソリを引くのはトナカイの仕事でしょ？」

「…………」

　なるほど、先輩は俺にソリを引かせるために、ここで俺を待っていたんだな。

「せ、先輩、なんでそんなことを……まず理由を……」

「あんた……あたしの行動にイチャモンをつけるなんて、ずいぶんとえらくなったもんねぇ……」

　先輩は悪鬼のような表情で俺を見つめている。

　結局――

「おら、このブタトナカイがっ！　もっとスピードをあげなさいよっ！」

「ひいいいいい――はあ、はあ、はあ……」

　俺はトナカイの被りものをし、先輩を荷台に乗せながら、リヤカーを激走させていた。

　うう、自分がかわいそうすぎる……

　先輩は荷台の上に仁王立ちになりながら、俺に指示を飛ばす。

「ブタロウ、そっちじゃないわ！　さっきの角を右に曲がりなさい！」

「は、はいいい……はあ、はあ、はあ、はあはあはあ……」

　いつの間にか俺おれは笑顔になってしまっていた。ドＭの変態野郎である俺にとって、美少女を荷台に乗せながら街中を走っているというこの状況は、かなり屈辱的で恥ち辱じよく的てきで気持ちのいいものなのでした。うへっ。

「あっ、あったわ！」

　先輩は大声を上げ、

「ブタロウ、ちょっと止まりなさいっ！　コンビニと不動産屋のあいだで！」

「はあ、はあ、はいいい……」

　俺は指示された場所で急停止する。

　そこには、先輩の身長と同じくらいの高さの、クリスマスツリーが置いてあった。

　そのクリスマスツリーには、なんか短たん冊ざくのようなものが何枚か吊つるしてあった。七夕のとき笹ささの葉に願いごとを書いた短冊を吊すみたいな感じで。

　そして、ツリーの一番上には星などの飾りではなく『願いごとツリー』と書かれた板が置いてあった。あと、植うえ木き鉢ばちの部分になんか書いてある……『このツリーに願いごとと自分の名前を書いた短冊を吊り下げると、その願いをサンタクロースが叶かなえてくれます』。

　いったいこれはなんだろうか。どこかのお店でやっているイベントの一種か？

「うーむ、あんまり短冊が吊されてないわね……まあ、一日しかなかったし、しょうがないか」

　先輩はつぶやくように言うと、そのツリーを荷台の上に放ほうり入れた。

「ええっ!?　せ、先輩、なにを……」

　それは窃せつ盗とうではないのですか!?

「よし。じゃあ、次に行くわよっ！」

「次って……」

「行けっ！」

「は、はい！」

　俺は再びリヤカーを激走させた。




　住宅街にある自動販売機のそば、商店街の途中、公園の出入り口付近……

　クリスマスツリー――じゃなくて願いごとツリーは、街のいたるところに置いてあった。

　全部で七つの願いごとツリーを荷台に放り入れた先輩は、「学校にあるやつ以外はもうすべて回収したわ！　というわけで、学校に行きなさい！」と俺に命令した。

「……って、なによこの低速度は！　あんたふざけてんの!?」

「ふ、ふざけてるわけでは……ぜえ、ぜえ、ぜえ、はあ、はあ、はあ……」

　街中を走り回らされた俺おれはもう疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。願いごとツリーの数が増えるごとに荷台の重量が増すのも、かなりキツい。

　体力はすでに限界を超えている。そして気持ちよさも。もう自分が疲労によって息を荒らげているのか快感のせいで荒らげているのか自分でもわからなくなっていた。

　もはやリヤカーの速度は、赤ちゃんのよちよち歩きとあんまり変わらないぐらい。

「しっかりしなさい！　ゴールはもうすぐよ！」

「と、とゆーか、できれば先輩だけでも降りてほしいんですが……はあ、はあ……」

「それはできないわ！　だって、いまのあたしはサンタクロースだから！　サンタクロースはソリの上に乗っているものだから！」

　ようやく、学校にたどり着いた。

　冬休み初日ということで、学校にはあまり生徒はいない。部活に出ている生徒ぐらいだろうか。

　すれ違う生徒たちは「ああ、また石動いするぎ美み緒おはメチャクチャなことやってんなー」みたいな目を俺たちに向けてきていた。すれ違う生徒たちは運良く男子ばかりで、俺はすげえたすかった。

　部室の前までやって来ると、先輩は荷台から降りた。

「よくやったわね、ブタロウ。誉ほめてあげるわ」

　言って、俺の胸にぽんっと手を触れさせる。それから、

「あたしは下駄箱が並んでるところに置いてあるツリーを回収してくるから、あんたは先に部室に入ってなさい」

　そう告げると、校舎のほうに歩いていった。

　俺は呆ぼう然ぜんとしながら、

「も、もう、なにがなんやら……」

　そうつぶやくしかなかった。

　混乱したまま部室の扉を開け、中に入る。

　部室の中には、いつものように結ゆう野のとみちる先生がいた。

「あっ、タ――」

　俺の名前を言いかけて、結野は両目をぱちぱちする。それから、なんか気まずそうな顔でそわそわしはじめた。あれ？　どうしたんだ？

「砂さ戸ど太た郎ろう……」

　みちる先生はいつもの抑よく揚ようのない表情と声で、俺の顔を指さしながら、

「それは……クリスマスにちなんだサプライズジョークのつもりか？」

「へ？　――ああああっ!?」

　俺は両手で頭を掴つかむ。そこにはなんか毛皮のような感触。

　そうだ、俺おれは先輩から渡されたトナカイの被かぶりものをかぶったままだったんだ！

「私たちを笑わせようと思っていたようだが……すまない、まったくおもしろくない」

「う、うん、せっかく考えてくれたのに……ごめんね……」

「ちょ――ち、ちがう、これはべつにウケを狙ねらったわけでは――」

「……本当にすまない」

「……本当にごめんなさい」

「お願いだからそんな真剣にあやまらないで！　逆に悲しくなっちゃうから！」

　俺はトナカイの被りものを音速で脱ぎ捨てた。

「あ……」

　と、結ゆう野のが声を上げる。

　今度はなんだ？　俺はまた知らないうちにスベってしまったのか？

　結野は瞳ひとみと口元をふわりとゆるめ、

「そのマフラー、巻いてきてくれたんだ……」

「え？　あ、ああ」

　俺はちょっと照れながらうなずく。

「うれしいな……」

　結野はほんのり顔を赤くしながら、本当にうれしそうにほほ笑んだ。

　その綺き麗れいでかわいらしい笑顔にドキドキしていると――

「おぎょう――っ!?」

「タロー!?」

　後頭部に超絶的な衝撃を喰くらい、俺は顔面を床に墜落させた。

「い、いたいよぉ！　はあ、はあ、はあ、えへへ……」

　うつ伏せで倒れながら、半笑い。

　俺の顔の近くに願いごとツリーが転がっている。どうやら俺の後頭部に激突してきたのは、この願いごとツリーらしい。

　俺は震えながら上半身を起こし、背後を見やる。

「ふう。このツリー、なかなか重いわね」

　そこにいたのは、石動いするぎ先輩だった。

　先輩は部室の外から、荷台の上に置いてあるツリーを乱暴に投げ入れてきた。

「おぶっ！　げぶっ！　がぼんすっ！」

　そのすべてのツリーが、俺の体にぶつかった。

　先輩は眉まゆをひそめ、

「ブタロウ。そんなところにいると危ないわよ」

「も、もう遅いでしゅ……はあ、はあ、はあ……」

　再びうつ伏せになった俺おれは、ぴくぴく痙けい攣れんしながらつぶやいた。

　――部室の中に投げ入れられた願いごとツリーは全部で八つ。街中を走り回って集めたもの七つと、学校の下駄箱に置いてあったものが一つ。それらをいったん奥の部屋に運び込んだ。

　運び込んだあと、結ゆう野のは首をかしげながら、

「美み緒おさん……あのクリスマスツリーはいったい……」

「よくぞ訊きいてくれたわっ！」

　石動いするぎ先輩はなぜか得意げな様子で大声を張り上げる。そして、

「――ブタロウ！　今日はなんの日!?」

「え？　今日は、もちろんクリスマスですけど……」

「そう！　今日はクリスマスよ！」

　先輩は薄い胸を反そらし、

「というわけで――神様であるこのあたしが、今日ばかりはサンタクロースとなって、救いを求める皆にクリスマスプレゼントを与えてやろうと思ったのよ！　『願いごとが叶かなう』というプレゼントをね！」

　と、言い放はなった。

　クリスマスプレゼント……願いが叶うというプレゼント……

　俺はハッとして、

「も、もしかして、街中や学内に願いごとツリーとかいうものを置いたのは……」

「もちろん、この美緒さまよ！」

　俺は唖あ然ぜんとしてしまった。

「あの……それって、許可とか取ってから置いたんですか？」

「許可？　なんで神様であるあたしがそんなもん取らなきゃならないのよ」

　やっぱり……まあ、窃せつ盗とうじゃなかっただけマシか……

　結野は先輩を見つめ、

「じゃあ、昨日言ってた、やらなければならないことって……」

「そうよ。願いごとツリーを作って、それを街中に置いてたの」

　先輩は笑顔で言う。

「終業式の途中に思いついて、それで急いで実行に移さなきゃと思って」

「そのツリーを回収するために、リヤカーで街中を回ったんですね。でも、どうしてサンタとトナカイの格好をして……」

「トナカイのソリに乗ったサンタクロースが願いごとツリーを回収する。そのほうが願いごとを叶えてもらえるという話に真実味が出てくるじゃない。ああ、あのツリーを置いたのは本当にサンタクロースだったんだなって思って……」

「いや、たぶんそうは思ってくれない気がするんですが……」

　サンタクロースが本当はいないことなんて、小さな子供以外はみんな知っているはず。もっと致命的なのは、先輩が乗っていたのがソリではなく車輪のついたリヤカーだったということだ。あれでは真実味もへったくれもない。

　先輩はちょっと不満そうな顔になって、

「でも、思ったより願いごとは集まらなかったわね。それぞれのツリーに吊つるされていた短たん冊ざくの数は多くても三枚。一枚もなかったツリーだってあるわ。タダで願いごとを叶かなえてもらえるってのに、なんでかしら？　みんな欲がないわね」

「まあ、露ろ骨こつにうさんくさいですからね……」

「ブタロウ、なんかほざいた？」

「い、いえ、べつに……」

　俺おれは慌あわてて顔を逸そらす。

「まあいいわっ！　それでも合計で十枚以上は集まったし！　今日はみんなで短冊に書かれた願いごとを叶えまくるわよっ！」

　と、先輩はやる気に満ちた表情で言い放はなった。




　願いごとツリーから外した短冊を、部室の机の上に置く。

　そして、石動いするぎ先輩は言った。

「願いごとの数が多いから、二組に分かれましょう」

「二組って……じゃあ、二人と二人に分かれるんですか？」

「いや、二人じゃあいろいろ大変だろうから、三人と三人に分けるのよ」

　三人って……ここには四人しかいないのに……

　その疑問を口にしようとしたとき、部室の扉が開いた。そちらに顔を向ける。

「え……辰たつ吉きちに、間ま宮みやさん？」

　扉を開け、部室に入ってきたのは、俺の親友である葉は山やま辰吉と、結ゆう野のの親友で辰吉に片思いしている女子、間宮由ゆ美みさんだった。

「二人がどうしてここに……」

「どうしてって、それは美み緒おさんに呼び出されたからよ」

　間宮さんはちょっと不機嫌そうな様子で言った。

　辰吉もうなずき、

「朝、電話がかかってきて、手伝ってもらいたいことがあるから部室に来いって……来なかったら、いろいろバラすとか言われて……」

　言葉の最後のほうはなんかごにょごにょと尻しりすぼみになっていた。

「わたしはまあ、美緒さんに貸しを作っておくのも悪くないと思ってね……それに、辰吉くんも来るって聞いてたし。結局、昨日はいっしょに過ごすことができなかったから、せめてクリスマスの今日くらいは……まあ、二人っきりじゃないのが残念だけど……」

　と、間ま宮みやさんは告げる。

「よし、役者は揃そろったわねっ！」

　先輩は元気よく言う。それから、いまから自分たちがなにをするつもりなのかを辰たつ吉きちと間宮さんに説明した。

　辰吉と間宮さんはぽかんとした顔で、

「短たん冊ざくに書いてあった願いごとを叶かなえる……」

「なんとまあ、メチャクチャで迷惑っぽいことを……」

　確かに迷惑なことかもしれない。短冊に願いごとを書いた人たちは、その願いを誰だれかに叶えてもらいたいと本気で思っていたわけではないだろう。七夕の短冊と同じような気持ちで、なんとなく叶えばいいな、もしくは自分で叶えたいな、というような願いごとを軽い気持ちで書いてみただけだと思う。

　先輩は、そんな人たちのところに勝手に押しかけ、『あたしが願いを叶えてやる！』と強引に願いを叶えようとしているのだ。これを迷惑と言わずしてなにを迷惑と言えばいいのか。

「では、グーパーで組分けを決めるわよっ！」

　と、先輩が言った。

　俺おれたちはグーパーをするために集まる。

「ん……？」

　どうしたのだろう。なんか結ゆう野のが、こちらにチラチラ視線を送ってきていた。

　俺と視線が合うと、結野は握った右みぎ拳こぶしを胸元に持ってきた。その右拳をほんのちょっとだけ揺らしたりしている。微妙に顔を赤くしながら。

「じゃあ、いっせーので――」

　先輩のかけ声に合わせ、右手を前に出す。

　俺はパーを出した。

　ほかにパーを出したのは、石動いするぎ先輩と辰吉。

　グーを出したのは、結野と間宮さんとみちる先生だ。

「うん、一発で決まったわね！　パーチームはあたしとブタロウと葉は山やま！　残りはグーチームよ！」

「先輩といっしょか……」

　じゃあ、適当にサボることもできないな。残念だ。

「ん？　ゆ、結野、どうした？」

　結野はずーんと暗い影を背負っていた。

「わたしのブロックサインには気付いてくれてなかったんだ……やっぱり、タローってちょっと鈍どん感かん……」

「……？」

　結ゆう野のはなんかぶつぶつつぶやいている。意味不明だった。

「じゃあ、それぞれのチームで好きな願いごとを選んで、それを叶かなえるのよ！　一つ叶えることに成功したら、また次の願いごと！　さらに成功したら――」

「美み緒お。ちょっと質問があるのだが」

　と言ったのは、みちる先生だった。

「なに？」

「この願いごとが書かれた短たん冊ざくなんだが……」

　みちる先生は短冊を掲かかげ、

「この短冊には願いごとのほかには名前しか書いていない。これで、どうやって願いごとを書いた人間の居場所を探し当てるつもりなんだ？」

「……あ」

　先輩は、呆ぼう然ぜんと声を上げた。

「ほ、本当だわ、名前だけじゃあ……」

「というか、名前すらも書いてない短冊もあるわね」

　間ま宮みやさんは短冊を眺めながら言う。確かに、名前が書いてなかったり、イニシャルだけしか書いてなかったりする短冊も少なくない。

「うぐ……」

　先輩は呻うめき声を上げる。この計画はいきなり頓とん挫ざの気配だった。

　助け船を出したのは、みちる先生だった。

「学校内に置いてあったツリーに短冊を下げたのは、桜さくら守もり高校の生徒だろう。ならば名前だけしか書いてなくても、名簿で調べれば住所はわかるが」

　石動いするぎ先輩はパッと顔を輝かせて、

「そ、そうね！　……ええと、学校内にあったツリーに吊つるされていた短冊は確か――」

　先輩は、机の上に置かれた短冊に視線を這はわせる。

「ツリーを置いた場所によって短冊の色を変えてあったから……ああ、これよ！」

　言って、一枚の短冊を取り上げた。

「ちゃんと名前も書いてあるし……うん、これで大丈夫よ！　パーチームはこの短冊に書かれた願いごとを叶えるわ！」

　どうやら、学内のツリーに吊されていた短冊はそれだけのようだった。

　俺おれはおずおずと、

「あの……それを俺たちがとってしまうと、グーチームはどうするんですか？」

「え、えーっと……」

　先輩は困った顔をし、

「そ、それは自分たちで考えなさい！　それを考えるのも願いごとを叶かなえるという部活内容の一部なのよ！」

　と、メチャクチャなことを言い出した。

　グーチームからブーイングの声が上がる。というか、ブーイングをしているのは間ま宮みやさんだけだったが。みちる先生は無表情、結ゆう野のは弱った顔をしている。

　俺おれは結野のところにこっそり近づき、

「もしどうしようもなかったら、早めに諦あきらめて適当にサボったほうがいいぞ。それか、俺らのところに手伝いに来るとか」

「うん、そうするね。……ありがと、タロー」

　結野は笑顔で俺を見上げ、言った。

「パーチームのブタ変態とキモ変態、こっちに来なさい！」

　先輩が大声を放はなつ。

　俺と辰たつ吉きちはため息をついてから、先輩の近くに寄った。

　先輩は短たん冊ざくを見つめ、

「では、いまから願いごとを発表するわ！　願いごとの内容は『私の父が経営する喫茶店を救ってください』。……救ってくださいってどういうことかしら？　まあいいわ。そんで、この願いを書いた生徒の名前は――綾あや瀬せ川がわ霧きり乃の！」

「綾瀬川……」

「霧乃……？」

　俺と辰吉はつぶやき、顔を見合わせた。

　その名前は、もしかして……

　石動いするぎ先輩は、無駄にキラキラした瞳ひとみで、

「よおし、じゃあ願いごとを叶えまくるわよっ！」




　名簿で『綾瀬川霧乃』の住所を調べ、そこに向かう。

「ここね……」

　石動先輩は、住所を書き写した紙を見つめ、つぶやく。ちなみに先輩はサンタの格好から普通の制服に着替えていた。

　俺たちの目の前にあるのは、商店街の中の喫茶店だった。

　クラシックな外観をした、雰ふん囲い気きの良さげな喫茶店だ。正面に大きな窓が二つあり、屋根はえんじ色。店先には小さな黒板がイーゼルに立てかけられて置いてあり、そこにはモーニングセット、ランチセットの内容、店長オススメメニュー、本日は午後六時より貸し切りが入ってます……などなど、店に関する様々な情報が書き連つらねてあった。

「よし、いくわよっ！」

　先輩は言って、躊ちゆう躇ちよなく喫茶店の扉を開けた。こういうときの先輩の度胸は本当にすごいと思う。

　カランコロンとカウベルが鳴る。扉の近くにいたウエイトレスがこちらに顔を向け、

「いらっしゃいま――み、みみみみ美み緒おさま!?」

「ん？　ああ、あんたは学祭のときの……」

　白を基調とした、エプロンドレスに似た感じの制服に身を包んだそのウエイトレスさんは、俺おれたちのクラスの委員長である綾あや瀬せ川がわ霧きり乃のさんだった。

　いつもは髪を三つ編みにしている委員長だったが、今日はほどいてストレートにしている。髪型が違うだけでちょっと印象が変わるな。

「綾瀬川霧乃って、やっぱり委員長のことだったのか……」

　と、俺はつぶやく。

「ど、どうして美緒さまが私の家に……」

　いつもどこか怜れい悧りな感じの委員長が、今日ばかりは顔を赤らめていた。まあ無理もない、委員長は石動いするぎ先輩のファンクラブを創設したほどの先輩大好き人間。いろいろあってその美緒さまファンクラブ――通称ＭＦＣは解散することになったが、委員長が抱いだく先輩への愛情や憧あこがれの気持ちが消えたというわけでもないのだ。

「それは――このためよっ！」

　言って、先輩は短たん冊ざくを掲かかげた。委員長が願いごとを書き込んだ短冊を。

「これは、あんたが書いたもので間違いないわね！」

「は、はい、確かにこれは私が……昨日、用事があって学校に遅くまで残っていまして、帰ろうとしたら下駄箱にツリーが……それで、なんとなく……」

「この短冊が吊つるされていた願いごとツリーは、第二ボランティア部が用意したものだったのよ！　というわけで、ここに書かれた願いごとは、あたしたち第二ボランティア部のメンバーが責任を持って叶かなえてあげるわ！」

「そ、そんな……私ごときの願いで、わざわざ美緒さまの手をわずらわせるなんて……」

「願いごとの取り消しは無効よ！　だからおとなしく願いごとを叶えられなさい！」

「は……はい」

　委員長は微妙にうれしそうな顔をしながら、うなずいた。

　俺と辰たつ吉きちは委員長に近づき、

「そういうわけだから、委員長、よろしく。迷惑かけるかもしれないけど……」

「よろしくー。その髪型、けっこう似合ってるな」

「砂さ戸どくんに葉は山やまくん……あなたたちもいたんですね」

　委員長の表情がすっと引き締まる。いつもの委員長の顔だった。

「あ、ああ、俺おれも第二ボランティア部の一員だから……」

「そうですね」

　委員長は冷たい視線で俺を見つめてくる。委員長はなんか俺と石動いするぎ先輩の仲を疑っているというか誤解している節ふしがあって、俺に対してあまりいい感情を抱いだいていないようなのだ……はあ、はあ、はあ……

「た、太た郎ろう。ちょっと息が荒くなってるぞ」

　辰たつ吉きちがぼそっと言ってくる。い、いかん、気を引き締めないと。

　委員長は辰吉のほうを見て、

「葉は山やまくん。あなたは第二ボランティア部ではないはずですが、どうして美み緒おさまたちといっしょに？」

「ああ、なんか石動先輩に手伝ってくれって頼まれて、それでしょうがなく……」

「み、美緒さまに、手伝ってくれと、頼まれた……？」

　委員長の目が尖とがる。

「美緒さまから直じき々じきに……それは、とてもうらやましいですね……」

　殺気にも似た気配が広がる。

　辰吉は慌あわてて、

「い、いや、違った！　先輩にじゃない！　太郎に頼まれたんだ！」

「そうですか、砂さ戸どくんに……」

　委員長の全身から攻撃的な雰ふん囲い気きが消えた。

　俺はこそっと、

「気をつけろよ、辰吉。委員長は先輩関連のことになるとちょっと変になるって前に言っただろ？」

「あ、ああ、身をもって感じたよ」

　委員長が美緒さまファンクラブを創設していたことや、それに関していろいろ事件があったことなどは、文化祭が終わったぐらいのときに辰吉に話してあった。

「で、願いごとのことだけど……」

　先輩が言った。

「この『喫茶店を救ってほしい』ってどういう意味？　喫茶店ってここのことよね？」

「ええ、じつは……」

　委員長は視線を遠くに転じる。

　喫茶店の広い窓から、外の景色が見える。委員長が見ているのは、どうやら喫茶店の向かいにあるケーキハウスのようだった。そのケーキハウスはかなり繁はん盛じようしているようで、店の外にまで行列ができていた。

「じつは、一ヶ月ほど前にあのケーキハウスができて、うちに来ていた客があっちの店に流れていってしまったんです……それで、うちの店はかなりの経営難に……」

「なるほどね。で、繁はん盛じようしてないうちの喫茶店を救って欲しいと」

　先輩はこくこくとうなずいている。

　委員長の家が喫茶店をやっているなんて知らなかったな……そんなことを思いながら、俺おれは店内を見回す。向こうとは対照的、こちらの店には客は一人もいなかった。

　と――

「おお、もしかして霧きり乃のの友達かい？」

　そう言って奥から出てきたのは、ちょっと小太りなおじさんだった。

　委員長は彼を見て、

「私の父です。この喫茶店のマスターをしております」

「よろしくね」

　と、マスターはにこにこしながら言った。

　委員長の親父おやじさんか……なんか、あんまり似てないなと思った。特に愛あい想そがよさそうなところとかが。

　先輩はマスターに向かって、

「おっさん！」

「お、おっさん？」

「あんたんところの娘から、経営難に陥おちいっているこの店を救ってほしいという願いごとをされたわ！　とゆーわけで、美み緒おさまがこのしょっぱい店を見事に救ってやるから安心しなさい！」

「は、はあ……」

　マスターはぼんやりとうなずき、

「まあ確かに、いまうちの喫茶店は創業以来のピンチを迎えているのだけれども……」

「そのわりにはのんきな感じね。危機感が足りないんじゃないの？」

「いやあ、面めん目ぼくない……」

　マスターは弱った顔をする。すげえ気のいい人だな。

　委員長は夢見る乙女のような表情で、

「確かに店は経営難……ですが、そのおかげで美緒さまがうちに来てくれました。本当にうれしい……もうこんな店、潰つぶれてしまってもいいと思うほどです……」

「き、霧乃!?　いったいなにを言ってるんだい!?」

　マスターは驚いた顔を我が娘に向ける。

「でも、石動いするぎ先輩。具体的にどうやって救うつもりなんだ？」

　と、辰たつ吉きちが尋たずねる。

　先輩は両腕を組み、片手を顎あごに当て考え込む。

「うーん、そうね……」

　しばらくして、

「とりあえず……偵てい察さつね」

「偵察？　なにを偵察するんですか？」

「察しの悪いブタリアンね」

「人をバタリアンみたいに言わないでください……」

「向かいのケーキハウスに決まってるじゃない！　どうして向かいのケーキハウスはあんなに繁はん盛じようしているのか、こっちの店とどこがどう違うのか、それをまず見み極きわめるのよ！」

　なるほど……まあ、納得はできる。

「よし。ブタロウ、行くわよ」

「へ？」

「偵察に行くのよ。あんまり大人数で行ってもしょうがないから、あんたとあたしで行くの。おら、さっさと来なさい」

　先輩は扉に向かってずんずんと歩いていく。

　行かないと怒られてしまうので、俺おれはしょうがなく先輩のあとを追った。




　委員長の親父おやじさんがやってる喫茶店――ちなみに店の名前は『喫茶アリス』という――を出た俺と先輩は、すぐそこに見えるケーキハウスに向かって歩いていく。

　と、急に石動いするぎ先輩が――

　俺の左腕に自分の腕を絡からませてきた。

「ひょえぃ!?」

　俺は驚いて変な声を出してしまった。

「な、なによ、いまの声は！」

　先輩は眉まゆを逆立てながら怒鳴ってくる。怒っているせいか、顔が真っ赤になっていた。

「だ、だって腕を……えっ、もしかして俺の腕を折ろうとしていたんですか？」

「なんでそうなるのよ」

　先輩は唇を尖とがらせながら言うと、ぷいっと俺から顔を逸そらし、赤い顔のまま、

「あたしたちはライバル店に偵察に行くスパイ……だから、絶対に正体がバレるわけにはいかないのよ」

「は、はあ……」

「だ、だから、あっちの店に万が一にも気付かれないように……あたしとあんたは恋人のフリをするの」

「ええっ!?　こ、恋人のフリ!?」

「そうよ。今日はクリスマスなんだから、そのほうが自然でしょ」

「いや、べつに普通に友達どうしみたいな感じで入ればいいのでは……」

「う、うるさいっ！　さっさと行くわよ、ブタ！」

「は、はい」

　しょうがなく、俺おれはうなずいた。

　俺と先輩は腕を絡からませながら、ケーキハウスに向かう。

　中途半端に腕を組んでたりしていると不自然で逆効果とでも思っているのか、先輩は俺のほうにかなり密着してきていた。な、なんか、小さいけどやわらかいものが俺の腕にあたっていて、えーっと……

　そっちに意識を向けないようにしようと思いながらも、悲しい男の性さがなのか、俺にはそのやわらかさを無視することはどうしてもできなかった。せ、先輩、頼むからもうちょっと離れてください。

　ちらりと先輩の様子をうかがう。

　先輩は、なんか硬い表情をしていた。ちょっと不機嫌そうにも見える感じだ。顔もずっと赤いままだし、やっぱり先輩は嫌々俺と腕を組んでいるのだろうか。まあ、たぶんそうだろう。

　先輩はきゅっと唇を引き結びながら、ちらりと俺のほうを見上げてくる。俺と目があうと、先輩は慌あわててうつむいてしまった。さらに顔が赤くなり、さらに不機嫌そうになる。俺はちょっとおどおどしてしまっていた。

　運が良いことに、店の前の行列は消化されていた。俺たちはあまり待つことなく店内に招き入れられた。ウエイトレスに案内され、二人がけの席に向かい合って座る。

　先輩は俺に顔を近づけ、ぼそっと、

「さあ、偵てい察さつ開始よ」

「は、はい」

　俺はできるだけ自然な様子で、店内に視線を巡らせた。

　店内はかなり広い。委員長のところの喫茶店も狭くはないのだが、ここはその二倍はある。フロアの装飾はシンプルだが明るく清潔な感じで、かなり好感の持てるものだった。女性客だけでなく、男性客だけでも入りやすそうな雰ふん囲い気きを作り出している。

　そして、極きわめつけは、かわいらしい制服に身を包んだウエイトレスたちだ。

　ウエイトレスたちはみんな若く、しかもスタイル抜群の美少女揃ぞろい。見ていると、接客態度も申し分ないようだ。彼女たちの輝くような笑顔は店内をさらに華やかにし、男性客の財布の紐ひもを確実にゆるめている。

「メニューもすごく豊富ね……しかも、値段もリーズナブルだわ……」

　先輩が難しい顔をしながらつぶやく。

　確かにその通りだった。ケーキや飲み物の種類はとても多いし、パフェや軽食などのサイドメニューもかなり充実している。しかも、値段はお手て頃ごろ。

　とりあえずなにか頼んでみようということになり、俺おれたちはケーキセットを頼んでみた。俺はマロンケーキを選び、先輩はイチゴのショートケーキを選ぶ。

　しばらくして、ケーキセットが運ばれてくる。

　ケーキを食べた先輩は、目を丸くして、

「お、おいしい……」

「ええ、俺のマロンケーキもかなりおいしいです」

「ほんと？　どれどれ……」

　先輩は俺のマロンケーキにフォークを伸ばしてくる。

「やばいわね、おいしすぎるわ……」

　マロンケーキを口にした先輩は、表情を険けわしくし、言った。だがその口元はむにむにと幸せそうにゆるんでいる。

　先輩はさらに難しい顔になり、

「なんてゆーか……もはやお話にならないレベルね。誰だれだってあっちよりこっちの店のほうに来るわ」

「ええ、そうですね……」

　認めたくはないが、現実は世せ知ち辛がらい。

　先輩は両腕を組み、むーっと首を捻ひねりながら、

「いったいどうすれば――そうだ、ブタロウ」

「なんですか？」

「あんた、いまから『ぎょえええ！　ここのケーキを食ったら胃腸が爆裂しそうなほどの激痛がああ！』って叫びながら床をのたうち回りなさい。できれば吐血しながら」

「い、いやですよ！　そんなことをしたら営業妨害で訴えられるじゃないですか！　警察に捕まってしまいます！」

「いいじゃない、どうせいつかは捕まるんだから」

「な、なにを言ってるんですか!?　捕まらないですよ絶対に！」

　いや、絶対ではないかもしれない……けど……

　と、そのとき――

「あのぅ」

　ウエイトレスの女の子が、笑顔で話しかけてきた。

「え？　なんですか？」

「いま、クリスマスの特別イベントをやっておりまして……」

「クリスマスの特別イベント？」

「はい。カップル限定のイベントを」

　ウエイトレスは言うと、袋に入った一本の細いチョコレートバーを掲かかげた。

「このチョコレートバーの両端をお二人にくわえていただいて、両端から食べ進んでいただきます。ここで限界だというところでやめていただいて、残ったチョコレートバーの長さに応じてサービスチケットなどの景品をプレゼントさせていただくというイベントです。もしよろしければ、ご参加を」

「え、ええっ!?」

　な、なんじゃその王様ゲームとかでやりそうな感じのイベントは!?

　そんなのは不参加に決まっている。というか、俺おれたちはカップルじゃないし。

　俺が慌あわてて不参加を告げようとすると、

「ブタロウ！」

「おぬう!?」

　先輩が、右の手のひらでがしっと俺の首を挟んだ。一瞬、呼吸ができなくなる。

　気持ちよくなりながらゲホゲホ咳せき込む俺のほうに、先輩は顔を近づけてきて、

「ブタロウ……もしかしてこのウエイトレス、あたしたちがスパイかもしれないって疑っているのかも……」

「へ？」

「こいつらは店を偵てい察さつするためにカップルを装よそおっているのかもしれないと勘付いて、カマをかけるような感じで、カップル限定イベントを勧すすめてきたのかも……」

「ええーっと、それはたぶん考えすぎだと思いますが……」

「絶対に違うって言い切れるの!?」

「絶対とは……言い切れないですが……」

　限りなく絶対に近いとは思いますが。

　先輩はちょっと怯おびえた様子で、

「もし、ここでこのイベントを断ったら、あたしたちがスパイだってことが店側にバレるかもしれない。そうなったら、あたしたちは別室に連れて行かれて……そこで全裸にされて、鎖で天井から釣り下ろされて、体中に冷たいアイスクリームを塗りたくられるという拷問をされてしまうかも……」

「……なんか斬ざん新しんでスイーツな感じの拷問ですね」

　もしバレたとしても、店を追い出されるぐらいで済むと思いますが。

　先輩はウエイトレスを睨にらむように見上げると、

「参加するわっ！」

　と、鋭い声で言った。

「あたしたちはカップルよ！　偽装カップルなんかじゃないのよ！　だから、カップル限定イベントに参加するわ！」

「は、はあ……ありがとうございます……」

　ウエイトレスは先輩の鬼気迫る勢いに困惑している様子だった。

　――俺おれと先輩は椅い子すから立ち上がった。

　俺はウエイトレスから受け取ったチョコレートバーの外装を開ける。

　ウエイトレスはのんきな笑みを浮かべ、

「ちなみに、残ったチョコレートバーがゼロセンチだった場合、かなり豪華な景品をプレゼントさせていただきまーす」

「それはゼロセンチじゃないとカップルとは認めないという意味か!?」

「せ、先輩、それは違いますから……マジで……」

　ゼロセンチって……そ、それはもう、完全に触れてしまっているというかそれ以上というかなんというか……

　店内を見回すと、俺たちのほかにもこのカップル限定イベントに参加している男女が何組かいるようだった。そのおかげでそれぞれのカップルへの注目度が分散されているのはありがたかったが、それでも恥ずかしいものは恥ずかしい。

「やれやれ……」

「ブタロウ、さっさとしなさい」

「は、はい」

　俺はチョコレートバーをタバコのようにくわえ、逆の先端を先輩の口元に近づけた。

「……っ！」

　先輩はいまさらびっくりしたような顔をして、チョコレートバーの先端を凝視している。なんか、唇がふるふる震えているようにも見えた。

　ちょっとの間を置いたあと、先輩は意を決した顔でチョコレートバーの先端をくわえた。

「はい、ではスタート！」

　と、ウエイトレスが明るい声で告げる。

「…………」

「…………」

　俺と先輩はテーブルの上に両手をつき、チョコレートバーを口にくわえたまま見つめ合っていた。

　まだ一ミリも進んでいないというのに、顔と顔の距離はかなり近い。近すぎる。

　細くてやわらかそうな前髪に、その隙すき間まから覗のぞくつるりとした丸いおでこ。こんなに近くから見ているというのに、一いち分ぶの隙すきも見当たらない完かん璧ぺきな白い肌。チョコレートバーをくわえるためにちょっとすぼめられた唇はとてもかわいらしい。

　そして、長い睫まつ毛げに彩いろどられた、神秘的とさえ言えるほどの美しい瞳ひとみ……ずっと、いつまでも、眺めていたくなる……

　ふいに、その瞳ひとみが困ったように歪ゆがむ。それと同時、先輩の白かった肌に、朱の色が広がっていく。

「あのぅ、早くスタートしてほしいんですけど……いつまでも見つめ合っていたい気持ちもわからなくはないんですけどね……」

　そんなウエイトレスの言葉に、俺おれはハッと我に返った。

　俺は覚悟を決め、かりっとチョコレートバーをかじり、顔を前に進めた。

　先輩の肩がびくりと震える。顔がさらに赤くなる。……まあ、俺の顔もたぶん赤くなっているだろうと思うが。

　先輩のほうもちょっと進んでくる。

　俺も、かりっとチョコレートバーをかじる。

　二人同時に進んでしまって、お互いの予想よりも顔の距離が近づいてしまって、大きく目を見開いたあと視線を下にして固まってしまったりする。

　チョコレートバーは、最初の半分くらいの長さになっていた。

　うわぁ、近い。マジで近い。

　俺のほうから脱落すると先輩は怒るかもしれない。だから、先輩が自分からやめるまでは俺も粘ろうと考えているのだが……せ、先輩、そろそろ限界な感じが……












　先輩は顔をちょっと右に傾けながら、瞼まぶたを半分くらい下ろしていて、その表情がとても艶つやっぽいというか色っぽいというか、ええと……

　チョコレートバーをかじる。

　お互いの鼻の頭が、かする。

　先輩の鼻び腔こうから流れる息が、俺おれの頬ほおをそっと撫なでる。

　なんか、頭がぼうっとなってきた……ああ、これは本当にやばい……

　そのとき――

「な……」

　左方向、顔のすぐ近くから、異様に力のこもった声が聞こえてきた。

「な――な、ななな、なっななっっななにを、やややって、るるるる、の……!?」

　こ、この声は、もしかして……

　俺は弾はじかれたように先輩から顔を離した。先輩も俺とまったく同じ動作をした。

　慌あわてて声のほうに顔を向ける。

　そこには、ウエイトレスの制服に身を包んだ一人の少女が。

　全身をぶるぶる震わせながら、俺たちを睨にらむように見つめているその少女は――

「ゆ、ゆゆゆ、結ゆう野のっ!?」

「あ、ああ嵐あらし子こ!?　あんたなんでここに……」

　グーチームで願いごとを叶かなえているはずの、結野だった。

　結野はこれまで見たこともないほど表情を歪ゆがませながら、

「ふ、ふふ、二人とも、いいいいったいなにを、やってたんですか……？　あ、あんなに顔を近づけて、ふぬぬぬぬ……」

　もう最後のほうは言葉にできないようだった。

　修羅場の雰ふん囲い気きを敏感に感じ取ったのだろうか、さっきまで近くにいたウエイトレスはいつの間にか遠くに移動していた。

「ち、違うんだよ、結野！」

「そうよ、違うのよ嵐子！」

　俺たちはバタバタと無意味に両手を動かす。

　俺と先輩はすごくテンパりながら、向かいに委員長の父親が経営している喫茶店があって、その喫茶店の経営難を救ってくれという願いごとをされたこと、この店にスパイに来た経緯やらカップル限定イベントをやらないわけにはいかなかった事情などを必死に説明した。

「へ、へえ、そうなんですか、ふうん……」

　結野は納得しているのかそうでないのかわからない感じで、言った。表情はまだ険けわしいまま。なんか口元がひくひくしてるし。

　これはもう話を変えるしかない。そう思い、俺おれはさっきから疑問に感じていたことを口にした。

「そ、そんなことよりも、結ゆう野のはどうしてこのケーキハウスの制服を……？」

「もちろん、願いごとを叶かなえるためよ」

　と、言ったのは――

　結野の背後に立っていた、ツインテールの少女だった。

「ま、間ま宮みやさん」

　結野のすぐ後ろにいたのに、いままで気付かなかった。先輩も同じ様子。俺たちはそこまで慌あわてていたんだな。

　間宮さんも結野と同じようにウエイトレスの制服を着ている。

　しかも、間宮さんの隣には……

「えっ!?　み、みちる先生!?」

「み、みちる姉ねえ!?」

　みちる先生が立っていた――ウエイトレスの制服を着て。

「みちる先生までウエイトレスの制服を……」

　俺は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　みちる先生はいつもの無表情で「どうだ？　似合うか？」なんて言ったりしている。

　みちる先生のウエイトレス姿は、普通に似合っていた。

　もともと美人だし、スタイルもかなりいいので、べつに意外でもなんでもないのだが、普段の白衣姿を見慣れている俺たちにはかなり衝撃的ではあった。

　俺と先輩はぽかんとしながら三人のウエイトレス姿を見つめる。そして、

「間宮……願いごとを叶えるためってのは、どういうことよ？」

　と、先輩は間宮さんに尋たずねる。

「言葉通りの意味だけど」

　間宮さんは片手を腰に当てながら、言った。

「わたしたちグーチームが選んだ短たん冊ざくには、こんな願いごとが書いてあったの。『店で風邪が流は行やってしまって、クリスマスにウエイトレスの数が足りません！　ウエイトレス急募！　うちの店を救ってください！』って。ご丁寧にもお店の名前も書いてあったわ。だから、住所を調べてここに来たの」

　それは願いごとというより、ただのアルバイトの募集のような……

「店長に手伝いたいって言ったら、すごく喜んでくれたの。もちろんバイト代も出すって。で、とりあえずいまから入ってくれ、仕事のやり方とかはフロアで教えるからって言われて、ロッカールームで制服に着替えてからフロアに出てみたら……なんとまあびっくり、美み緒おさんと砂さ戸どくんがキスしようとしてたというわけなのよ」

「キ、キスじゃないわよ！　イベントに参加してただけっていま言ったでしょうが！」

　先輩は顔を赤くしながら叫んだ。

　それから、

「でも……困ったわね……」

　先輩は深刻な顔でつぶやく。

「二つの店が、どちらとも『救ってくれ』っていう願いごとをしてくるなんて……」

　確かに、これは困った。

　救ってくれ、というのは売り上げ的に満足できる数字を上げられるよう手伝ってくれという意味である。委員長の店は長期的に救って欲しいという願い、こっちの店はクリスマスだけの短期的な願いであるという違いはあるが……

「どっちかを救えば、どっちかは救われない……その可能性は大きいですね……」

　二つの店はちょうど向かいにある。これまでと同じように、客の取り合いにならないわけにはいかない。

「しょうがないわね。あんたたち、願いごとを変えなさい。あたしたちとバッティングしないものに」

「あら。それはちょっと都合が良すぎるんじゃない？」

　間ま宮みやさんはどこか楽しそうな感じで言った。

「わたしたちはこの店の願いを叶かなえるって決めたんだから、いまさらそっちの都合で願いごとを変えるなんてできないわ。ねえ、嵐あらし子こ」

「うん……五分前まではそうは思わなかったかもしれないけど、いまはそう思う……」

　ゆ、結ゆう野のさん？　なんか性格がおかしくなってますよ？

「それに、ぶっちゃけた話、住所を特定できる短たん冊ざくはこの店のものだけだったしね。だから、どっちみち願いごとの変更は無理よ」

「だ、だったら、こっちの願いごとを手伝って――」

「ねえ」

　間宮さんは先輩の言葉を遮さえぎり、言った。

「せっかくだから、勝負しましょうか？」

「え……？」

「グーチームとパーチーム、どちらのほうが願いごとを叶えることができるか」

「はあ!?」

「罰ゲームもアリにしましょう。どんな罰がいいかしら……そうね、じゃあ、勝ったチームは、負けたチームの人間を一週間奴ど隷れいにできるっていうのはどう？」

「ど、奴隷？」

　俺おれは思わず声を上げた。

「勝ち負けの基準は、お互いの店に入ってきた客の数。もちろん客が多いほうが勝ちよ。今日一日の客数だともう勝負は見えてるっぽいから……勝負が開始されるいまこの時間から、この店の閉店時間である午後八時までの客の数で勝負ね。いまが二時ちょっと前だから、あと六時間くらいか」

「なにを勝手に話を進めてんのよ！　アホか、そんなことするか！」

「ふうん、自信がないんだ」

「な、なんだと……？」

「願いごとを叶かなえる部活、第二ボランティア部の部長のくせに、願いごとを叶える勝負で勝つ自信がないんだ。ふうん」

「じ、自信ならあるわよ……あるに決まってんだろうが……」

　先輩は怒りの表情で間ま宮みやさんを見つめている。

　こ、これはまずい流れだ……

　間宮さんの挑発に乗ってしまい、分の悪い勝負をさせられる。これは以前にもあったパターンだった。このままでは前と同じように……

「せ、先輩！　ダメです、挑発に乗っては――」

「上等よっ！　このクソマッサージ女が！」

　石動いするぎ先輩は握り拳こぶしを作りながら、間宮さんを睨にらみつけ、

「願いごと勝負――受けてやろうじゃないの！」

　と、大声で言った。

　間宮さんはにやりと悪い笑みを浮かべ、

「言ったわね。もう取り消しは無理よ」

「そっちこそ、覚悟しなさいよ！」

　ああ、最悪だ……

　間宮さんはうっとりした表情で、

「うふふ、一週間奴ど隷れい……美み緒おさんをマッサージしまくれるし、辰たつ吉きちくんとはもう言葉では言えないようなことができちゃうし、最高だわ……砂さ戸どくんはどうでもいいから、一週間ぶっ通しでスクワットでもさせましょう」

　結ゆう野のは俺おれには聞こえないような声でごにょごにょと、

「一週間奴隷……じゃ、じゃあ、一週間毎日のようにタローとデートしても……」

　なにを言ってるかはわからなかったが、結野もこの勝負には賛成のようだった。

「ふむ、一週間奴隷か……」

　みちる先生は顎あごに手を当て、つぶやく。

「では、美緒たちにコスプレをさせまくることができるな。砂戸太た郎ろうと葉は山やま辰吉はもちろん女装姿で。これまで撮とれなかったようなきわどい写真を撮ることができそうだ。――この勝負、ちょっと本気を出してみるか」

　うわあ、ある意味一番恐ろしい存在であるみちる先生までやる気に……

「な、なんてこった……」

　とんでもないことになってしまった――俺おれは顔を青くしながら、思った。




　喫茶店に戻ると、グーチームと勝負する羽目になってしまったことを辰たつ吉きちに告げた。

「な……ば、罰ゲームは一週間奴ど隷れい!?」

　辰吉は悲鳴のような声を上げる。

「そ、そんな……俺、由ゆ美みの奴やつになにをされるか……」

「心配ないわ！　勝てばいいんだから！」

　と、先輩は自信満々な様子で言った。その自信はいったいどこから来るのだろう。

「み、美み緒おさま……あの、偵てい察さつのほうはどうでしたか？」

　委員長は顔を真っ赤にしながら尋たずねる。なんか、偵察がどうだったか知りたいというよりも、ただ先輩に話しかけたいだけのように見えた。

　先輩は薄い胸を張り、

「偵察は完かん璧ぺきだったわ！　あっちの店の長所や特徴などは完全に把握した！　こっちの店になにが足りないのかもね！」

「さ、さすがです、美緒さま」

　委員長はうっとりした様子で言う。……なんか、人格が交代したみたいでちょっと不気味だった。

　先輩は店内を見回し、言う。

「店内の雰ふん囲い気きや装飾や広さは、いまさらどうすることもできないわ。時間をかければ変えられるかもしれないけど、いまはそんな時間ないし」

　確かに、それはどうしようもない。

「それ以外で問題なのは――まず、メニューの豊富さよっ！」

　先輩は、店のメニューを近くにあった机の上に叩たたきつける。

「こっちの店とあっちの店では、メニューの豊富さに圧倒的な差があるわ！　あとセンス的な差もある！　たとえば、この『明太子スパゲティ』ってなに!?　スパゲティって！　ここは『明太子パスタ』って書きなさい！」

「で、でも、スパゲティもパスタもおんなじじゃあ……」

　と、マスターは困惑した様子で言う。

「同じでもパスタって書くの！　スパゲティよりパスタのほうがなんかカッコイイ感じがするでしょうが！」

「その通りです、美緒さま。私も前々からそう思っていました」

「き、霧きり乃の!?　おまえ、いままでそんなこと一言も……」

「でも、メニューの豊富さって言っても、いまからどうやって改善すれば……」

　俺おれが尋たずねると、先輩は少し考え、

「しょうがない。あたしが、新メニューを考案してあげるわ」

「え、ええ!?　先輩が!?」

　俺はびっくりした顔を先輩に向け、

「先輩、料理とかできるんですか？」

「気合いでなんとかなるわよ。……マスター、キッチン借りるわよ。あと、食材やらなんやらも」

　言うと、先輩はキッチンのほうに歩いていく。その途中、びしっと俺たちを指差すと、

「完成したらあんたたちに試食してもらうから、席についておとなしく待ってなさい」

「は、はい！　ああ、美み緒おさまの手料理……」

「うーむ、大丈夫なのだろうか……」

　委員長とマスターが続けて言う。

　俺と辰たつ吉きちは不安そうな顔を見合わした。

　そして、三十分ほど経たち――

「できたわっ！」

　キッチンにいる先輩が、そんな声を上げた。

「美緒さま特製カルボナーラ！　自信作よっ！」

　大皿にパスタを盛りつけ、俺たちのいるテーブルに運んでくる。

「さあ、試食しなさいっ！」

　俺たち四人は、

「…………」

　難しい顔で、そのパスタを凝視していた。

　先輩はカルボナーラと言った。確かに言った。でも、どうしてだろう、いま俺たちの目の前にあるパスタはイカスミパスタのような色をしていた。さらに、この独特の香り……とゆーか異臭が……

　四人の顔面に、汗が流れる。

「どうしたのよ？　さっさと食べなさい」

　先輩が不満そうに言う。

　が、誰だれも動かない。動けない。幾いく多たの危機を経験してきた俺の本能が告げていた――これを口に入れてはいけない。

　と――

「では……僕がいただこう……」

　静かにそう言ったのは、マスターだった。汗ばんだ手でフォークを握る。

　俺おれは両目を見開き、

「マ、マスター……」

「この子が、店のためを思って作ってくれた料理だ。店の主人である僕が食べないわけにはいかないよ」

　マスターは優しげな笑みを浮かべる。おお、なんてかっこいいんだ。

「使っている食材は普通なんだし、大丈夫だよ。案外、見た目がこんな感じの料理のほうが意外とおいしいというようなばぼらあああああっ!?」

「マ、マスター!?」

「お父さん!?」

「親父おやじさん、しっかりしろ！」

　俺と委員長と辰たつ吉きちが慌あわてて声をかける。

「へ、へもぐろびんだいしゅき、べろんべろべろぷー……あにゃたとはちがうんでふ……」

　マスターは白目をむき、全身を痙けい攣れんさせながら意味不明な言葉を垂れ流していた。

　石動いするぎ先輩は首をかしげる。

「マスター、どうしたのかしら？　体調でも悪かったのかもね」

　それから、俺のほうを見て、

「じゃあブタロウ。次はあんたが食べなさい」

「え、ええええっ!?」

　この惨劇を目の前にして、まだ食べろと!?　そんな勇気はありません！

「……なに？　もしかして、嫌なの？」

　先輩の瞳ひとみが鋭い光を放はなつ。

「う、ううう……」

「さあ食べなさい。自分で食べられないなら、あたしが強引に食べさせてあげようか？」

「ううううう……はあ、はあ、はあ……」

　俺は震えながらフォークを握る。

「お、おい、太た郎ろう……」

　辰吉が心配そうな顔を向けてくる。

　俺は、このぐらいならたぶん致死量じゃないだろうというような量のパスタをフォークに巻き、思い切ってそれを口の中に入れた。

「おばまああああああああああ――――っ!?」

「た、太郎!?」

「はびゅう！　ど、どっるんばあ！　べいべいべーいいいい！」

　俺は上半身を前後左右に激しく揺さぶる。ひどかった。これはひどかった。もはや料理というよりただの毒物だった。

　その毒物的な味が――激しい悦楽に変わる。

　び、美少女の作った、くそまじい料理……そ、そそそれは、悪魔的な魅力を放はなつ究極の美味でもあるわけで、はあ、はあ、はあ、はあはあはあはあはあ……っ！

「うひひーひぇいっ！　びみびみびみいいいい！」

　俺おれは幸せそうな笑みを浮かべながら、美み緒おさま特製カルボナーラを口の中に大量に掻かきこんだ。一ひと噛かみごとに味覚が発狂しそうなほどの衝撃が走り、俺はもう尋常じゃないほど気持ちよくなってしまっていた。

「な、ななんんて素晴らしい料理なんだ！　と、止まらない止められないよおお！　まいうーまいうー、どへぶるがぶげほほほ……」

「太た郎ろうやめろ！　それ以上は命に関かかわる！」

　辰たつ吉きちが顔を青ざめさせながら俺の両腕を掴つかむ。は、はなしてくれよたつきちいい！　おれはもっとこれをたべたいんだよおおお！

　委員長は戦せん慄りつの表情を浮かべながら、

「砂さ戸どくん、さすがですね……」

　と、つぶやいていた。

「愛する人の作った料理なら、どんなものでも美味となる――そういうことですね。さすが美緒さまのパートナーを自認することだけはある……」

　いや、自認した覚えはないでしゅが……

「ですが、私だって……」

　委員長はフォークを握り、特製カルボナーラを見下ろす。

「私だって……美緒さまの作った料理なら、私だって……ハア、ハア……」

　い、委員長、やめろ。この料理は常人には――

　忠告しようとしたが間に合わず、委員長は特製カルボナーラを口の中に入れてしまった。

「………………ほわぶっ!?」

　がくん、と椅い子すの背もたれに倒れる。

　案の定、委員長は気絶してしまった。

「あーあ……」

　辰吉はやれやれというような表情で、ため息をつく。

「み、みんな、どうしちゃったの……？」

　先輩だけ事情がわからない様子で、呆ぼう然ぜんとしていた。




　どんなに体を揺り動かしても、顔をはたいても、マスターと委員長は目を覚まさなかった。仕方がないので、キッチンの奥の倉庫に二人の体を運んで、そこで寝かせておく。

「困ったわね……」

　先輩はつぶやく。

　確かにこれは困った。マスターと委員長、喫茶店の要かなめとなる二人がリタイアしてしまったのだ。残ったのは俺おれたち三人、勝手に店にやってきた部外者だけ。

「仕方がないので、マスターと委員長が目を覚ますまで店を閉めますか？」

「それはダメよっ！」

　先輩はすぐさま言った。

「店を閉めたりなんかしたら、勝負に負けちゃうじゃない！」

「いや、そんなこと言っている場合では……」

「でも、実際問題どうするんですか？」

　と、辰たつ吉きち。

「なんとかするしかないわ！　あたしたちだけで！」

　先輩はきっぱりと告げた。

「大丈夫、三人もいるんだからなんとかなるわよ！　とりあえず、キッチンのほうはあたしが――」

「キ、キッチンは俺が担当します！　ほら、俺って料理部だし！」

「そ、そそそうだな辰吉！　それがいい！」

「……そう？　まあいいわ。じゃあ、キッチンは葉は山やまに譲ゆずってあげる」

　俺と辰吉はふいーっと安あん堵どの息を吐いた。

　辰吉はカウンターと一体型となっているキッチンに向かう。カウンターとキッチンのあいだに辰吉が立つような格好だ。

　辰吉はキッチンの中を見回している。調理器具や食材を確認しているようだ。

「どうだ、辰吉。なんとかなりそうか？」

「まあ……コーヒーと簡単な料理とかなら、大丈夫そうだな。レシピのメモ書きがそこらじゅうに貼はってあるし。店の味を再現するのは無理だと思うけど」

「それはしょうがないだろ」

　客に文句を言われないぐらいのものが作れれば、それで充分だ。

　そのとき、扉に設置されているカウベルが鳴った。

　俺たちはぎょっとしてそちらに顔を向ける。

　きゃ、客が来てしまったのか――そう思ったが、違った。

　扉を開け、店に入ってきたのは、結ゆう野のと間ま宮みやさんだった。

「へえ、思ったより小こ綺ぎ麗れいな店じゃない。狭いけど」

　間宮さんは店内を見回し、言った。

　俺たちは、ぽかんとしながら二人を見つめていた。

「あんたたち……その格好はなんなのよ？」

　先輩がそう言うと、結ゆう野のと間ま宮みやさんは「うっ」と呻うめいた。

　二人は――なぜかメイド服を着ていた。

　さっきまではウエイトレスさんだったのに、いきなりメイドさんになっていたのだ。なんで？

　結野は顔を赤くしながら、ぼそっと、

「これは……みちる先生の作戦で……」

「みちる姉ねえの作戦？」

「そ、そうよ！」

　と、間宮さんが大声で言う。

「このケーキハウスには男性客が少ない、男性客を確保するために、ウエイトレスをメイドさんにしよう――みちる先生がそう提案し、わりと強引な手段で実行に移したの！」

　間宮さんは微妙に顔を引きつらせながら、

「こ、これでわたしたちの店は新たな客層を手に入れたわ！　もうわたしたちの勝ちは確定したようなものね！」

「……間宮さん、なんか余裕がなくなってるよな」

「ああ」

　俺おれの言葉に辰たつ吉きちはうなずき、

「つーか、あのケーキハウスの大半は普通の女性客だろう？　それなのに、いきなり店員をメイドになんかしたら、逆に女性客が離れていくんじゃないか？　確かに男性客は増えるかもしれないけど、ううむ……」

　確かに辰吉の言うとおりだと思った。

　俺は店の正面にある窓から向かいにあるケーキハウスを眺める。

　ケーキハウスは前面がガラス張りになっていて、店内が丸見えだった。

　確かに、ウエイトレスがメイドに変わっている。が、メイドさんの全身からはなんか『やらされてる感』が出ていて、それが魅力を阻害していた。

　そして、客の数も明らかに減っている……

　先輩は犬歯をむき出しにし、

「あんたたち、いったいなにしに来たのよっ！」

「偵てい察さつよ。というか、ただこの店をあざ笑いに来ただけなんだけど」

　間宮さんは言う。セリフはなんか上からな感じだったが、表情にはやはりさきほどまでの余裕が感じられない。

「ほ、本当よ。店をメイド喫茶風にしたら客が激減しちゃって不安になったからいてもたってもいられなくなってこっちの店の様子を探りに来たとかそんなんじゃないのよ」

　なんか、セリフからも余裕がなくなってきた。

「どうでもいいけど、さっさと帰りやがれ！　死ぬほど邪魔なのよっ！」

「はいはい、じゃあ帰るわ。嵐あらし子こ、行くわよ……ふう、まだうちのほうが勝ってるっぽいわね……」

「う、うん」

　二人のメイドは扉を開け、店を去っていく。本当になにしに来たんだか……

　先輩はふぬぬぬと唸うなり声を上げ、

「メイドで客足を伸ばそうなんて、なんて卑ひ劣れつな……」

「いや、その作戦はむしろこっちの追い風になってるみたいですけど」

「そう、この店に足りないのはそれなのよっ！　店員の華やかさが足りない！」

　先輩は大声で言い放はなつ。

「あっちにはかわいらしい女性のウエイトレスがいっぱい！　それに対抗する術すべを考えないと、こちらに勝機はないわ！　というわけで――」

　先輩は、俺おれと辰たつ吉きちに視線を向ける。

「あんたたちに、活躍してもらうわよ」




　もう死のう。

　俺は本気でそう思っていた。

「オーホッホッホッホッホッ！」

　聞き慣れた高笑いが店内に響き渡る。

「タツミ・アントワネット十六世、小汚い庶民キッチンにご光臨ですわ！　オーホッホッホッホッホッ！」

　右手を口元に当て、気が狂ったような高笑いを続けているのは、女装した辰吉だった。辰吉は女装をするとちょっと人格が変になっちゃうのだった。

　その隣には、長身の少女が立っている。女装辰吉と同じく、喫茶店の女性用の制服に身を包んだ少女が。

　髪型はポニーテール、うつむき加減で顔を赤らめ……いや、いまはもう赤から青に変化している。恥ずかしさを通り越し、なんか寒気まで感じているのだった。この少女はいったい誰だれなのだろうか……

　――って俺だよ！　少女じゃなくて女装した砂さ戸ど太た郎ろうだよ！

　ノリツッコミ風な感じの脳内独ひとり言ごとを言ってしまうほど、俺は精神に傷を負おっていた。誰か適切な薬を処方してください。もしくは殺してください。

「うん、なかなか華やかになったわね」

　俺たちに女装することを命じた先輩は、満足そうな笑みを浮かべている。

　アホ辰たつ吉きちはいつものようにノリノリだったが、俺おれはかなり抵抗した。全力で抵抗した。が、その抵抗は無駄に終わり、俺はこうして恥ずかしい姿を晒さらしている。

　うう、この姿には二度となりたくなかったのに……

「せ、先輩……」

　俺は涙目になりながら、先輩を見つめる。両手でスカートをきゅっと握りながら。

「辰吉はともかく……俺が女装しても無意味です。というか、すぐに男だとバレちゃいますよ。だから、ご勘弁を……」

「あんたはまだ自分の女装クオリティをわかってないようね。はっきり言って、あんたが男だって見抜ける人間はそうはいないはずよ……つーかあんた、涙ぐんだりしてたら守ってあげたくなるくらいかわいいわね……」

　ちなみに、先輩も喫茶店の制服に着替えていた。

　俺とは違って、先輩の制服姿はとてもかわいらしい。つーか、先輩だけで華やかさは充分に満たされるのではないでしょうか。

「それにしても……」

　先輩は告げる。

「客、まったく来ないわね……」

「ええ……」












　いまは午後三時半くらい。俺おれたちが店に着いてからもう二時間近く経たつが、客は一人も来ていなかった。

　これはたまたまなのだろうか、それともこれがこの店の常態なのだろうか。後者だったら……かなりやばいな……

「このままじゃあダメだわ……」

　先輩は表情を引き締め、つぶやく。

　俺のほうに顔を向けると、

「ブタロウ！　店の外に出て客の呼び込みをするわよ！」

「嫌だ！　絶対に嫌だマジで！」

「おまえなにタメ口きいてんだブタあああ！」

「ごがあああああ――っ!?」

　そこ!?　そんなところでキレるの!?

　先輩に殴られた俺は、えへえへ笑いながら倒れていた。女装姿で。

「さあ、行くわよ！」

「いーやーだーっ！」

　先輩は俺の後ろ襟を持つと、問答無用で扉の外に引きずっていく。

「さあ、立ちなさい。声にだけ注意してれば絶対にバレないから」

「ううう……しくしく……」

　先輩は道行く通行人に向かって、

「へい、らっしゃい！　うちの喫茶店はいまタイムサービス中で、コーヒーなどのドリンクがなんと二円！」

「二円!?」

　俺はびっくりして先輩の顔を見やる。

「に、二円って……それはあまりにも……」

「大丈夫。勝負の勝敗は客の数だから。売り上げは関係ないわ」

「いや、勝敗はともかく、店のほうがやばいのでは……」

「心配いらないわ。だって、マスターは気絶中だし」

「気絶中だからってなにをしてもいいというわけでは……あと、『へい、らっしゃい』は明らかにおかしいです……」

　というか先輩、間ま宮みやさんとの勝負に勝つことに夢中で経営難の店を救うという初期コンセプトを忘れていませんか？

　が、ドリンク二円効果、そして先輩かわいらしい制服効果は確かに大きかった。

　安すぎるドリンクに惹ひかれた客、そして先輩の外見に魂を持っていかれた客たちが、店内に吸い寄せられていったのだ。時々、俺のほうに熱っぽい視線を送ってくる男性客がいたっぽいが、たぶん気のせいだろう。

　客が入ったら呼び込みはできない。俺おれと先輩は店内に戻り、接客業務にいそしんだ。

　が、慣れない仕事、しかも教えてくれる人もいない状況なので、かなり苦戦した。

　俺もそうだったが、先輩はもっとひどくて……

　先輩が注文を取るために、客の座るテーブルに近づいていく。

「らっしゃい。注文はなに？」

「え、えーっと、ホットカフェオレとレモンティーとエスプレッソ、それとホットドッグ二つにチョコレートドーナツ。あっ、やっぱりホットカフェオレをカプチーノに変更で」

「レモンティー、エスプレッソ、カフェオレじゃなくて、えっと……なんとかーので、チョコレートホットドッグ二つがつまり、その……ブレンドコーヒー三つとサンドイッチ三つでよろしい感じ？」

「いや、よろしくない感じ……というか、一つも正解がない感じ……」

「まあいいじゃない。気にすんな」

「は、はあ……」

　一方、俺は女装しているので、声を女の子みたいな感じに作らなければならなくて、それがかなり苦労した。あまり大きな声だとバレるかもしれないと不安だったので、囁ささやくような声で接客した。

　まあ、そんなこんなでもなんとかやっていけたのは、辰たつ吉きちがいるおかげだった。

「オーホッホッホッホッホッ！　このニュータイプ貴族であるわたくしの華麗なコーヒー作成術を土下座しながら敬うやまいなさい！　連邦の貴族は化け物ですわよ！」

　すごく偉そうな言動と態度だったが、そのわりにキッチンでの作業は地味で丁寧だった。

　扉のカウベルが鳴る。

「あ……」

　店の中に入ってきたのは、またもやメイド二人。

　結ゆう野のと間ま宮みやさんだった。

　二人が店に入ってきた瞬間、女装辰吉は素早くキッチン奥の倉庫に隠れた。辰吉は女装のことを間宮さんにはまだ秘密にしているのだ。

　先輩はお盆を持ったまま二人を睨にらむように見て、

「またあんたたち？　なによ、また偵てい察さつに来たの？」

「違うわ。今回は偵察じゃなくて……なんとゆーか、逃とう避ひ行こうとゆーか……」

　間宮さんは微妙に焦った顔をしながらつぶやく。さっき来たときよりもさらに余裕がなくなっている。

　間宮さんも気になったが、それよりも気になったのは……結野の様子だった。

　結野は自分の右みぎ拳こぶしを胸に持ってきて、左手でその拳こぶしを包み込みながら、一心不乱に「ごめんなさいごめんなさい」と唱えていた。なんかちょっと涙ぐんでるし。いったいなにがあったんだ？

「用がないんなら、さっさと帰りなさいよ。こっちは忙しいんだから」

　間ま宮みやさんは頬ほおをヒクヒクさせながら、

「よ、用は確かにないんだけどね……ただ、店に来た男性客に運悪く触れてしまった嵐あらし子こがその男性客を殴ってしまって男性客は見事に失神しちゃってもうどうすればいいのかわからなくなったからこっちの店に逃げ込んできたとか……そーゆーことではないのよたぶんきっと……」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」

　ああ、そういうことがあったのか……

　窓から向かいの店を見る。

　ガラス張りの向こう。ケーキハウスの店内に、確かに男性客が倒れていた。店長らしき短髪の男性が必死な様子で客に声をかけている。

　店長らしき男性は怒りの表情で立ち上がると、扉を開けて外に飛び出した。まっすぐこちらの店に走ってくる。

　店長らしき男性は喫茶店の扉を開けると、結ゆう野のと間宮さんのほうを見て、

「き、君たち、なんてことを――」

「間ま宮みや流りゆうマッサージ術奥義――天あま翔かける由ゆ美みの閃ひらめき――っ！」

「ぎょわあああああああああ――っ!?」

　間宮さんは抜ばつ刀とう術じゆつのように右腕を振るい、店長らしき男性の全身をマッサージしつつ天井近くまで吹っ飛ばした。

　背中から床に落下した店長らしき男性は、ひくひく痙けい攣れんしながら昏こん倒とうした。

　俺おれたち――客も含めて――は、一連の出来事をぽかんとした顔で眺めていた。

「じゃ、邪魔したわね。では！」

　間宮さんは店長らしき男性の足を掴つかんで床を引きずると、扉を出てケーキハウスのほうに戻っていった。結野も半泣きでそのあとに続く。二人はもう俺の女装にツッコむ余裕すらないほど追いつめられているようだった。

　先輩はぽつりとつぶやく。

「なんか……勝てそうな気がしてきたわ」

「ええ、俺もです」

　というか、あっちの店が普通に心配になってきた。

「ちょっと。そこのゼロ乳の貧乳魔」

　と言ったのは、奥から戻ってきた女装辰たつ吉きちだった。

　先輩はお盆をフリスビーのように投げ、辰吉の両目にぶつけた。

「い、いたいですわあああ！　わ、わたくしの高貴な眼球がああああ！」

「なによ、キモ変態。なんか用なの？」

「ううう……」

　女装辰たつ吉きちは両目から流れた涙を拭ぬぐったあと、

「お、奥の倉庫にある冷蔵庫の中に、こんなものがありましてよ」

　言って、奥から持ってきたのは、大きなホールケーキだった。

　先輩は目を丸くして、

「なにこれ？　こんなのメニューにはないわよね？」

「ええ。ですから不思議に思ったのですわ」

「なんでこんなのがあるのかしら？　もしかして、マスターのおやつとか？」

「おやつにしては大きすぎませんか？」

「わかんないわよ。あのマスター、メタボリックパンパーンな感じの体型だったし。このぐらいの量がないと満足しないのかも」

　うーむ、本当にそうだろうか……

「このケーキ以外にも、大量のお菓子やらが保管されてましたわ。あのメタボリックは本当におやつ好きでしたのね」

　と、辰吉。お菓子まであるのか。

　先輩は少しのあいだ考えたあと、

「よし、じゃあこのケーキとそのお菓子、タダで客に振る舞いましょう」

「ええっ!?　勝手にそんなことしていいんですか？」

「いいわよ。どうせマスターのおやつなんだし」

　先輩の提案で、ホールケーキやお菓子はいま店内にいる客たちに振る舞われた。客たちは喜んでくれていたが……ちょっと心配だ。

「ふう！　なんか、忙しくなってきたわね！」

　先輩は額ひたいの汗を拭いながら言った。




　時刻は午後六時ちょっと前。

　さっきまでいた客たちがちょうど同じぐらいの時間に出ていって、いま店内に客はいない状態だった。

　先輩は満足げな様子で、

「思ったより客が入ったわね。こりゃあ勝負も楽勝かも！」

「は、はあ……売り上げ的にはひどいことになっていると思いますが……」

　マスターが目を覚ましたら、どんな顔をするやら……

「オーホッホッホッホッホッ！　うまくいったのは、超時空貴族であるわたくしのおかげですわよ！　とゆーわけで、そこの残念乳のお人！　働きすぎて疲れてしまったわたくしの肩を揉もみなさい！」

「いいわよ、揉んであげる。えいっ！」

「ひゃぎゃあああっ！　か、肩が！　肩があああっ！」

「ついでに、腰のツボも押してあげる。そいやあっ！」

「おぶっ!?　親指が背中の筋肉を突き破るような勢いで!?　ぎゃおおお！」

　いったいなにをやってるんだか……

　俺おれは先輩に頼み込んで、女装を解除することをゆるしてもらった。うざいからおまえも男に戻れと命令され、辰たつ吉きちも普段の格好に戻っている。

　客のいない店内でまったりしていると――扉が開いた。

　店内に入ってきたのは、中学生くらいの男の子。

「いらっしゃいませ……え……？」

　男の子のあとに続いて入ってきたのは、男の子の団体。続いて女の子の団体。さらに同じくらいの年の子たちが……

　全部で二十人くらいいる。かなりの団体さんだった。しかも、みんな中学生くらい。大人おとなは見当たらない。

「あの……」

　一番先に店内に入ってきた男の子が、おずおずと言ってくる。

「六時から貸し切りの予約を入れた沢さわ村むらですけど……えっと、綾あや瀬せ川がわさんは……」

「え？　貸し切り？」

　俺たちは顔を見合わした。

　話を聞くと、どうやら沢村くんは綾瀬川さんの友人の息子さんであるらしい。

　沢村くんは、クラスの友達の誕生日パーティをみんなでしたくて、この店の貸し切りを頼んだようだった。お金を出すのは彼らの保護者たちであるらしいが、保護者が同席するとパーティがちょっとかしこまった空気になってしまう。それが嫌でこの店を選んだのだという。この店だと、マスターが保護者兼監督係になってくれるからだ。

「そうだったんだ、貸し切りの予約を……」

　俺はつぶやき、

「でも……誕生日パーティ？　クリスマスパーティじゃなくて？」

「はい、そうです」

　と、沢村くんはうなずく。

「クラスに早はや川かわ美み雪ゆきちゃんっていう女の子がいて、その子の誕生日が今日なんです。美雪ちゃんは誕生日とクリスマスが同じ日だから、いつも一緒くたにお祝いされて、それが嫌だって言ってました。だから、今日はクリスマスパーティじゃなくて純粋に美雪ちゃんの誕生日パーティをしてあげたいなあって思って……」

　言うと、沢さわ村むらくんは顔を赤らめながらうつむいてしまった。

　そうか、きっとこの子は美み雪ゆきちゃんっていう女の子のことが好きなんだな。

　貸し切りで誕生日パーティか……誕生日パーティ……

「あっ！」

　俺おれはハッとして、

「も、もしかして、あのケーキとお菓子って……」

「なんのことだ？　――ああ！」

　辰たつ吉きちも気付いたらしく、両目を大きく見開いていた。

　マスターのおやつだと思って客に振る舞ったホールケーキとお菓子。

　あれはきっと、誕生日パーティのために用意されたものだったんだ。

「誕生日パーティ……今日が誕生日……」

　先輩がぽつりとつぶやく。

　辰吉は慌あわてた様子で、

「ど、どうすんだよ？　いくらなんでも、いまからケーキを作ることはできないぞ？　お菓子だってあんな大量には……」

「それはわかってるけど……」

　あれがぜんぶ誕生日パーティのためのものだったなんて、ああ……

「しょ、しょうがない。ここはもう土下座でもなんでもしてあやまって、帰ってもらうしかないだろ」

　俺がそう言ったとき、

「――ダメよ」

　石動いするぎ先輩が小さな声で告げた。小さいが、鋭い声で。

「えっ？」

　俺は先輩のほうに顔を向ける。

　先輩は俺とは目を合わさず、言った。

「誕生日パーティはやるわ」

「そ、そんなこと言っても……」

「やるの。絶対に」

「先輩……？」

　先輩は、見たこともないほど真剣な顔をしていた。

　ゆっくりと顔をこちらに向け、俺の目をまっすぐ見てくる。

　そして懇こん願がんするような口く調ちようで、

「お願い……中止にはしないで」

「…………」

　どうしたのだろう。なんか、いつもと様子が違う気がした。

　そのとき――

　ドガシャアアアアン！　という大きなガラスが粉砕したような音が俺おれの鼓膜に届いた。

「な――!?」

　音がしたのは窓の向こう、ケーキハウスのほうからだった。

　大きなガラスが粉砕したような音――それは『ような』ではなく、まさに大きなガラスが粉砕した音だった。

　ケーキハウスの前面を覆おおっていたガラスが粉砕し、前の道路に破片をまき散らしている。その破片に混じって、客らしい男性が数人、メイド服を着たウエイトレスが数人、あと短髪の店長らしき男性が、ぴくぴく痙けい攣れんしながら倒れていた。男性たちは完全に昏こん倒とうしているし、ウエイトレスたちはなんか気持ちよさそうな顔をしながら失神している。

「…………」

　俺たちが呆ぼう然ぜんとしながらそちらを見ていると――

　ケーキハウスの扉から、三人の人影が飛び出してきた。

　間ま宮みやさんと結ゆう野の、みちる先生だった。

　三人は制服と白衣、普段の姿に戻っている。脱だつ兎とのような勢いでこちらに駆け寄ると、喫茶店の扉を開けた。

　結野と間宮さんは肩で息をしている。みちる先生さえもちょっと疲れた顔をしていた。

「あ、あの……」

　間宮さんが言った。

「わたしがふっかけた勝負……やっぱり取とり止やめにしてもらうわけにはいかないでしょうか……？」

　珍しく敬語だった。

　俺はもう一度窓の向こうを見やる。なんというか、恐ろしいほどの惨劇だった。はたしてあの店でいったいなにがあったのか……

「ご、ごめんなさいごめんなさい……わたしがまた男のお客さんを殴っちゃったから……わたしを止めようとした店長もいっしょに……」

「嵐あらし子このせいで店がメチャクチャになったことに激怒したウエイトレスたちをなだめることができずにテンパった間宮由ゆ美みが、彼女たち全員をマッサージで黙らせた……そんなことをしてしまっては、あの店で働き続けることなどできないな……」

　なるほど……そういうことがあったんですね。

　でも、いまさら勝負を取り止めなんて……俺と辰たつ吉きちがいいと言っても、石動いするぎ先輩は絶対に取り止めには――

「いいわよ、取とり止やめにしても」

　ええっ!?「み、美み緒おさん、ほんと!?」

「本当よ。でも、その代わり――」

　先輩は窓の外を指差し、

「あっちのケーキハウスから、ホールケーキをもらってきなさい。できるだけ大きいやつ。あと、お菓子やらなんやらもできるだけ多く」

「そ、そんなのお安いご用よ！　一週間奴ど隷れいに比べたら……」

　間ま宮みやさんはすぐさま向かいのケーキハウスに向かった。

　昏こん倒とうしている店長らしき男性をかなり乱暴な感じで目覚めさせると、一言二言なんか喋しやべってから、ケーキハウスの中に入っていく。すぐに出てくる。ケーキの入っているであろう箱やらお菓子の袋やらを大量に抱えて。

　間宮さんは息を荒らげながら、

「て、店長に頼んで、バイト料の代わりにもらってきたわ！　なんでも好きに持っていってくれ、その代わりこの店には二度と来ないでくれって泣きながら言われたけど……」

　なんか、あっちの店長がかわいそうになってきた。

　石動いするぎ先輩は俺おれに笑顔を向けて、

「誕生日パーティ、できるでしょ？」

「は、はい、たぶん……」

「よし！　んじゃあ、ガキんちょどもの誕生日パーティをはじめるわよ！　間宮も嵐あらし子こもみちる姉ねえも手伝いなさいよね！」




　急ピッチでパーティの準備を進める。

　準備は、お客様である沢さわ村むらくんたちご一行にも手伝ってもらった。先輩が「あんたたちも準備を手伝いなさい、その代わりパーティの代金はタダでいいから！」と言うと、中学生たちは喜んで手伝ってくれた。ほんと、マスターごめんなさい……

　みんな必死に準備を進めたが、一番がんばっていたのは、石動先輩だった。

　一時も立ち止まることなく体を動かしている。誰だれかの弟らしい小学校低学年の男の子がいたずらで先輩のお尻しりを触ったりしたというアクシデントがあったというのに、先輩はキレて暴れず、その小学生を殴り飛ばすこともせず、パーティの準備を続けた。なんかあまりにも『らしく』なくて、俺は不思議を通り越してちょっと不気味だった。

　そして、三十分も経たたないうちに、準備が終わった。

　テーブルに大きなホールケーキが置かれている。

　そのケーキには、主役である早はや川かわ美み雪ゆきちゃんの年の数と同じだけの蝋ろう燭そくが刺さっている。

　美み雪ゆきちゃんは、ボブヘアーで瞳ひとみの大きい、かわいらしい女の子だった。ケーキの前に立つ美雪ちゃんは、大勢の人たちに囲まれて緊張しているのか、丸い頬ほおをちょっと赤く染めている。

　そして、定番のバースデーソング。

「ハッピーバースデー、トゥーユー！」

　二十人以上の大合唱だ。当然、俺おれたちも歌った。

「ハッピーバースデー、トゥーユー！」

　歌っている途中――ふと、気付いた。

　俺のすぐ隣にいる石動いするぎ先輩が、少し寂さびしそうな表情をしていたことに。

　どうして先輩がそんな顔をしているのかわからず、俺は首をかしげた。

　大合唱は続く。もちろん、先輩も声を出して歌っている。

「ハッピーバースデー、ディアー、ミ――」

　え……？

　俺は、石動先輩の顔を見つめた。

　いまのは……聞き間違いだろうか？

　いや、そうに決まってるんだが、でも……

　歌が終わると、大きな拍手が鳴り響いた。ハッと我に返った俺は慌あわててその拍手に加わった。

　美雪ちゃんが、ケーキに刺さっている蝋ろう燭そくの火を吹き消す。一度ではすべて消すことができず、二度三度息を吹きかけ、炎は消えた。もう一度、大きな拍手。

　美雪ちゃんは、とてもうれしそうな笑顔を浮かべながら「ありがとう」という言葉を何度も何度も繰り返していた。

　そんな美雪ちゃんを、先輩は笑顔で見つめている。

　でも、その笑顔には、祝福の気持ち以外の感情が混ざっているように見えた。

　どうしても、そういうふうに見えた。




　貸し切りは午後六時から、閉店時間である午後八時までの約束だった。

　パーティが終わり、中学生たちが帰路についた頃ころ、マスターと委員長がようやく意識を取り戻した。

　マスターと委員長は、自分たちが気絶しているあいだ店を切り盛りした俺たちにとても感謝している様子だった。

「本当にありがとう！　たすかったよ！」

「さすが美み緒おさまです……素晴らしいです……」

「当然よっ！　美緒さまの辞書に不可能の文字はないわっ！」

　先輩は薄い胸をえっへんと張り、告げる。

　……マスター、そんなに感謝しないでください。逆に胸が痛くなるから。店の売り上げがどんな感じになっているか知ったマスターは、きっといまと同じようには笑ってくれないだろう。

　後片付けはいいからと言ってくれたマスターのお言葉に甘え、俺おれたちは店を出た。

「ふいいいっ！　疲れたぁ！」

　石動いするぎ先輩は体を伸ばしながら言った。ぶはぁと豪快に息を吐く。

「でも、願いごとも無事に叶かなえることができたし、充実した一日だったわっ！」

　経営難の喫茶店を救って欲しいという願いごと……

　先輩は叶えたと思っているらしいが、たぶん――いや確実に、その願いごとは叶っていない。むしろ悪化したかもしれない。あえて口にしたりはしないが。

　委員長、すまん……せめて店が潰つぶれないように祈っとくよ……

　俺は天に祈りの言葉を捧ささげた。

　先輩は上機嫌な様子で、俺たちの先頭を歩いている。

「タロー？　どうしたの？」

　隣を歩いていた結ゆう野のが、首をかしげながら尋たずねてきた。

「え？　どうしたって……」

「なんか……難しい顔してる」

「そ、そうか？」

「うん」

「そうか……」

　俺はつぶやくように言うと、前方に視線を向けた。

　先輩の小さな背中を見つめる。

　美み雪ゆきちゃんのためにバースデーソングを歌っていたとき。

　先輩は、こう言っているように聞こえた。

『ハッピーバースデー、ディアー、ミオ……』

　いや、そんなわけはないと思う。俺の聞き間違いだと思う。

　でも。もしも、聞き間違いではないと仮定したなら……先輩はどうしてそんなふうに歌ったのだろう。

　うっかり名前を間違ってしまった？

　いや、そんなことあり得ないだろう。

　俺はふと思い出す。ケーキやお菓子が用意できなくなったから誕生日パーティを中止しようと言ったとき、先輩が頑かたくなにそれを拒こばんだことを。俺に『お願い』とまで言って。

　そして、誕生日パーティの準備を必死にがんばる姿を――

　祝福される美み雪ゆきちゃんを寂さびしげな表情で見つめる姿を――

「あ……」

　拍手に包まれうれしそうにしている美雪ちゃんに、憧どう憬けいのまなざしを向ける姿を――

「もしかして……」

　いや、でもそんな偶然あるわけ……

　まあ、確かめるのは自由だ。

　俺おれは一番後ろを歩いているみちる先生のそばに近づいた。

「あの、みちる先生……」

「砂さ戸ど太た郎ろうか。どうした？」

「今日って……もしかして、石動いするぎ先輩の誕生日じゃないんですか？」

　そう尋たずねると――

　みちる先生は少しだけ両目を見開いた。

「……どうして知ってるんだ？」

　やっぱり、そうだったのか。

「じつは、ちょっと思い当たるところがあって……」

　ごにょごにょ言う。

　みちる先生は先輩の背中を見つめ、

「君の言うとおり、今日は美み緒おの誕生日だ……美雪という女の子と同じく、な」

「先輩は、どうしてそのことを黙ってるんですか？　みちる先生も」

「美緒は、自分で自分の誕生日を人に言いふらすような人間ではないからな」

「まあ、そうですね……」

　確かに先輩はそんなことしなさそうだ。

「それに、美緒は、自分の誕生日があまり好きではないんだ。だから私も黙っていた」

「好きじゃないって……どうしてですか？」

「子供の頃ころ、あまりいい思い出がなかったからじゃないかな。いい思い出というか、誰だれかに心からお祝いしてもらった思い出がなかったから」

「それは……」

　どういう意味だろうか。

　気にはなったが、みちる先生のどこか悲しげな横顔を眺めていると、なぜかそれを尋ねることはできなくなっていた。

「美緒は誕生日が好きじゃない。だから、毎年この日は一人でなにもせずじっとして過ごすのが通例となっていた。でも、今年はそうではなかった。皆の願いごとを叶かなえると言って、君たちを集めて……それが、私には少し意外だったよ。もしかすると美緒は、願いごと云うん々ぬんは本当はどうでもよくて、ただ自分の誕生日に君たちといっしょにいて騒ぎたかっただけかもしれないな。まあ、それが当たっているかどうかは私にもわからないが」

「…………」

　俺おれは少し考えたのち、

「俺……」

　顔を上げ、言った。

「石動いするぎ先輩の誕生日パーティをやってあげたいんですが、いいですか？」

「それは君の好きなようにすればいい。私に許可を取ることではないよ」

　と言いながら、みちる先生は微妙にうれしそうな顔をしているように見える……そんな気がした。

「はい」

　俺はうなずくと、携帯電話を取り出した。

　前を歩く結ゆう野の、辰たつ吉きち、間ま宮みやさんにメールを送る。文面はこんな感じだ。

『じつは今日、さっき喫茶店でお祝いした美み雪ゆきちゃんと同じく、石動先輩の誕生日だったんだ。それで、いまから誕生日のサプライズパーティをやりたいと考えてるんだけど、みんなはどう思う？』

　喫茶店やケーキハウスでずっと働いていたので、三人の携帯はマナーモードになっている。バイブレーションでメールの着信を知った三人が、ほぼ同時に携帯電話を取り出した。メールを見て、驚きの表情を浮かべたあと、すぐに『賛成』の返信をしてくれた。

　辰吉が、こそっと俺の隣に並んでくる。

「太た郎ろう、パーティってどこでやるつもりなんだ？　やっぱ部室か？」

「ああ、部室で。いまから準備して……」

　と――

「あーあ、今日は本当に疲れたー」

　石動先輩が前を向いたまま言った。俺たちは一瞬びくっとなってしまった。

「なんか、すごく眠いわ……家に帰ったら、すぐに爆睡しちゃいそう……」

　先輩はあくび混じりでつぶやく。

　俺たちは顔を見合わした。

　やばい。家に帰って寝てしまったら、先輩はもうテコでも起きないだろう。

　このまま帰すわけにはいかない。でも、誕生日パーティのことを言って引きとめるわけにもいかない。それだとサプライズにならないし、きっと先輩は素直にパーティに参加してくれないような気がしたから。

　俺はあたふたしながら、

「こりゃあまずいな。いったいどうすれば……」

「太郎」

　辰たつ吉きちは俺おれの顔を見つめ、

「おまえが言い出しっぺなんだからな。おまえががんばれ」

「へ？」

　辰吉は前を向いて、

「石動いするぎ先輩！」

　と、大声で先輩を呼んだ。

「ん？　なによ葉は山やま？」

　先輩はめんどくさそうに振り返る。

　辰吉は俺のほうを指差して、

「いま、太た郎ろうが言ってました。やれやれ、今日はあの貧乳先輩のせいですげえ疲れた。最悪の一日だった。誰だれかいい加減あの小学生乳をなんとかしてくれ――って」

「いいっ!?」

　俺は驚いて辰吉の顔を見る。青ざめながら。

「た、たた、たつき……おまえ、なに言って――」

「三十分だ」

　辰吉はぼそっと告げる。

「え……？」

「俺と由ゆ美みと結ゆう野のが、なんとか三十分でパーティの準備を終わらせる。そのあいだ、おまえは石動先輩が家に帰らないように、先輩を引きつけておいてくれ」

「引きつけておいてくれって……まさか……」

　まさか――三十分間、怒り狂った先輩から逃げ続けろってことですか？

「いまはこの方法しか思いつかん。頼んだぞ」

　頼んだぞって、マジかよ……

「ブ、ブ、ブブブ……ブタロウ……」

　低い声で言ったのは、もちろん石動先輩だった。

　びきびきと表情を引きつらせながら、俺を睨にらみつけ、

「い、い、いま葉山が言ってたことは、しし、真実かしら……？」

「う、ううう……」

　俺はかなり恐ろしかったが――

　覚悟を決めた。

　俺は辰吉にコートとマフラーをあずけてから、

「そ、その通りだよ、このツルペタ女が！」

　大声で叫ぶ。

「おまえのハチャメチャな行動にはもううんざりなんだよ！　つーか、なんだその胸!?　なんでそんなペッタンコなんだ!?　高校生にもなって恥ずかしくないのか！　やーいやーい、胸無し美み緒おちゃん！」

「うん、死刑」

　先輩は短く言うと、猛烈な勢いで俺おれのほうに突進してきた。

「う、うわああああ！　はあ、はあ、はあ……」

　俺は微妙に気持ちよくなりながら、先輩に背を向け、全速力で逃げ出す。

　命がけの逃とう避ひ行こうのはじまりだった。




「待ちやがれ、このド変態野郎がああああ！」

「ひ、ひいいいいいいいいい――――っっ！」

　日が落ちた商店街を、俺は泣きながら激走していた。

　捕まれば殺される。確実に殺される。かなり悲惨な殺され方をされる。

　俺は人生一番の全力で、すぐ後ろをついてくる殺気の塊かたまりから逃げていた。

「大丈夫、怒ってないから……ぜんぜん怒ってないからあああ！」

「ぜ、ぜぜぜ、絶対にウソだああああ……はあ、はあ、はあ……」

　こんなときでも気持ちよくなってしまう自分が悲しかった。

　冷たい大気を引き裂さきながら、全速力で走る。

「ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ……」

　三十分は長い。かなり長い。

　はたして、俺は先輩から逃げ切ることができるだろうか。

　わからない。でも、逃げ切らなければ、先輩の誕生日パーティはできない。

「く、くそ、このブタ……今日は妙に速いじゃない……」

　背後から苛いらついた声が聞こえてくる。

　当たり前だ。今日は、気合いが違うのだ。

　三十分……絶対に逃げ切ってやる……

　――商店街を抜け、住宅街へ。

　明るい月明かりの下、阿あ修しゆ羅らのような気配を放はなつ後ろの人から逃げる。

　逃げる。さらに逃げる。

「ぜえ、ぜえ、ぜえ、ひゅー、ひゅー、ひゅー……」

「くっ……ハァ、ハァ、ハァ……」

「ぜえ、ぜえ……ど、どうした貧乳！　も、もうへばったのかぁ!?　ひ、ひひ、人より胸がないぶん身軽なくせに、情けない奴やつだなあ！」

「お、おまえ……っ！　どど、どうやら本当に死にたいらしいわね……」

　俺はがんばった。我ながら、本当にがんばったと思う。

　だが……やはり、もともとの身体能力に差がありすぎたのだ。

　広い駐車場を走り抜けようとしたとき――

「ぜえ、ぜえ、ぜえ――ぐぶ……っ！」

　俺おれは、後ろ襟を掴つかまれて、急停止した。

　掴んだのは、言うまでもなく……

「ふ、ふふふ……とうとう、捕まえたわ……」

　石動いするぎ先輩は世にも恐ろしい声でそうつぶやくと、

「そいやあああ――っ！」

「う、うひいい――っ!?」

　片手で、俺の体を投げ飛ばした。

「ぬおおおおおっ!?」

　宙を飛ぶ感覚。

　そして俺は――硬く冷たいアスファルトの上に背中から落下した。

「ぐ、ぐひょおおおっ！　はあ、はあ、はあ……」

　激痛がすぐ悦楽に変換される。

　――って、気持ちよくなってる場合じゃない！　早く逃げないと！

　いや……もう、逃げられるわけがなかった。

「――ブタロウ」

　仰あお向むけになった俺の上に、石動先輩が馬乗りになった。

「あ……」

「ほ、ほんとう、なめたマネしてくれたわね……」

　あまりの怒りのせいか、声が震えている。

　こりゃあ、マジで死ねるかも……

　と、そのとき――ポケットに入れておいた携帯電話が、短く震えた。

　俺は確信する。いまのはきっと辰たつ吉きちからだ。サプライズ誕生日パーティの準備が終わったことを知らせるメールだったに違いない。

　準備は終了した……でも、どうする？　いま俺は先輩に捕まってしまっている。

　先輩はいまから俺をボコボコにするだろう。運が良ければ、俺は気を失い、そして先輩は自分の家に帰る。運が悪ければ、俺は人生にさよならを告げることになり、やはり先輩は家に帰る。どっちみち、サプライズパーティは失敗に終わる。

　ぜんぶ正直に告げて、先輩を部室に向かうよう説得するか？

　いや、無理だな。そんなことをしても先輩は部室には向かわない。もうずいぶん長く一緒にいるのだ、そのぐらいのことはわかる。

　やはり……この苦境からなんとか抜け出すしかない。そして、部室まで逃げるのだ。それしか先輩を部室に向かわせる方法はない。

　でも、どうやって……

「うふふ……」

　石動いするぎ先輩は凄せい惨さんな笑みを浮かべながら、両手をすっと俺おれの首に触れさせる。

　背筋が冷たくなる。あ、やばい。この人、リアルに殺すつもりだ。

「あんたがいきなりトチ狂った理由はわからないけど……つーか、どんな理由があったってゆるすわけはないけど……」

　両手に少し力が加わる……はあ、はあ、はあ……

「これまで同じ部活で過ごしたよしみだわ……遺ゆい言ごんを聞いてあげる。最後に、なにか言いたいことがあったら、言いなさい……」

「…………」

　言いたいことは――

　言いたいことは、たくさんあった。

　先輩は自分の誕生日が嫌い……みちる先生はそう言ってた。でも、本当はそうじゃないんだろ。誕生日が嫌いなんじゃなくて、誰だれにも祝われることのない誕生日が寂さびしかっただけなんだろ。本当は、みんなにお祝いしてもらいたいくせに。誕生日おめでとうって言ってもらいたいくせに。だから、美み雪ゆきちゃんの誕生日パーティを中止にしたくなかったんだろうが。誕生日パーティでお祝いしてもらってる美雪ちゃんに自分を重ねたりしたんだろうが。他人のためのバースデーソングでこっそり自分の名前を歌うなんて寒いことしやがって。そんなに誰かにお祝いしてほしかったんなら、素直に言えばいいじゃねえか。俺たちに言えばいいじゃねえか。今日はあたしの誕生日なのって、そう言えば。自分は神様だとか神様だから人間の願いを叶かなえなきゃならないとかメチャクチャなことは言えて、どうしてそんな簡単なことが言えないんだよ。他人の願いどうこうより、自分がなにを願ってるのか、自分の願いごとはなんなのか、そっちのほうを大切にしろよ。そっちを大切にできない人間に、どうして他人の願いが叶えられるんだよ。

「な、なによ、そんな怖い顔して……そんな顔しても、絶対にゆるしてあげないわよ」

「…………」

　言いたいことはたくさんある。

　でも、いまは言えない。言うべきでもない。そう思う。

　だから――

「先輩……」

「なに？」

「ケーキハウスでは、残念でした」

「へ？　ケーキハウス？」

「俺おれたち、カップルのフリをしてケーキハウスに向かって……それで、チョコレートバーをかじるっていうイベントに参加したじゃないですか」

「た、確かに参加したけど……それのなにが残念だったのよ？」

「結ゆう野のたちがいたから、結局はできなかったけど……」

　俺は先輩の目をまっすぐ見つめ、告げる。真剣な口く調ちようで。

「あのとき、俺……先輩にキスするつもりだったんです」

「に、にに、にゃに――っ!?」

　先輩の顔が一瞬で赤くなる。

「な、ななにを言って――」

「事故を装よそおって、先輩にキスするつもりでした。すみません」

「…………」

　先輩は呆ぼう然ぜんとした様子。口をぱくぱくさせている。

「俺、どうしても先輩――美み緒おさんと、キスしたくて……」

「…………っ……！」

「その気持ちはまだ変わってなくて……だから、いま――」

　俺はつぶやくように言うと、上半身を起こし、先輩に顔を近づけようとする。

「――っ!?」

　先輩は耳たぶまで真っ赤にしながら、弾はじかれたような勢いで俺から飛とび退のいた。

「あ、ああ、あんた、いきなりなにを……」

　俺から距離を取り、あせあせとした様子で言う。

「あ、あたしとキスしたかったって……そ、それは、でも、えっと……」

「ウソです」

「……え？」

「すみません、いまのはちょっとした冗談です」

　言ってから、あははと笑う。

　作戦通り――先輩の拘束から逃れることができた。

「先輩はすぐ騙だまされるなあ！　なんか胸だけじゃなく脳みそまで貧しい感じですね！」

　先輩は愕がく然ぜんとしていた。

「というわけで――さよなら！」

　俺は全速力で先輩から逃げ出した。

　ちょっとの間のあと、背後からすごく静かな声で――

「……あ、やばい。今回は、本当に、殺してしまうかも……」

　絶対に捕まるわけにはいかない。

　俺は自分のしたことにかなり後悔しながら、夜の街を走り抜けた。




「殺す、殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す――っ！」

「ひ、ひいいいい――っ！」

　俺おれはもう完全に泣きながら全力疾走していた。

　恐怖とともに全身に広がる悦楽。この悦楽の濃度が、いまの先輩の殺気を如によ実じつに表していた。本気で殺害する気だ間違いなく。

　でも、もうすぐ……もうすぐなんだ……

　転倒しそうになりながら校門を通過する。

　ゆるやかなスロープを駆け上がり。

　桜の樹きのあいだを通り抜け。

　視界に、部室の姿が。

　あそこがゴール――

　俺は必死に右手を伸ばす。

　右手が、ドアノブを掴つかむ。

　俺は歓喜と達成感に表情をゆるませながら、ドアノブを半回転させ――

「死ねやこのゴミマゾヒストおおおおっ！」

「おぼおおおおおおおおおおおお――――っっ!?」

　後頭部に重い打撃を喰くらい、前方に吹っ飛んだ。

　ドア全体に全身が打ち付けられる。蝶ちよう番つがいが一瞬で弾はじけ飛び、俺の体とともにドアが前に倒れる。びたーんと。

　倒れたドアの上、うつ伏せに倒れる俺。打撃と、死の香りを放はなつ超絶快楽のせいでもう気絶寸前になっている俺の背中に、小さな両足が乗っている。背中に立っているのは、言うまでもなく、石動いするぎ先輩だった。

「ふん！　手間かけさせやがって、このド――」

　先輩の言葉を遮さえぎるように――部室にクラッカーの音が鳴り響く。

「え……？」

　先輩は驚きに両目を見開き、部室を見回す。

　クラッカーを鳴らしたのは、結ゆう野の、辰たつ吉きち、間ま宮みやさん、みちる先生。

　四人は声を揃そろえて――

「美み緒おさん！　誕生日おめでとうっ！」

「え、え、え……？」

　先輩は状況がまだつかめないのか、呆ぼう然ぜんとした面おも持もちできょろきょろしている。よろけるようにして、俺の背中から降りる。

　俺はぷるぷるしながら上半身を起こした。

　誕生日パーティの準備は、見事に整っていた。

　たった三十分しかなかったというのに、部室の中は色テープなどで装飾がほどこされている。テーブルの上には所狭しと料理やお菓子が並び、その中央には、大きなホールケーキが。もちろん蝋ろう燭そくの数は十七本だ。

　先輩はどういう表情をすればわからない様子で、

「こ、これは……なんで……」

「今日は……先輩の誕生日だったんでしょ？」

　俺おれは床に這はいつくばったまま、告げる。

「ブタロウ……？」

「だから、みんなでサプライズパーティをしようって思ったんです」

「…………」

　先輩は言葉も出ない様子で、その場に棒立ちになっている。

　俺は笑顔で先輩を見つめ、

「先輩はこういうのあんまり好きじゃないのかもしれないけど、でも、せっかくの誕生日なんだから……先輩がこの世に生まれた、特別な日なんだか――」

　言ってる途中――

　先輩の頬ほおを、涙が線を引くように流れた。












　俺おれはぎょっとした。みんなもぎょっとした。

　そして、涙を流した本人が一番ぎょっとしていた。

「ちょ――ち、ちが……こ、ここ、これはちがうというか、その、えと――」

　石動いするぎ先輩は顔を赤くしながら、あたふたした様子で涙を拭ぬぐう。

「ち、ちがうのよ、マジで……マジで……」

　涙はすぐに消えたが、顔はずっと赤いままだ。

　俺はゆっくりと立ち上がり、赤い顔の先輩を眺める。いまの先輩は、なんというか……ちょっとあり得ないくらいにかわいかった。

　と――

「美み緒お」

　みちる先生が、普段より優しい声で告げる。

「ケーキに刺さっている蝋ろう燭そくの火を消してくれ。主役の仕事だ」

　先輩は――

　両目を細め、うれしそうにほほ笑みながら、言った。

「う……うんっ！」

　それは、見る者すべてを幸福にするような――極上の笑顔だった。

　が、そのあと、

「でも、その前に……やらなきゃならないことが、あるの……」

　やらなきゃならないこと？　それはなんだろうか？

　先輩は左手を伸ばし、むんずと俺の襟元を掴つかむ。え――っ？

　そして、とても怖い声で、

「蝋燭の火を消す前に……まずは、こいつの命の火を消さないと……」

「う、うわあ……うまいこと言いますねえ、おもしろーい、あはは……」

「誕生日パーティはうれしいけど……でも、あんたからの暴言の数々は、決してゆるすことはできないの……決して……」

　えええ……そ、それはスルーするわけにはいきませんか、流れ的に……

　石動先輩は右みぎ拳こぶしを振り上げ――

「貧乳で悪かったなこらああああああ――――っっ！」

「で、でかるちゃあああああああああ――――っっ！」

　渾こん身しんの拳こぶしが、俺の頬ほおにめり込む。

　えへへ……このマックス快楽は、きっとサンタクロースからのプレゼントなんだ……

　俺は天井近くまで吹っ飛びながら、そんなことを思っていた。



















第三話　アンハッピーニューイヤー！







　一月一日。

　言うまでもなく、今日はお正月なのである。

　正午近くになってベッドから抜け出た俺おれは、自室を出て、あくびをかみ殺しながら階段を下りた。

　リビングに顔を出す。

　そこには、すでに姉貴と母さんがいた。

「おお……」

　俺は思わず声を上げてしまった。

　二人は着物姿だった。

　姉貴は赤色の、母さんは薄桃色の着物に身を包んでいる。とても華やかな衣装だった。

　姉貴と母さんは、リビングに入ってきた俺に気付くと、

「太た郎ろうちゃん！　あけましておめでとーっ！」

「太郎さん、おめでとうございますうーっ！」

「ふぐおっ!?」

　いつものように、俺に抱きついてきました。ぎゅーっと。

「ねえねえ、太郎ちゃん！　お姉ねえちゃんの着物姿どう？　キュートすぎて欲情しちゃったっ!?　あん、もう、せっかく着物に着替えたのに性獣と化した太郎ちゃんにすぐ脱がされちゃいそうだよ～！　でも、それもアリ！」

「誰だれが欲情するか！　そして脱がすかっ！　こ、こら、俺の手を強引に袖そでの中に入れようとするなっ！」

「太郎さんはクソガキの着物姿になんか興味ないですよねーっ！　七五三みたいだなって感じですよねっ！　着物は美しい大人おとなの女性が着ることによってはじめてその魅力が全開マックスパワー！　太郎さんのエロい象徴もマックスパワーになっているはずですから、いますぐ姫はじめやっちゃいましょう！　いざ、いざいざいざ！」

「馬ば鹿かなことを言ってんじゃねえ！　つーかおまえら正月くらい自じ重ちようしなさいっ！」

　俺は怒鳴り声を上げながら、二人を引きはがした。やれやれ。

　まあ、とにかく……

　俺おれはこほんと咳せき払ばらいしてから、

「姉貴。母さん。明けましておめでとう。今年もよろし――」

「こちらこそよろしくだよ太た郎ろうちゃああん！　今年だけじゃなくて死ぬまでよろしくだよ夫婦として！」

「明けましておめでとうございますーっ！　私は今年も太郎さん一直線ですから今年こそいっしょに婚姻届を出しにいきましょうね絶対に！」

「だから抱きつくなって言ってるだろうがあああ――っっ！」

　砂さ戸ど家の正月は、なんかいつもとまったく同じ感じだった。勘弁してくれ。




　ダイニングのテーブルには、すでにおせち料理が用意してあった。

　四段重ねのおせち料理。その一段一段に、ぎっしりと料理が詰まっている。

「すげえ豪勢だな……これ、作るの大変だっただろ？」

　椅い子すに座り、尋たずねる。

　姉貴と母さんはちょっとだけ得意そうに笑い、

「えへっ。このおせち料理はね、わたしとお母さんが三日前から一生懸命つくったものなんだよっ」

「そうなんです。太郎さんへの愛を込めて作りました」

「へえ……」

　俺が知らないあいだに、二人はそんなことを。なんか、ちょっと申し訳ない気分になった。

「えへへ」

「うふふ」

　姉貴と母さんは、俺を挟むようにして椅子に座った。

「……おい、この配置なんかおかしいだろ。なんで三人並んで座ってんだ。どっちか向かいに行けよ。あと、腕を組むな。箸はしが持てねえだろうが」

「まあまあ、太郎ちゃん。お正月なんだから固いこと言わずに」

「そうですよ、太郎さん。仲良くおせち料理を食べましょう」

「まったく……」

　俺はため息をついた。

　俺の左に座る母さんが、俺を見つめながら、

「太郎さん、知っていますか？　おせち料理には、それぞれ意味があるんですよ」

　言って、重箱の中の料理に目を向ける。

「海え老びは長寿、数の子は子孫繁栄……」

「あと、栗きんとんは金運とかなんだよー」

　と、姉貴が笑顔で言う。

「へえ、そうなんだ」

　まったく知らなかった。

　姉貴が、箸はしで里さと芋いもを掴つかむ。それを自分の口に運ぶと思いきや――

「はい、太た郎ろうちゃん。あーん」

　箸の先で掴んだ里芋を、俺おれの口元に持ってきた。

「ぶっ!?　な、なにが『あーん』だ！　アホか！」

「まあまあ、太郎ちゃん。これもお正月ということで」

「お正月とか関係ねえだろ！　あーんなんてしないからな絶対に！」

　言って、ぷいっと顔を背そむける。

　と、姉貴は悲しそうな顔で、

「そんな……せっかく、一生懸命つくったのに。三日前から時間と手間をかけてつくったのに。太郎ちゃんがまったく手伝いもせずぼけーっとしているあいだ、わたしは太郎ちゃんのことを想おもって、必死に……命を賭かけて……」

「う……」

　命を賭けてというのは明らかに言いすぎだが、痛いところを突かれたのも事実だった。くそ、なんかちょっと卑ひ怯きようだぞ姉貴。

　そんな俺の表情を見て、姉貴はすぐさま、

「はい、太郎ちゃん。あーん」

「ぐ、ぐぐ……」

　しょうがない。今日だけだ、今日だけ。

　俺は、ぱくっと里芋を口の中に入れた。もぐもぐと咀そ嚼しやくする。

「お、おふう……」

　姉貴はとろけそうな表情で呻うめき声を上げていた。

「な、なな、なんか、すんごい幸せだよ～……ク、クセになりそう……」

「はい、太郎さん、里芋をどうぞ。あーん」

　今度は母さんだった。

「か、母さんまで！　もう嫌だから――わーったよ、わかったから泣くなっ！」

　俺は再び里芋をぱくっと食べた。

「うはふう……ああ、あり得ないほどの幸福感が全身を包み込んでいます……なんか排卵しちゃいそうです……」

　母さんは上気した顔でつぶやいていた。

「太郎ちゃん、おかわりをどうぞ！　はい、里芋だよ、あーん！」

「太郎さん、あの幸福感をもう一度……はい、里芋です、あーん！」

「もうお断りだ！　つーかなんでさっきから里さと芋いもばっかりなんだよ!?」

「おせち料理の里芋にはね、子宝に恵まれるって意味があるの！　だから里芋をいっぱい食べてお姉ねえちゃんとの子供をいっぱいいっぱい作ろうよっ！」

「違いますよ静しず香かさん！　私と太た郎ろうさんとの子供をいっぱいっぱい作るんです！　子供みたいな静香さんに子供を作るのも育てるのも無理でしょうし！」

「おまえはもう出産に耐えられる年齢じゃないだろうがババァ――ッ！」

「し、失礼な！　充分に耐えられる年齢ですっ！　静香さん、全世界の四十代前半の女性にあやまってください――あやまれやコラアアアア！」

「こ、こら！　お箸はしをフェンシングのサーベルみたいに使って争うなっ！　危険だしお行儀が悪いでしょうがあああああ！」

　俺おれは慌あわてて二人の仲ちゆう裁さいに入った。正月くらい仲良くしてくれたまえ！




　おせち料理を食べ終わったあと、姉貴と母さんの提案で、お正月ならではの遊びをすることになった。

　まずは、福笑い。

　福笑いとは、目や鼻のパーツを、目隠ししながら合わせていくという遊び。うまく人の顔を作ればいいというものである。

　姉貴が、リビングの床の上に、福笑いのセットを置く。

「さ、はじめよっか！　太郎ちゃん福笑いを！」

「え……？」

　太郎ちゃん福笑い？

　訝いぶかしく思いながら、床の上の福笑いセットを見やる。

「ぬああっ!?」

　床の上に置いてあったのは――俺の顔だった。

「な、なんじゃこりゃ!?　なんで俺の顔が福笑いに……」

「太郎ちゃんの写真をもとに作ってみましたっ」

「アホか！」

「では、さっそく」

　姉貴は床の上に正座し、目隠しをする。

「太郎ちゃんへの愛があれば、太郎ちゃんの顔になるようパーツを並べるなんて造ぞう作さもないことだよ～。すんごくカッコよく並べちゃうんだから！」

　姉貴は顔の輪郭を象かたどった土台の上に、素早く両手を這はわせる。

　そして。

「できたっ！」

　うれしそうに言って、目隠しを外した。

「やったぁ！　完かん璧ぺきだよ！　完璧に太た郎ろうちゃんだよ！」

　確かに、パーツの配置は完璧だった。

　きりりとした二ふた重え瞼まぶたに、鮮あざやかなブルーの瞳ひとみ。すらっと通った高い鼻。ニヒルな感じの唇。さらには、ダンディな口くち髭ひげ……

「こいつ誰だれだよっ!?」

　俺おれは思わず叫んでいた。

「もちろん太郎ちゃんだよっ！」

「どこがだ!?　明らかに西洋人の顔じゃねえかっ！　つーか、この顔見たことある！　あれだ、あの人だ、日本でも人気のあるアメリカの俳優じゃねえか！」

　いったい、いつの間にパーツを差し替えやがったんだ。目にも止まらぬ早はや業わざだったぞ。

「違うよー、太郎ちゃんのお顔なんだもん。わたしには、太郎ちゃんがこの人と同じくらいカッコよく見えるってことなんだもん」

　姉貴が言うと――

「静しず香かさん……」

　母さんが低い声で言った。両腕を組み、姉貴を見下ろしている。

「あなたの太郎さんへの愛情、その底が知れましたね」

「え？」

「あなたは、太郎さんの顔を外国人の俳優に入れ替えた。太郎さんはこの人と同じくらいかっこいい顔をしていると。が、しかし！」

　びしっと人差し指を姉貴に突きつけ、大声を張り上げた。

「それは逆に言うと、いまの太郎さんの顔よりも、その俳優の顔のほうがかっこいいと思っているからではないんですか潜在的にっ！」

「な――」

　姉貴は非常に慌あわてた顔をして、

「ち、ちちち、違うよっ！　これはそういうことじゃないよ！」

「いえ、そういうことです！　ああ、静香さんはなんて酷ひどい人なんでしょうか！　私は静香さんとは違います、いまの太郎さんのお顔が世界で一番かっこいいと思っていますから！　だから、福笑いに俳優のパーツを使うことなんてあり得ません！」

　いや、誰がどう見ても俺よりその俳優のほうがかっこいいと思うんだが……

　姉貴はくるっと俺のほうに顔を向けると、

「ち、違うんだよ、太郎ちゃん！　ああ、太郎ちゃん、そんな顔しないで……そんな、超大好きで愛している許嫁いいなずけに裏切られたような顔をするのは……」

「いや、そんな顔はまったくしてないんだが……」

「ご、ごめんなさい太た郎ろうちゃーん！　太郎ちゃんはあんなクソ俳優よりも百万倍はイケメンだよぉ！　ラーメン、つけ麺めん、太郎イケメンだよぉ！」

　姉貴は俺おれの胸の中に飛び込んでくる。

「こ、こら、やめれっ！　離れろ！」

「離れないもん！　太郎ちゃんがゆるしてくれるまでは、絶対に！」

「ゆるすもなにも怒ってねえから！　俺はそこまでナルシストじゃねえ！」

　なかなか離れようとしない姉貴。俺はグルグル回転し、遠心力を利用して姉貴の体を引きはがした。

「ふっ……では、次は私の番ですね」

　母さんは静かに言うと、福笑いセットの前に正座した。

　目隠しをし、俺の写真をもとにしたパーツを手にする。

「世界一かっこいい太郎さんのお顔を、完かん璧ぺきに再現してみせます。愛の力で」

　顔の輪郭の中に目や鼻のパーツを置いていく。

　しばらくして、

「ふう……完成です」

　言うと、母さんは目隠しを外した。

　俺と姉貴は、完成したという福笑いを見やった。

　俺は微妙な表情を浮かべ、姉貴は「うぷっ」とバカにするような笑みを浮かべた。

「な……こ、これは……」

　母さんは愕がく然ぜんとした顔をする。

　福笑いは、なんというか、ぐちゃぐちゃだった。

　左目が頬ほおの辺り、右目が額ひたいにある。鼻は斜めになっているし、唇は輪郭をまたぐような場所に置いてあった。

「なぁるほど……」

　姉貴はにやにや悪い笑みを浮かべながら、

「お母さんには、太郎ちゃんの顔がこんなふうに見えてるんだ……こんな、わけのわかんないモンスターみたいな顔に」

「ち、ちが――」

「太郎ちゃん、あの人ひどいよね。太郎ちゃんのかっこいいお顔をあんな変な感じにしちゃって。あの額にある目はなにかな？　邪じや眼がんかな？」

　姉貴は俺に腕を絡からませながら、ちょっと憎にくたらしく見えるような半笑いで母さんを見つめている。

「いや、ただ普通に失敗しただけだと思うけど……」

「ううん、そんなことないよぉ。太郎ちゃんへの確かな愛情があれば、目隠ししていたって太た郎ろうちゃんの顔を完かん璧ぺきに再現できるはずだよ。心の目――いや、子宮の目で」

「子宮の目ってなに……？」

「それができないってことは、あの人は太郎ちゃんのことを心から愛してないってことだよっ。口だけだってことだよ」

「静しず香かさん……」

　母さんの全身から闘気が放出される。

「そ、それ以上ふざけたことを言うと……あなたの顔をこの福笑いみたいにしちゃいますよ……」

「やれやれ、暴力なんて最低だよー。この負け犬おばさんは本当に哀あわれだね。……いいよ、受けて立つよ」

「や、やめろ二人とも！　ノー・モア・ウォー！　ノー・モア・ウォー！」

　俺おれは慌あわてて二人のあいだに入る。

「せっかくの正月なんだから、楽しく仲良く！　そうだ、次は福笑いじゃない遊びをしようぜ！」

「太郎さんがそう言うなら……」

「うん、そうだね……」

　俺はホッと安あん堵どの息を吐く。なんとかわかってくれたようだ。

「――じゃあ、次はカルタをしましょう」

　と、母さんが言った。

「あ、そうだね。例のカルタを……」

「ええ、例のカルタです」

　例のカルタ？　なんだそれは？

　母さんはどこからか持ってきたカルタを、床の上に並べる。

「これはね、わたしとお母さんが協力して作ったカルタなんだよー」

「はい、そうなんです。太郎さんは読み上げる役をやってくださいね」

　俺は、床に並んでいくカルタに目を向けた。

「のほおうっ!?」

　そのカルタの札には――俺の写真が使われていた。

　制服姿の俺、歯磨きをする俺、風ふ呂ろ上がりの俺、ごはんを食べている俺、眠っている俺、テレビを見ている俺、漫画を読んでいる俺……

「な、なんだこりゃ!?　なんで俺の写真がカルタの札になってんだよ!?」

「それはね、これが太郎ちゃんカルタだからだよー」

「太郎ちゃんカルタ!?」

　太郎ちゃん福笑いに続いて、今度はカルタですか!?

「私たちが苦労して作ったカルタなんですよ。さあ、太た郎ろうさん、いっしょにこのカルタで遊びましょう」

「…………」

　姉貴と母さんはにこにこ笑顔で俺おれを見つめている。

　太郎ちゃんカルタ……なんてアホなもんを作ったんだ。アホすぎる。

　俺はしょうがなく、カルタを読み上げる役をやることにした。ここで断ったり怒ったりしたらまた暴走しそうな気がしたから。

　俺たちはカルタの札を囲み、座る。

「じゃあ、読むぞ」

「うんっ！」

「はいっ！」

　姉貴と母さんが元気よく返事をする。

　俺はため息をついてから、そこに書いてある文章を読んだ。そこにはどうやら、カルタの札に使われている俺の写真、その様子やそこに写っている俺の心情などが書いてあるようだった。

「風ふ呂ろ上がり、ああー気持ちよかった、やっぱり風呂は最高だな。さて、風呂で体をきれいに洗ったことだし、いまから静しず香かの部屋に行って静香と産まれたままの姿で情熱的な愛の営いとなみを――って、なんじゃこりゃ!?」

「太郎ちゃん、途中でやめちゃダメだよー。ちゃんと最後まで読んでくれないと」

　姉貴が不満そうに言ってる途中、

「はいっ！」

　と言って、母さんが札を取った。

「これですね。『ふ』の札です。写真も風呂上がりの太郎さんですし」

「ああ、正解だ」

　俺はため息をつき、次のを手に取る。

「じゃあ、次のにいくぞ」

　乗りかかった船だ。最後までやってやる。かなり馬ば鹿からしいが。

「今日は大好きなドラマの日だ。このドラマはすげえおもしろいな。まあ、そんなことより、智とも子こはどうしてあんなに綺き麗れいで美しいのだろうか。ああ、智子。俺は智子のことが大好――」

「はいっ！」

　今度は姉貴が札を取った。

「これだねっ！　太郎ちゃんがテレビを見ている写真の札だよっ！」

「静香さん……」

　母さんは、恨めしそうに姉貴を見やる。

「もう少しで、太た郎ろうさんの『大好きだ』が聞けたところだったのに……もうちょっと我慢してくれれば……」

「ふんっ。そんなの知らないよ」

「じゃあ次に行くぞ。――いまから学校だ、めんどうくさいな。こんなときは静しず香かのことを考えよう。静香は素晴らしい女性だ。俺おれは静香と出会えて本当によかったと思っている。静香、俺は君のことを本当に愛して――」

「はいっ！」

　母さんが札を取る。が、それはまったく違う札だった。

「あらあら、間違えてしまいました。ごめんなさい」

「ふざけるなだよっ！」

　姉貴は立ち上がり、叫んだ。

「正解ならともかく、間違いで太郎ちゃんの『愛してる』を止めるなんて……それはもう反則と言っていいほどゆるされざる行為だよっ！」

「間違えてしまったんだからしょうがないじゃないですか！　私だってわざと間違えたわけではないんですよっ！　正解の札がすぐに見つからなかったから違う札でもいいからとりあえず太郎さんの言葉を止めてしまえとか思ってなかったんですよ！」

「それってわざとじゃないっ！　もはや自分で罪を告白してるよ！」

「ええ、わざとですともっ！　それがなにか!?」

「なに開き直って逆ギレしてるんだよっ!?」

　姉貴と母さんはぎゃーぎゃー言い争いを続けている。ああ、なんて醜みにくいんだ。

　そのとき――インターホンが鳴った。

　姉貴と母さんは闘争に夢中で聞こえていない様子。仕方なく俺が出ることにした。

　元がん旦たん早々、誰だれだろう。俺は玄関のドアを開けた。

　来訪者は、いつの間にか門戸を通り抜け、ドアの前に立っていた。いきなり目の前に顔が現れたことに驚き、俺はちょっとのけぞった。

　目の前に立っていたのは、長身の美少女だった。

　みちる先生と同じか、少し低いくらいの身長。全体的に色素が薄く、背中まで伸びた長い髪は淡い色をしている。真っ白な肌に、綺き麗れいな虹こう彩さいが印象的な大きな瞳ひとみ。頭が小さく見事な八頭身で、アイドルのようにウエストが細かった。

　いきなりの美少女登場に、ちょっと俺はうろたえた。

　かなり大人おとなっぽいけど……年齢はどれくらいなのだろうか？

　少女はじっと俺を見上げている。じーっと。

「あの、どちらさんかな？」

　尋たずねる。と――

　少女は祈るように両手を胸の前で組みながら、ふんわりとした声で、

「太た郎ろうお兄ちゃん」

「え？」

「やっと会えた。お兄ちゃん」

　言うと、俺おれの胸の中に飛び込んできた。

「…………」

　えーっと……

　この状況は、いったいなんですか？

　わけがわからず固まっていると、

「――っ!?」

　背後から、異様なほど強烈な殺気を感じた。

　慌あわてて振り返る。

　姉貴と母さんが立っていた。

　いつの間にかリビングから出てきていた姉貴と母さんが、鬼のような殺気を放出しながら、修しゆ羅らのような形ぎよう相そうで、俺たちのほうを見ていた。

「た、たた、太郎ちゃん、そいつはいったいなんなの……？」

「たた、太郎さんにがっつり抱きついて……自殺志願者ですか……？」

　二人はゆっくりと俺たちのほうに向かってくる。

　完全に、人を殺す覚悟をした目だった。

「ちょ――ふ、二人とも待て！　落ち着け！」

　このままでは、この少女が惨ざん殺さつされてしまう。そんなことを思っていると――

　少女は俺から離れ、姉貴と母さんに向きやった。

　そして、ぺこりと頭を下げ、

「智とも子こおばさん、静しず香かお姉ねえちゃん、お久しぶりです」

　と、言った。

　姉貴と母さんの歩みが止まる。一瞬、きょとんとした顔になる。

　そんな二人に、少女は告げた。

「七なな葉はです。砂さ戸ど七葉」

「七葉……」

　俺はぽつりとつぶやいた。

　その名前には、なんだか聞き覚えがあるような……

「七葉って……あっ！」

「従姉妹いとこの、七葉ちゃん？」

　と、母さんと姉貴が続けて言った。

「七なな葉は……ああ、確か何年か前に親しん戚せきの集まりで会ったことのある――」

　そうだ、思い出した。

　あれは六年くらい前のことだったと思う。親戚たちの集まりがあって、俺おれたちも顔を出した。

　そのときに七葉ちゃん――父さんの弟の娘さんである彼女と会ったんだ。

　でも、あのとき七葉ちゃんは七歳だったから……ということは、いまはまだ中学生？

　へえ、ずいぶんと大人おとなびているなあ……

「そっか、従姉妹いとこの七葉ちゃんだったんだねっ！　久しぶり！」

「うわー、本当に久しぶりですねえ。月並みなセリフですが、大きくなって。確か、今年……じゃなくて去年、中学生になったんですよね？」

　姉貴と母さんは笑顔で言ってから、

「でも、本当に残念だよ……親戚を手にかけなきゃならないなんて……」

「ええ、残念です……せめて、香典は多めに出すことにしますね……」

　殺気を復活させる。

「あ、あんたらなに言ってんの!?　この子は親戚だぞ！」

「親戚だろうが親子だろうが、太た郎ろうさんを狙ねらう輩やからは滅めつ殺さつしなければなりません。愛ゆえに」












「その通りだよ……むしろ血がつながってるからムカツクことだってあるんだよ……」

「そ、それはいままでのあんたらを見てればすごくよくわかることですが、とにかく冷静になれ！」

「太た郎ろうお兄ちゃん……智とも子こおばさんと静しず香かお姉ねえちゃん、なんだか怖いっ」

　言って、七なな葉はちゃんは俺おれの背中に隠れる。俺の腰の辺りをぎゅっと握る。

　二人の殺気が激化した。

　七葉ちゃんに襲いかかろうと一歩前に――

「ストップ！　ストーップ！」

　俺は両手を広げ、二人の前に立ちはだかった。

「おまえらやめろっ！　わざわざ年始の挨あい拶さつに来てくれた親しん戚せきに酷ひどいことをするのは絶対にゆるさないからな！」

「た、太郎ちゃん……」

「太郎さん、その子を渡してください……その子は危険です。私にはわかるんです」

「おまえらのほうが百倍危険だっ！」

　俺は七葉ちゃんを見下ろし、

「七葉ちゃん、ここにいたらなにをされるかわからないから、俺の部屋に行こう」

「あ……は、はい」

　七葉ちゃんはこくこくとうなずく。

　俺は七葉ちゃんを連れて二階に向かった。




　部屋には絶対に入ってくるな、こっそり覗のぞいたりするのも禁止、もしそんなことをしたら一生口をきかない――姉貴と母さんにそう告げ、俺と七葉ちゃんは部屋に入った。

　七葉ちゃんは部屋のカーペットの上にちょこんという感じで座っている。

　黙って座っていると、なんかお人形さんみたいなのだ。

　親戚だからどんなにかわいくてもドキドキとかはしないのだが、ついつい見とれたりはしてしまう。本当に綺き麗れいになって……

「悪いな、七葉ちゃん。せっかく来てくれたのに」

　言うと、七葉ちゃんはふるふる首を横に振り、

「ううん、そんなことないよっ。それに、智子おばさんと静香お姉ちゃんが太郎お兄ちゃんを大好きだってことは、前から知ってたし」

「え、どうして知ってるんだ？」

「だって、六年前の集まりでも、おばさんとお姉ちゃんはなんかすごかったし」

「ああ、そうだったっけかな……」

　俺はため息をつく。

　俺おれはその『すごかった』場面には出くわしてないが、どんな感じだったのか想像するのは難しくなかった。

「でも……」

　七なな葉はちゃんは膝ひざで歩くような感じで俺のほうに寄ってくる。

　そして、上うわ目め遣づかいで、

「久しぶりに太た郎ろうお兄ちゃんに会えて、本当にうれしい」

「ああ、俺もうれしいよ」

「え……ほんと？」

　俺は笑顔でうなずく。

　七葉ちゃんは、

「えへへ……」

　と、ふんわりほほ笑んだ。

　外見は大人おとなびているが、喋しやべるとやっぱりまだ中学生だなと思える。そのギャップがとても愛らしい。

　その愛らしい笑顔が、愕がく然ぜんとしたものに変わる。

　あれ？　どうしたんだ？

　七葉ちゃんの視線は、窓の外に向いているようだった。

　その視線を追うと――

「ごぶぶ――っ!?」

　窓の外。

　そこに、姉貴がいた。

　姉貴は――凧たこに乗っていた。

「な、ななななな!?」

　巨大な凧に大の字の格好で張り付くようにして、空を飛んでいる。そこから、見下ろすようにして俺の部屋の中を覗のぞいていたのだった。ぎらぎらした瞳ひとみで。

　俺は窓に駆け寄り、窓を開けた。姉貴は屋根より高い位置を飛んでいる。紐ひもを操作しているのは、もちろん母さんだった。

「お、おまえらなにやってんだ！　つーかなんでそんなことができんだ!?　もしかして忍者なの!?」

「あ、太郎ちゃん！　わたしたちが凧で遊んでいるすぐ近くが太郎ちゃんの部屋だったなんて、これは奇遇ですなあ！」

「露ろ骨こつな嘘うそをつくな！　明らかに部屋の中を覗き見ることが目的だろうが！」

「そんなことないよぉ！　わたしたちは、ただお正月ならではの遊びを楽しんでいただけだよぉ！」

「アホか！　お正月に凧たこを飛ばす人はいても凧で空を飛ぶ人はいません！」

　俺おれが頭を抱えて呆あきれていると、

「ほあっ!?」

　姉貴が変な声を出した。

　見ると、姉貴が張り付いている凧の糸が、電柱に引っかかっていた。

「ひょええええ！　お、お母さん、なにしてるんだよ!?」

「す、すみません！　制御が難しくて――」

「ひゃあああああああ！　お、おお、落ちるうううう！」

「し、静しず香かさん、こっちに来ないで――ノオオオオオオ！」

　凧はきりもみ回転しながら墜落した……ちょうど母さんがいたところに。

　道路の上、二人は凧とともにもみくちゃになって目を回している。

　俺はもう呆れて声も出ない感じで、七なな葉はちゃんのところに戻った。

「悪いな、七葉ちゃん」

「う、ううん。ちょっと驚いただけだから」

　ああ、七葉ちゃんはとてもいい子だなぁ。あの親子に爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてやりたい。

　俺がほほ笑みながら七葉ちゃんを見つめていると、

「……太た郎ろうお兄ちゃん。あたし、もう我慢できない」

　七葉ちゃんは言って――

　ぎゅっと、俺に抱きついてきた。

「へ……？」

「ああ、太郎お兄ちゃんの体、とってもあったかい」

「あ、あの……七葉ちゃん……？」

「あたしね、ずっと太郎お兄ちゃんに会いたかったの」

　七葉ちゃんは俺の胸に頬ほおをすり寄せている。

「太郎お兄ちゃんの心臓、とくんとくんって言ってるよ」

「えーっと……」

「ねえ、太郎お兄ちゃん、知ってる？」

　七葉ちゃんは俺を見つめると、言った。

「従兄妹いとこどうしって、結婚できるんだよ？」

　そのとき――

　ガシャアアンという轟ごう音おんが部屋に響いた。

　そして、俺と七葉ちゃんの顔のあいだを、なにかが超スピードで通り抜けた。

「な……」

「あ、あわわ！　前髪からなんか煙が……」

　七なな葉はちゃんが慌あわてながら両手で前髪をぱたぱたする。

　俺おれたちの顔のあいだを通り抜けたもの、それがドアに突き刺さっていた。それは――

「これは……羽は子ご板いたのシャトルか？」

　さらに、

「おおおう!?　ま、窓が粉砕してる！」

　さっきの轟ごう音おんは、窓が割れた音だったのだ。

「い、いったいなにが……」

　呆ぼう然ぜんとしながら窓のほうを見ていると――気付いた。

　粉砕した窓の向こう、道路の向こうにある家の屋根の上に、人影があった。

　羽子板を振り下ろした格好でそこにいたのは、

「か、母さん!?」

　我が母親でございました。

「え、じゃあ、シャトルを部屋に打ち込んだのは、母さんなのか!?」

　俺はガラスの破片を触らないように注意しながら窓に近づき、大声を張り上げた。

　つーか、なんで羽子板でこんな兵器級の破壊力が出せるんだよ。

「ごめんなさい、太郎さん！」

　母さんは「えへっ」という感じで笑いながら、

「羽は子ご板いたをしてたら、失敗しちゃいまして、シャトルが太た郎ろうさんの部屋の中に……」

「めちゃくちゃな嘘うそをつくんじゃねえ！　なんで屋根の上で羽子板をやる必要があるんだっ！　相手もいねえし！」

　完全に狙そ撃げき目的でしょうが！

「嘘じゃないですよ！　本当なんです！　お正月ならではの遊びに熱中してただけなんです！」

「バカか！　もう羽子板は禁止！　今度やったら親子の縁を切るからな！」

「え？　それは……親子の縁を切って、恋人としてスタートするという……」

「そういう意味じゃねえ！　とにかく、羽子板は禁止だ！」

　怒鳴ると、俺おれは七なな葉はちゃんのところに戻った。

「……本当にごめん」

　もう、あやまるしかない。

　俺は粉砕した窓を一いち瞥べつしたあと、

「部屋もこんなふうになっちまったし、初はつ詣もうでにでも行こうか？」




「おお、寒い……」

　俺はつぶやき、身を縮める。

　俺と七葉ちゃんは並んで道路を歩いていた。

　目的地は、近くにある小さな神社だ。

「七葉ちゃん、寒くないか？」

「ううん、大丈夫」

　七葉ちゃんは笑顔で言ってくる。

　が、すぐに、

「あ……でも、やっぱり、ちょっとだけ寒いかも。特に手が」

　両手にはあっと息を吹きかける。

「……太郎お兄ちゃん」

「ん？」

「あの……もし迷惑でなかったら、手をつないでいい？」

　もじもじと、恥ずかしそうな様子で告げる。

「て、手が寒いから、手をつないだらあったかくなるんじゃないかなって、そう思って……」

　七葉ちゃんは少し顔を赤くしながら、うつむく。

　なんとまあかわいらしい。俺は笑って、

「そうだな、手をつないだほうがあったかいかもな。じゃあ、つなごうか」

「う、うん！」

　七なな葉はちゃんは顔を上げ、弾はずんだ声で言う。

　俺おれは七葉ちゃんと手をつないだ。ぴくん、と七葉ちゃんの体が震える。

「あ、ああ……幸せ……」

　七葉ちゃんが小さな声でつぶやいていた。俺は首をかしげた。

「ねえ、太た郎ろうお兄ちゃん、六年前のこと覚えてる？」

「え？」

「六年前、親しん戚せきたちで集まったとき、年齢の近い子供たち何人かで外で遊んだりしたよね」

「ああ、そんなこともあったかも……」

「みんなで隠れん坊してる途中、あたし、あんまり知らない場所だったから、外で迷子になっちゃったの。怖くて寂さびしくてどうしようもなくて、わんわん泣いちゃった。そのとき、あたしを見つけてくれたのが、太郎お兄ちゃんだった」

「ああ……」

　俺は思い出していた。そう、迷子になった七葉ちゃんを見つけたのは、確かに俺だったのだ。

　七葉ちゃんは俺を見上げ、

「そのときからね、あたし……」

「七葉ちゃん？」

　どうしたのだろう、なんか七葉ちゃんは少し息が荒くなっていた。

「あたし、太郎お兄ちゃんのことが好きで……大好きで……」

「へ……？」

「あまりにも大好きで……で、できれば結婚したくて……」

「あ、あの……」

「とゆーか、太郎お兄ちゃんの子供を身ごもりたくて……」

「七葉ちゃんなに言ってんの!?　あなた中学生ですよ!?」

「太郎お兄ちゃんっ！」

　七葉ちゃんはがばっと俺に抱きついてくる。

「好きです！　愛してます！　結婚を前提にお付き合いしてください！」

「え、えええっ!?　七葉ちゃん、ちょっと落ち着いて……」

　七葉ちゃんは親戚で、俺にとって妹みたいな存在で、身内みたいなもんで、恋愛感情なんてとてもじゃないけど抱けそうになかった。まだ中学一年生だし。

「な、七葉ちゃん、俺たちは親戚だし……えっと、そういうのは……」

「どうして!?　さっきも言ったけど、従兄妹いとこどうしは結婚できるのよ!?」

「そういう問題じゃないというか……」

「太郎お兄ちゃんは……あたしのこと、嫌いなの……？」

　七なな葉はちゃんはうるうるした瞳ひとみで俺おれを見上げてくる。

　俺は「うっ」と呻うめいた。なんか、すごく罪悪感を刺激してくる表情だ。

「き、嫌いじゃない」

「あたしのこと、少しでもかわいいって思ってくれてる？」

「七葉ちゃんはかわいいよ。本当に」

「だったら――」

「でも、そのかわいいっていうのは、なんというか……」

　そのとき。

　ひゅんひゅんと鋭い音を立てながら、なにかが飛来した。七葉ちゃんに向かって。

「――っ!?」

　それに気付いた七葉ちゃんが、咄とつ嗟さにその場から飛とび退のく。

　七葉ちゃんに向かって飛んできたのは――独こ楽まだった。

　複数の独楽が、さっきまで七葉ちゃんが立っていた地面の上で回転している。

「へ？　こ、独楽？」

　俺は呆ぼう然ぜんと声を上げる。

「あー、太た郎ろうちゃんと七葉ちゃんだあ！」

「こんなところで会うとは、偶然というのは怖いですねえ！」

　なんか棒読み口く調ちようでそう言ったのは、いつの間にか近くに立っていた姉貴と母さんだった。

　俺は二人に顔を向け、

「姉貴！　母さん！　おまえら、俺たちを尾び行こうしてたな!?」

「へ？　太郎ちゃん、いったいなに言ってるんだよぉ」

「そうですよ、私たちはただ独楽で遊んでいただけです」

「あ、あの……」

　おずおずと言ったのは、七葉ちゃんだった。さっきまで地面で回っていた独楽を手に持ち、

「この独楽……なんか、カッターナイフみたいなので作ったブレードが取り付けてあるんですけど……どうしてこんなものが……」

「それは貴様の肉体を八やつ裂ざきにするためだよっ！」

「し、静しず香かさん!?　本音が出ちゃってますよっ！」

「とにかく、おまえらはもう帰れ！　もう尾行なんかすんなよ絶対に！」

　ぷいっと二人から顔を背そむける。

　そして、怯おびえた様子の七葉ちゃんに、

「七葉ちゃん、大丈夫か？」

「う、うん、なんとか……」

　けなげにほほ笑んでくれる。なんていい子なんだ。

　俺おれと七なな葉はちゃんは、神社に向かって歩く。

　やれやれ、あの親子はまったく……

　そのとき――

　急に、七葉ちゃんの顔色が厳しいものに変わった。

　その次の瞬間、七葉ちゃんは素早い動きで真横に飛とび退のいた。

　そして、さきほどまで七葉ちゃんがいた空間を、なにかが通過する。それが壁に刺さる。

「へ……？」

　壁に刺さっていたもの――それは、お年玉袋だった。

「七葉ちゃーんっ！」

　と、大声で叫んだのは、姉貴と母さんだった。

　十メートルほど離れた場所にいる二人は、

「わたしたち、七葉ちゃんにお年玉をあげること、すっかり忘れてたよ！」

「というわけで、お年玉をあげちゃいますねドリャアアアアア！」

　言いながら、シュパーンという感じで手に持っていた無数のお年玉袋を投とう擲てきする。

　七葉ちゃんに迫るお年玉袋。

　七葉ちゃんは前転回避でそれらを避よけた。タタタタタッとお年玉袋が地面に突き刺さる。たぶんあのお年玉袋の中にはお札ではなく薄い鉄板とかが入っているのだろう。

「お、おまえら、なんてことしやがるんだ!?　いますぐその攻撃をやめろ！」

「わたしたちはお年玉をあげようとしているだけだよー」

「そうです、静しず香かさんの言うとおりなんです」

「そして、お年玉の次は――」

「みんなで餅もちつきでもしましょうかウリャアアアア！」

　叫びながら、母さんは餅つきに使う杵きねを大きく振り上げる。七葉ちゃんに向かって振り下ろす。

「あ、あぶねえ！」

　俺は七葉ちゃんの体をぐいっと引っ張る。杵はさっきまで七葉ちゃんがいた空間を引き裂さき、地面に衝突した。地面に少しひびが入る。やばい、マジで殺すつもりだ。

「餅つきは楽しいなトリャアアア！」

　今度は姉貴だった。姉貴は、臼うすを両手でもってそれを七葉ちゃんに叩たたきつけてくる。

「臼はそんなふうに使うもんじゃねえだろうがあああ！」

　俺は七葉ちゃんを抱きしめ、その場から飛び退いた。

「た、太た郎ろうちゃん!?　どうして七葉ちゃんを抱きしめたりするの!?」

「も、もしかして太た郎ろうさんは中学生ぐらいの年齢の子が好みなんですか!?」

「違う！　おまえらの攻撃をかわしただけだ！」

「やっぱり七なな葉はちゃんには――ここで死んでもらうしかないですううう！」

「ごめんね七葉ちゃんさようなら永遠にいいいい！」

　母さんは杵きねを、姉貴は臼うすを振り上げながら俺おれたちのほうに猛進してくる。

「でぃっ、やあああああ――っっ！」

　母さんが杵を右から左に一いつ閃せんする。

「ひいいい！」

「きゃあああ！」

　俺と七葉ちゃんは体をくっつけたまま横っ飛び。なんとかそれを避よけた。

　ぶうんと振り回された杵の頭は、母さんの近くにいた姉貴のほうに向かい……

「ほにゃああああ――っ!?」

　姉貴のおなかに激烈ヒットした。

　姉貴の小さな体が派手に吹っ飛ぶ。

「あ……」

　母さんは呆ぼう然ぜんとした顔をする。

「げ、げふう……だよ……」

　仰あお向むけに倒れた姉貴は、そのまま気絶してしまった。

「し、静しず香かさん!?　ああ、なんということでしょうか……でもまあ、ライバルが一人減ったというふうに考えることも……」

　そのとき、俺は気付いた。

　姉貴の両手から離れた臼が、空高く舞い上がり、そして――母さんの頭に向かって落下していることに。

「か、母さん、あぶな――」

　警告は、間に合わなかった。

「――あぼうっ!?」

　臼は母さんの頭頂部にぶち当たり、母さんはばたりとその場に倒れた。

「…………」

　ぴくりとも動かない。どうやら昏こん倒とうしてしまったようだ。

　静まりかえる住宅街の一角。さっきまでの喧けん噪そうが嘘うそのようだった。

「……愚おろかすぎる」

　俺は、意識を失っている二人の身内を見下ろしながら、静かにつぶやいた。

「七葉ちゃん、大丈夫か？」

「え？　うん、あたしは大丈夫」

　七なな葉はちゃんはふわりとほほ笑む。うーむ、癒いやされる笑顔だ。

「……太た郎ろうお兄ちゃん」

　七葉ちゃんは、なんだか熱っぽい視線で俺おれを見上げてくる。

「やっと、二人っきりだね……」

「へ？　あ、ああ、まあ……アホ身内二人が自爆したからな……」

「うれしい……」

　七葉ちゃんはすっと俺のほうに近寄ってくる。近い。かなり近い。

　そして、七葉ちゃんは両手で俺の右手を握った。俺の体がびくりと震える。

　七葉ちゃんは大きな瞳ひとみをうるませながら、

「あたしね……本当に、太郎お兄ちゃんのことが好きなの……」

「そ、それはありがとう……」

「好きなの……親しん戚せきとしてではなく、異性として……」

　七葉ちゃんは両手で持った俺の右手を、自分の胸にくっつける。ふにゃりとしたやわらかい感触に、俺はかなり焦ってしまった。

「な、七葉ちゃん……」

「太郎お兄ちゃん……あたしと、お付き合いしてください……」

　じっと俺を見つめてくる大きな瞳。

　なんか心臓がドキドキして――ど、どうして親戚にドキドキなんか……

「あたし、まだ中学生だし、太郎お兄ちゃんと釣り合うような女の子じゃないかもしれないけど、でも……太郎お兄ちゃんのためだったら、どんなことでもできるから……」

　七葉ちゃんは顔を赤くしながら、そんなことを言ってくる。

　心の中でなにかが揺らいだ。ぐらぐらと揺らいでしまった。不覚にも。

　俺は――

「ダ、ダメだよ、七葉ちゃん……」

　その揺らぎを制し、そう言った。

「俺たちは親戚なんだ……だから、七葉ちゃんの気持ちに応こたえることはできない」

　七葉ちゃんの顔が傷ついたように歪ゆがむ。

「そ、そんな……お願い、太郎お兄ちゃん。お願いします」

「……ごめん」

　俺の表情を見た七葉ちゃんは、スッとうつむいてしまった。

「……どうしても、ダメなの？」

「ああ」

　俺ははっきりとうなずく。と――

　うつむく七葉ちゃんから「チッ」という激しい舌打ちが聞こえてきた。

　え？　いまの憎にく々にくしげな舌打ちは……

　七なな葉はちゃんは顔を上げると、

「――ムカツク」

　恐ろしいほど鋭い視線で、俺おれを睨にらみつけてきた。

「このあたしがこんなに媚こびてやってるのに……なんでなびかないの？　胸まで触らせてあげたのに。マジであり得ないんですけど」

「あ、あの……七葉ちゃん？」

「ふん。気安く名前を呼ぶんじゃないってーの」

　言って、七葉ちゃんはおれにデコピンをする。かなり痛かった。あと、俺は従姉妹いとこに加か虐ぎやくを受けても気持ちよくはならないんだなと場違いながら思った。やっぱり身内という意識が強いからだろうか。

　七葉ちゃんは腰に両手を当て、再び舌打ちをする。

　えーっと……こ、この豹ひよう変へんはなんですか……？

「あたしのハンパない魅力で太た郎ろうお兄ちゃんを騙だまして、キュン死にさせようと思ったのに……超うざい。っていうか鬼キモいんですけど」

「だ、騙してって……じゃあ、さっき俺のことを好きって言ったのは……」

「あんなのウソに決まってるじゃん」

　俺は唖あ然ぜんとしてしまった。

「七葉ちゃん……えっと、どうしてそんなウソを……」

　尋たずねると、七葉ちゃんは地面に倒れている姉貴と母さんを指さし、

「それは――あいつらに復讐するためよっ！」

　と、叫んだ。

「ふ、復讐？　姉貴と母さんに？」

「そうよ。あれは……六年前のこと……」

　七葉ちゃんは拳こぶしを握りしめながら告げる。

「親しん戚せきどうしで集まったときのことよ。物心ついたときから外面人間だったあたしは、親戚連中相手に必死こいて愛あい想そを振りまいて、小こ遣づかいやらなにやらをせしめてたわ」

「な、七歳でそんなことを……」

「んで、いつかなにかに利用できるかなーって思って、太郎お兄ちゃんにも近づいたの。わざと迷子になって、太郎お兄ちゃんが見つけるよう仕向けて、それをきっかけに懐なついちゃおっかなーみたいな」

「…………」

「でまあ、懐くことには成功したんだけど……問題は、そのあと……」

　七葉ちゃんの額ひたいに怒りマークが浮き上がる。

「太た郎ろうお兄ちゃんと離れて一人になったとき、静しず香かババァと智とも子こババァが怖い顔で近づいてきて……太郎ちゃんに必要以上に馴なれ馴なれしいからおしおきだよとか言って……」

　七なな葉はちゃんは両手で頭を抱え、ぷるぷる全身を震わせた。な、七葉ちゃん？

「お、幼かったあたしに、とても言葉では言えないようなマジあり得ないおしおきを……ふおおおおお……」

「そ、それは災難でしたね……」

　あいつらのことだ、さぞかしひどいおしおきをしたのだろう。

「その日から、あたしはあいつらに復讐を誓った！　あいつらの大好きな太郎お兄ちゃんをあたしにマジ惚れさせ、あいつらの前でイチャついたりラブったりして気が狂うほど嫉しつ妬とさせるって復讐プランを立てたの……そのために、今日まで必死に女としての魅力を磨きまくりって感じなわけっ！」

「そんなアホみたいな復讐プランを……」

　俺おれはもう絶句してしまった。

　そのとき――

「ふにゅ……」

「んんん……」

　姉貴と母さんが気絶状態から回復し、体を起こした。

「――っ!?」

　それを察知した七葉ちゃんは、素早く俺に抱きつくと、

「太郎お兄ちゃん、だーい好きっ！」

　と、大声で言った。

　立ち上がった姉貴と母さんは、すぐに激怒し、

「このクソガキ……いったいなにをしてるんだよっ！」

「そ、そうです！　血祭りに上げますよっ！」

「やーん、こわいよーっ。太郎お兄ちゃん、たすけてっ！」

　言って、七葉ちゃんは俺にぎゅーっと抱きついてくる。姉貴と母さんはさらに激怒する。どうやら、嫉妬で復讐作戦は継続中のようだった。

　俺に抱きつく七葉ちゃん。必死な形ぎよう相そうで引きはがそうとする姉貴と母さん。

　俺は身内三人に体を引っ張られながら、思った。

　ああ……最悪な正月だ……






あとがき









　どうも、松まつ野の秋あき鳴なりです！　冷えピタを額ひたいに貼はったまま外に出たり、メガネをかけたまま顔を洗ったり、なんか飲もうと思ってコップを取り出したあと冷蔵庫ではなくなぜかトイレのドアを開けたりしたことがある者です。検尿かよ！

　ふと思い出したことがあります。そういえば子供の頃ころ、友達何人かと『ジャンケンで負けた奴やつはなにかおもしろいことをしなければならない』という遊びをしていた時期がありました。

　かなりハードルの高い遊びですが、びっくりするほどのアホガキだった僕に高度な『おもしろいこと』が思いつくはずがありません。というわけで、なにも思いつかず追いつめられたときはパンツを脱いでその場をごまかすという手法が主流となりました。最悪な手法を採用したものです。いまではとても後悔し、反省しております。大人おとなになってからこんなことをしてしまうとブタ箱の住人になっちゃう危険性があるので、みなさん注意してくださいね！　脱パン、ダメぜったい！




　なんかアホみたいな話ばかりしてしまってすみません。小説のほうは、このあとがきとは対照的なほど清すが々すがしく清涼感に溢あふれた物語ですので、安心してお読みくださいませ。

　……すぐバレる嘘うそをついてしまって申し訳ありません。恐ろしいほどに変態的な感じの物語でございます。




　謝辞です。

　今回も尋常じゃないほど素晴らしいイラストを描いてくださったQP:flapperの小お原はらトメ太た様とさくら小こ春はる様、ありがとうございました。担当のＳ様、編集長のＭ様、頻ひん繁ぱんに鬱うつになる松野を支えてくださってありがとうございます。装丁を担当してくださった松まつ井い様、松野の作家としてあり得ないような文章の間違いを正してくださる校正様、編集部の皆様、営業の皆様、いつもありがとうございます。

　そして最後は読者様に。本当に、ありがとうございます。

　ではでは、次巻でお会いできればうれしいです。


二〇〇八年　九月　松野秋鳴

























　著者

　松野秋鳴（まつの・あきなり）

　　兵庫県川西市在住。

　　第一回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞優秀賞を受賞してデビュー。

　　一言で説明するならダメ人間。

　　いや、普通とは少し違う感じのダメさなのでダメ人間亜種。

　　むしろ珍しいほどダメなのでダメ人間希少種と言えるかも。

　　絶滅しないようにがんばります！




　イラストレーター

　QP:flapper（きゅーぴーふらっぱー）

　　さくら小春と小原トメ太によるユニット。ゲームの原画、ライトノベルの挿絵、よくわからない漫画を描いたりしています。

　　代表作は『鎖－クサリ－』（Leaf）キャラクターデザイン＆原画担当、『ラッキーチャンス！』（電撃文庫）挿絵、など。

　　公式ＨＰ「QPchick（キューピチック）」

　　http://qp.banbi.net/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／QP:flapper

　　装丁／松井庸介（KARORI DESIGN）











えむえむっ！６








松野秋鳴
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